
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































科目名 保育内容総論

単 位

教員名 金崎芙美吾

〔講義目的〕

本授業は、保育士資格取得のための必修科目と

して開講され、保育所保育内容を組み立てる力

を養うこと目的としている。具体的には①保青

所の役割や②ごれまでの保育観や保青内容の変

遷について掌び③日本の国の墨準である「保育

所保育指針Jの保育内容や施設設備等につい
て、また、④f子どもの成長発達を促す保育内容
について理解を深め、保育実践のための指導計

画を作成できる能力を培う。

〔講義内容〕

第 1回 保青所について(制度)
第 2回 保育所をめぐる状況(少号化父母

の就労の多様佑 幼稚園との関係な

ど)

第 3回 保育所の一年(ビデオ視聴)
第 4回 保育内容の変遷(保青「項目jの時

代)

第 5回 保育内容の変遷(保育要領から保育
所保育指針へ)

第 6回 保育所保育指針について①(保育所
保育の塁本と目標)

第 7回 保育所保育指針について②(保青所
保育の特徴と課題)

第 8回 発達週程と保育内容(1歳3ヶ月未

第 9回
第10回
第11回
第12回

満児)

発達過程と保青内容 (1. 2歳児)

発達過程と保育内容 (3. 4歳児)
発達過程と保育内容 (5. 6歳児)

遊びの実際と指導計画(手遊び、折

り紙など)

第13回 避びの実際と指導計画(全身運動あ

そび)

第14回 生活と指導計画(給食と食青)
第15固 まとめ(試験)

〔講義のすすめ方〕

学生による発表や討論を行うなど掌生参加の授

業をすすめる。

〔教材〕

保育内容総論(ミネルヴ、ア書房)の教科書を使

用する

|開
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〔成績評価の方法・基準〕

受験資格は、『白鴎大学試験規則Jに準ずる。

〔雇修のポイント・注意点〕

前回出席を原則とする。

〔科目内容の位置付け〕

保育士資格取得のための必修科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育内容の5領域に関する授業を受けているこ
とが望ましい。



科目名 保育内容演習(表現①)

単 位

教員名 富田英由

〔講義目的〕

この授業は、保育内容研究(音楽表現)の履修

者、又は、ソルフエ ジュや音楽実技 1 (墨

礎)音楽実技 11 (こどもの音楽)で塁本的な技

能を修得したものがさらなる表現力と応用力を

身につけることを目的とする。

具体的には、音楽の要素を捉え、幼児から児童

までの発達段階における音楽とあそびにおい

て、感性を青みイメ ジを豊かにし、色々な事

象にあった音楽表現活動を行う。又、保育者自

身のイメージトレー二ングとパフォーマンス等

を行うものである。

〔講義内容〕

ステップパイステップで次のようなあそびとパ

フォーマンスを体験する。

1、ゼスチヤーとパントマイムの試み1
2、ゼスチヤーとパントマイムの試み2
1 絵本や紙芝居と楽器あそび1
4、給本や紙芝居と楽器あそび2
5、劇あそびと音楽1
(指人形、手袋人形、ペープサー卜、パ

ネルシアタ一、工ブ口ンシアター、等々

より選択と作製)

6、劇あそびと音楽2
(つくってみよう、あそんでみよう)

7、劇あそびと音楽3(発表と評価)

8、畜楽と身体表現、イメージを動きにする
9、ミュ ジ力ルやオペレッタの試み1
(既製の作自力、ら概要の理解と選択)

10、ミュージ力ルやオペレッタの試み2
(音楽や内容の理解と配役の決定)

11、ミユ ジ力ルやオペレッタの試み3
(歌や振り演技の理解)

12、ミュージ力ルやオペレッタの試み4
(歌や振り演技の理解)

13、ミュージ力ルやオペレッタの試み5
(全体のとおし稽古)

14、ミュージカルやオペレツタの試み6
(全体のとおし稽古)

15、ミュージ力ルやオペレッタの試み7
(発表と評価)

〔講義のすすめ方〕

生活を通した総合的な視点から、却児の主体性

|開
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を十分発揮して展開できるような、環境にあっ

た音楽表現活動を模索する。ごどもの/1)身の発

達と音楽的能力-リズムと身体表現 等々を認

識しながら、楽器あそび、劇あそび、音楽と身

体表現、音楽表現活動を行う。

〔教柑〕

特に指定しない、必要に応じプリントする。

〔成績評価の方法・基準〕

受験資格は、「白鴎大掌試験規則Jに準ずる。
課題の提出・発表内容や取り組む態度等(平常

点70%)。出席率30%、

〔雇修のポイン卜・注意点〕

幼児の生活の実態をふまえた創意工夫力T大切で

あり、興昧をもって積極的に取り組む姿勢を重

要視する。こどもの目線でこと、もの立場になっ

て物事を考え理解する視点が必要である。

〔科目内容の位置問け〕

保育士費格取得のための重要な科目である。却

稚園教諭取得関連科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育内容研究(音楽表現)、音楽実技|、音楽

実技 11、音楽実技 111、ソルフェージュ、等々。



科目名 保育内容演習(表現①)

単 位

教員名 浅賀ひろみ

〔講義目的〕

保青内容領域「表現Jの設定趣旨は、三子ども
の人間的な育ちに大切な感性を豊かに育てると

ともに、感じたこと考えたことを表現し楽しむ

意欲を蓋い、創造性を培うことである。そのた

め、次のことがらがねらいとしてあげられてい
る。

①いろいろなものの美しさなどに対する豊かな

感性をもっ

cg:感じたことや考えたことを自分なりに表現し

て楽しむ

@生活の申でイメージを豊かにし、様々な表現

を楽しむ

これらのねらいは、ミ子どもの生活において、

またその成長・発達の過程の中で、様々な活動

を通して無理なく達成されることが求められて

いる。;子どもの活動は、一つの領域だけにとど

まるのではなく、各領域が相亘に関連を持ちな

がら総合的に展開しているのである。そのた
め、保青者には吾どもの活動や経験思い 。
の動き つぶやき・まなざしなど、ミ子どもなり

の様々な表現を多角的に受け止め、返し、育て

るといった適切な対応が望まれるのである。

そこで、本講義では、特にミ子どもの音楽的な

表現について、演習を中山に擾業を構成し、他

の教科目で学習した知識や技能と関連させなが

ら学びをすすめ、「表現とは伺かJrミ子どもの活
動が日々 の生活や遊びにい力、仁密接に力、力、わっ

ているかJr表現する力を育てるとはどういう
ことなのかJを考えていく。
具体的には、幼児から児童までの発達段階に

おける音楽とあそびから、感性を青みイメージ

を豊かにし、色々な事象にあった音楽表現活動

を目的とする。又、保育者自身を重めたイメー

ジトレー二ンクとパフォ マンス等を行うもの

である。

〔講義内容〕

生活を通した総合的な視点から、幼児の主体性

を十分発揮して展開できるような、環境にあっ

た音楽表現活動を模索する。こどものJt，¥身の発

達と音楽的能力 リズムと身体表現等々を認

識しながら、楽器あそび、劇あそび、音楽と身

体表現、音楽表現活動在行う。

|開 設| 半期
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〔講義のすすめ方〕

ステッブパイステッブで次のようなあそびとパ

フォ マンスを体験する。

*絵本や紙芝居と楽器あそび

*劇あそび(指人形、手袋人形、ぺーブサー

卜、パネルシアタ一、エプロンシア夕 、

等々)

*ゼスチヤーとパントマイム
*音楽と身体表現

*ミュージ力ルやオペレツタ

〔教材〕

浅賀ひろみ編『音楽表現演習J開成出版
(2008) 

他、適宜プリント配布

〔成績評価の方法・墓準〕

課題の提出 発表内容、出席、取り組む態度

等。

〔履修のポイント・注意点〕

知児の生活の実態をふまえた創意工夫が大切で

あり、興昧をもって積極的に取り組む姿勢を重

要視する。ことやもの目線でこどもの立場になっ

て物事を考え理解する視点が必要である。

〔科目内容の位置付け〕

幼稚園教諭・保育士資格取得関連科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育内容研究(音楽表現)、音楽実技|、畜楽

実技 11、音楽実技 111、等々



科目名 保育内容演習(表現②)

単 位

教員名 小久保裕

〔講義目的〕

幼児の日常生活は、新鮮な発見と鷺きの連続で

あり、美しいもの、優れたもの、 11)に残るよう

な出来事に出会う、などして人間的な感性か括

われていく。それを励まし、表現する意欲へと

高め、実践を通して想像力豊かな人簡を育成す

ることは、幼児指導者仁課せられた童務であ

る。

却児の表現手段は多種であり、初期の身体的

表現から、造形的、音楽的表現、さらに言語的

表現に至る表現過程は、あたかも類人猿から人

間への長い進化の道程を、集約して見るかのご

とき、鷺きと感動を貰える。この講座の「表

現Jとは、却児の造形的表現を指すが、加えて
「美術指導Jとあるように、授業では均児の成
長段階に応じた理解と指導力、さらに自らが高

い造形的表現能力を持った却児指導者としての

センスと技能の習得をめざす。

〔講義内容〕

第 1回 ガイダンスミ子供と美術表現

第 2回 パスと水彩絵具による技法遊び
第 3回 マーブリングとスクラッチ
第 4回 スパッタリングとスタンピンク、
第 5回 フロッタージュとドリツピンクや
第 6回 デ力ルコマ二ーからお画作りへ
第 7回 パネルシアターエプロンシアタ

第 8回 色紙による造形表現
第 9回 壁画構成

第10回 創作文写

第11回 コラージュ
第12回 プレゼン卜力ド
第13回 水彩又はアクリル絵具による総画表

現

第14回 ちり紙粘土作り、それを使った人形

〔講義のすすめ方〕

相互批評やディス力ッションを交えた課題制作

を行う。

〔教材〕

テキス卜 「楽しい造形表現J圭文社
スケッチブック、クレパス、水彩絵具は各自

持参すること。

|開
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〔成績評価の方法・基準〕

提出作昂の置と完成度による。

〔雇修のポイント・注意点〕

個性と創造性を重視する。固定概念にとらわれ

ない自由な発想で、作晶完成までのプロセスを

楽しんでほしい。課題作呂は期限までに必ず提

出すること。

〔科目内容の位置付け〕

ミ子どもの造形表現在理解し、適切な指導を行う

為の塁礎的技能を実践、習得する揚としたい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

I造形J、[絵画表現法j、「造形教材研究J、I美
掌」



科目名 保育内容演習(身体表現)/保青内容演習(表現③)

単 位

教員名 白井麻喜

〔講義目的〕

;子どもたちは生活の中で感じたことや感動した

ことを全身で表現しようとします。保育者に

は、三子どもたちが伺を表現しようとしているの

かをすばやく読み取り、共にその表現を楽し

み、そして発展させていく能力が必要です。本

擾業は身体表現研究を踏まえて、さらに豊かな

身体表現在体験するとともに、保青の実際仁生

きる指導力を身につけることを目指します。

〔講義内容〕

本授業では、①感じたことや考えたことを自分

なりに身体表現する、②人と関わって身体表現

する、③他者の身体表現在感じる、④保育現場

で活用できるいろいろなタイプの表現あそびや
夕、ンスを創作する、⑤発表-交流の揚を演出す

るなど、より広がりのある身体表現の方法を掌

ぶとともに、さらに@模擬授業を通して保育の

実際に応用できる指導力を高める捜業内容を展

開します。

〔講義のすすめ方〕

1 .オリ工ンテーション
授業内容についての説明と簡単な表現あ

そび等

2 表現あそび
伍承的遊び、遊びの要素を盛り込んだ即

興表現(イメ ジ力 ドなどの活用)
3. リズムダンスとフォーク夕、ンス
音楽リス、ムにのって、フォ クダンス覚

えて友達と関わって踊る

4.日常的なものとのかかわり
いろんなものへ変身してみること、日常

昂を利用してのあそび

5.ダンスの構成要素と即興表現
塁本的な夕、ンスの構成要素を利用して動

きを工夫し、数人で踊る楽しさを昧わう

6.コンタクト-インブロヴィゼーション
コンタクト-インプロヴィゼーションを

学び、二人で即興的仁動きを工夫する

7 音楽のイメージをとらえた表現の士夫
8.衣装・小道具などを用いた表現の工夫
衣装-小道具などを用いて、いろいろな

工夫を試み、なりきって表現する

|開 設|半期
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9.模擬授業①
(題材.表現あそび リズムダンス・

フォークダンスなど)

豆いに指導者役、吾供役になって指導実

践を試みる

10目模擬授業②

11目模擬授業③
12.模擬授業④
13目グループ小昆の創作①

これまでの授業課題を生かして、グルー

プで小田を創作する。

14.ク、ループ小田の創作②

15.発表および鑑費 これまでの記録の整理

〔教材〕

資料及びプリントを配布することがある。講義

中に適宜指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席状況、学び方、授業内発表、授業内ノート

などによって総合的に評価する。

〔履修のポイント・注意点〕

動きやすい服装で参加すること (Tシャツ-
ジャージなど、ジーンズは不可)。

出席して体験することが大事な授業であるの

で、欠席はしないこと。やむを得ない理由で動

けない場合には見掌すること。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育内容研究(身体表現)



科目名 福祉とボフンァイア

単 位 2 

教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

ボランティア活動は、人間だけができる行為で

ある。それは自由を前提として、はじめて奇在

できる行為です。

また、遣う視点から考えるとボランティア活

動は、「しょうがいj者や高齢者や病人などが

かかえている福祉的課題を解決するために、こ

れを他人事とせず、進んで仲間となり、問題に

かかわり、協働し重荷を分かち合うことである

と考えます。

福祉は、かつては与えられるものだと考えら

れてきましたが、舎や「作る福祉Jr消費する
福祉jへと時代は変イじしてきました。

このような時代の中で、ボランティアとは伺

かを聞い直す必要性が生まれてきており、この

講義ではそれを行うことにします。

〔講義内容〕

1 .ボランティア活動をどうとらえるか
2.ボランティア活動は何を課題にするか
3.在宅福祉活動の進め方
4.施設ボランティアの活動と役割
5.ボランティア グループの運営
6.ボランティア活動に求められる技術
7. NPOとボランティア活動
8.実践事例研究(1)
9.実践事例研究 (2)

10 実践事例研究 (3)

〔講義のすすめ方〕

基本的には講義スタイルをとるが、実践活動研

究の一環として、テーマを決め1回以上実際に
活動をおこなう。

〔教材〕

必要に応じ、適時指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席状況と、ボランティア活動実践法高所によ

り評価を行う。

〔雇修のポイント・注意点〕

社会福祉は刻々とそれを求める人々や二一ズを

変え、社会が求めるものや制度も変え続けてい

ます。そこで常に、福祉をめぐる社会状況の変

|聞
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化に注目するために、日常的にマスメディア仁

登場する、社会福祉に関する話題仁関山を払う

ことを求めます。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

社会福祉を理解するため、関連科目の取得が望

ましい。



科目名 レクリ工ーション理論/レクリ工ーション理論|

単 位 2 

教員名 藤井和彦

〔講義目的〕

今日、「レクリ工ーションJという用語は様々
な場所や機会に使用されるようになったが、改

めて考えてみるとその概念の多義性や暖日未性に

気づく。

そもそも「レクリ工ーションjとは伺かっ

「レクリ工ーションJをめぐる理論的な定義、
現代における社会的要請・意義、制度的側面、

事業を遂行する各種組織や団体の役割や機能と

いった側面から、「レクリエ ションJの意昧
仁迫り、解説や議論を通して理解を深めること

をねらいとする。

〔講義内容〕

①現代社会とレクリ工 ション

②レクリ工ーション概念の墓礎理論

③レクリ工ーション活動の実際

④レクリ工ーションに関わる組織の実際

⑤グループワークトレーニンクの実際

⑥地域レクリ工ーション経営論

⑦レクリ工ーション事業論

⑤レクリ工ーション事業の企画

⑨レクリ工ーション事業の評価

⑪レクレーションにおける「宣援Jの考え方
。地域活動とマーケテインク

⑫レクリ工ーションの今日的意義

⑬まとめと試験対策

※よ記の内容を中山に構成するが時間(時限)

の配分は適宜調整しながら進める。

〔講義のすすめ方〕

講義形式を中山として進める。下記の指定テキ

ス卜の内容に対応した講義ノート(資料)を毎

回配布する。講義では、解説を聞きながら各自

がその講義ノートを作成していくことになる。

講義の終わりには「講義の感想・質問票Jを毎
回提出する。主要な感想や質問については次回

の講義の言頭で再度取り上げ、解説する。ごの

他、 2-3度のレポート課題を課す。

〔教材〕

レクリ工ーション・インストラクター養成テキ

スト「やさしいレクリ工ーション実践たのし

いをつくるj日本レクリ工ーション協会編

2100円 を参考教材とする。

|開 設|半期
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〔成績評価の方法・墨準〕

テスト1回(期末)、レポ ト掌期2-3目。
レポートの提出は必修とし単位取得のための

条件とする。成績評価は試験得点 (70%)+ 
出席点 (30%)を規準とする。レポ トは最

終的な判定時にその内容を考慮する。

試験は、持込は不司とし、キワ ドに関す

る穴埋め問題と、論述問題から構成される。

出席点は、毎回の[講義の感想・費問票Jの
内容から出席の育無、講義に望む態度を判断し

各回3点満点で加算し評価の材料とする。

〔雇修のポイン卜・注意点〕

レクリ工ーションの楽しさは誰にでも昧わうご

とができるが、その楽しさを最大限に発揮させ

他者に楽しんでもらう役割を担う揚合には、あ

る程度の理論的な土台と技術が必要である。こ

の講座は il監制肩Jでありその意昧では[楽し
さを提供できるようになるための土台づくりj

でもある。このことを理解した上で、その自貨

を持って授業に臨んでいただきたい。

履修年次は2年次を標準と考えている。

〔科目内容の位置付け〕

レクリ工ーション・インストラクター資格取得

希望者は必修

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

レクリ工 ション実技、体青・スポーツ経営学

など



科目名 野外運動A/野外運動A (キャンプ)

単 位 2 
教員名 粛藤一人

〔講義目的〕

教青現代の教育課題である「生きる力」の育成

を射程に入れて展開する。野外体験系宿泊集中

授業を通して、学生が自らのところと身体を使

い、仲間と切薩部麿する I体験Jの機会を組織
し、こうした対人関係の深まりの申で、自己理

解、他者理解、自然(環境)等への気付きを聞

長することを目的とする。

〔講義内容〕

キャンブの幅広い教青効果を理解するように体

験学習し、指導的な立場から企画立案し、実施

する。キャンブの捉え方は各分野や方面によっ

て多岐にわたるが、組織キャンプの多くの目的

は、大自然の中で「原体験jや共同生活を通し

て、人間形成を図ろうとするものと考えられ

る。すなわち、自然と野外を最大限活用しなけ

れば、その教育目的は達成されない。したがっ

て、下記を狙いとし実践活動をこの実習で行

つ。
①自然の中で集団的、自立的生活をすることに

よって自己を見つめ、真の協力・共同生活を

体験し送るごと。

②キャンプ生活の技術を学びつつ、生活全体の

諸活動を通して自分のl白身を鍛えること。

③将来キャンピンク、在指導する立場におかれた

とき、企画立案でき、民主的運営ができるこ

と。

〔講義のすすめ方〕

野外体験系宿泊集中授業形式で行う。プログラ

ムについては、「困難Jr挑戦Jr課題解決Jr達
成感Jr感動Jの一連の流れを核にするという
視点で構成し、その中で様々な「体験Jの揚を
保障することをねらいとし、次のとおりであ

る。

①普段、気付くことのな力、った自分の姿を発見

する体験(自己理解)

②普段、気付くことのな力、った友人の姿を発見

する体験(他者理解)

③困難な活動や生活に挑戦し、それを成し遂げ

る体験(課題解決能力)

④伸聞との協力によって、「伺かjを成し遂げ

る体験(友情、連帯、役割、重任、感動)

⑤経験ない活動を行い、自分の世界を拡大する
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体験(新しい技能の獲得)

上記のねらいを達成するための具体的方策と

してのプログラムは以下の4点に留意して行

つ。
①通常の時間枠では行うごとのできない活動。

②意昧のある活動であるのにも関わらず活動の

機会が得られにくい活動。

③集団の協力によって成立する要素の高い活

動。

④地域文イじと接点のある活動。

〔教材〕

特に指定する教材はないが、必要な揚合はその

都度指示します。また、必要に応じて資料を配

布する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、レポート、グループ貫献度によって総合

的に評価します。

〔雇修のポイント・注意点〕

場所・日程については4月上旬の事前説明会で
詳しく説明いたします。

専攻別で霊期休業期間に集中で行います。

(児童教青専攻-スポーツ健康専攻それぞれ

別々)

事前説明会や事前指導講義が数回予定されて

います。(欠席の場合は、履修・単位の修得が

できませんので注意してください。)

また、宿泊集中授業なので実習費がかかりま

す。

〔科目内容の位置付け〕

より充実した掌業・学生生活や生涯スポツ目

レクリ工ーション墓礎活動として位置づけられ

ます。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

課題研究AB、野舛運動B



輔自名 野舛運動B/野外運動B (雪上)

単 位 2 

教員名 粛藤一人

〔講義目的〕

教育現代の教育課題である「生きる力Jの育成
を射程に入れて展開する。野外体験系宿泊集中

授業を通して、学生が自らのこころと身体を使

い、仲間と切薩部麿する「体験jの機会を組織

し、こうした対人関係の深まりの中で、自己理

解、他者理解、自然(環境)等への気付きを聞

長することを目的とする。

〔講義内容〕

野外体験系宿泊集中授業形式で行う。アウトド

アスポーツとして、掌校体育のみならず生涯ス

ポーツとしても令も幅広く社会全体に親しまれ

ているスキー スノーボードについて、その運

動特性、技術、指導法及び生涯スポーツとして

のあり方、自然との親しみのl印を持つことを習

得し、団体行動-生活を通じてそのあり方をも

研修する。また、基礎技術、応用技術、発展技

術だけでなく救急処置についても講義を行う。

〔講義のすすめ方〕

プログラムについては、[挑戦Jr課題解決」
「成功体験Jr達成感Jr感動Jの一連の流れを
核にするという視点、で構成し、その中で様々な

「体験Jの爆を保障することをねらいとし、次
のとおりである。

①普段、気付くことのなかった自分の姿を発見

する体験(自己理解)

②普段、気付くことのなかった友人の姿を発見

する体験(他者理解)

③困難な活動や生活仁挑戦し、それを成し遂げ

る体験(課題解決能力)

④「何かJを成し遂げる体験(友情、連帯、役
割、重任、感動)

⑤経験ない活動を行い、自分の世界を拡大する

体験(新しい技能の獲得)

〔教材〕

特に指定する教材はないが、必要な場合はその

都度指示します。また、必要に応じて資料を配

布する。

〔成績評価の方法・基準〕

レポート、スキルテストによって総合的に評価

します。バッジテストも計画中です。

|開 設|集中
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〔雇修のポイン卜・注意点〕

場所・日程については4月上旬の事前説明会で
詳しく説明いたします。

児童教育専攻・スポ ツ健康専攻同時開講で

冬期休業もしくは香期休業に行われます。

事前説明会や事前指導が数回予定されていま

す。(欠席の場合は、履修・単位の修得ができ

ませんので注意してください。)

また、宿泊集中授業なので実習費がかかりま

す。

〔科目内容の位置付け〕

より充実した掌業・学生生活や生涯スポ ツ・

レクリ工ーション塁礎活動として位置づけられ

ます。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

課題研究AB、野外運動A



科目名 英語であそぼつ/早期英語教育

Teaching English to Young Learners 

単 位 2 

教員名 Lorraine Reinbold 

〔講義目的〕

The objective of this course is to help 
students become effective teachers 
of English to young learners. To reach 
these goals， some topics to be covered 
include: a brief introduction to theory， 
planning a child-centered lesson， 
integrating the four skills (readingl 
writing， listening/speaking) to create 
meaningful communicative language 
games and songs， and managing 
classroom behavior. 

〔講義内容〕

Class work consists of discussions， 
group work， and presentations 
on related topics in English. For 
assignments， students will be required 
to read， summarize， and report to the 
class a given passage from a text. They 
will also practice teaching games or 
activities to the class in English. 

〔教材〕

こども中山ではじめる英語レッスン

David Paul 
桐原書庖

Instructor will provide English handouts. 

〔成績評価の方法・基準〕

Grades on this course will be determined 
by the following criteria: 

• Regular attendance 30 %ー Ifyou 
miss more than 1/3 of class sessions， 
you will fail the course. Being late for 
class three times will count as one 
absence. Being late for more than 20 
minutes is considered one absence. 
You are responsible for notifying me 
in advance when possible， of reasons 
for absences， late arrivals， and early 
departures. 
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• Active participation 1 0 % -The more 
you speak in English， the better your 
grades. 

• Homework grades/quizzes 20 %ー NO
LATE HOMEWORK will be accepted. If 
you are absent ask me or your friend 
about the assignment before it is due. 

• Final Presentation/Assignment: Child 
Education and Child-Centered Games 
40% 

〔履修のポイン卜・注意点〕

In this class you must be able to discuss 
topics on children， education， and 
English language in English. You will 
also need to paraphrase -say the same 
sentence again in your own words -
English essays， and write summaries in 
English. 

Be prepared to study hard. Come to 
class with an open mind and be creative 
when planning to teach educational 
games to children. 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

You should have completed two years 
of English and received high grades in 
order to take this course. 



科目名 e-フ一二ング

単 位

教員名 向井千代吾

〔講義目的〕

TOEICや TOEFしのスコアを上げるために
は、各人のレベルに応じた教材で不得意分野を

つずつ解消していくことが効果的です。本科

目ではオンラインの双方向的マルチメディア教

材システムを利用して得点力向上をはかりま
す。

[Course Objective and Outline] 
To improve TOEIC and TOEFL scores 
the most effective method is to practice 
individually with materials specifically 
designed to teach the needed English 
skills， one by one. This class will use 
an online multimedia approach to help 
learners raise their test scores. 

〔講義のすすめ方〕

受講蓄がまず各自のア力ウントでログインし、
掌力診断を受けると、それぞれの学力に合った

教材がサーバ上に組まれます。受講者はその

教材を、学校での空き時間や自宅においてコン

ビュ タよでこなしていき、その中で生じた疑
問を毎週の授業時間に質問します。授業はゼミ
形式で、英文法や語集、表現に関する費問と

ディス力ッションのi嘉です。
[Course Progress] 
Learners will first log into their individual 
accounts and be tested to evaluate 
their respective English levels. After 
this evaluation， each student will 
automatically receive appropriate 
materials for his or her level from the 
server. Learners will work on these 
practice exercises by computer when 
not in classes or at home. They will 
however， attend weekly classes to 
answer questions they encounter. 
These classes will be conducted in 
seminar fashion to discuss Engl旧h
grammar and vocabulary expressions. 

〔教材〕

ネットラ 二ング社 iTOEICTest総合実力
養成コースJ
[Course Textbook] 
Learners will use NetLearning' s iTOEIC 

|聞
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Test総合実力養成コースJ

〔成績評価の方法・基準〕

教材の消佑度 (30%)、オンライン挙習の合
計時間と授業の出席 (30%)、掌期末試験
(40% )。
[Evaluation Criteria] 
English development (30 %)， regular 
class attendance and online practice 
(30%)， and a final examination (40%). 

〔雇修のポイン卜・注意点〕
授業時間は費疑応答が中山となるため、受講者

は空き時聞にオープン利用のコンビュータ室で
自習して下さい。なお、自宅でもインターネッ

トに接続されたコンビュータがあれば掌習でき

ます。学期が終わるまでにサバ上で模擬試

験を受けて下さい。
[Key Points . Possible Pitfalls] 
Classes will be conducted 
predominately in a question-and-answer 
manner， therefore learners must study 
by themselves using the open computer 
facilities at school or over the Internet 
if they have a computer at home. By 
the end of the semester， learners are 
required to take a "mock test" over the 
server 

〔科目内容の位置付け〕

TOEIC/TOEFL入門レベル。
[Course Contents and Level] 
TOEIC/TOEFL from the beginning level. 

〔前提・関連軒目(科目間関連の内容))

前提科目はありません。なお、本相目を雇修

し、本年度内の TOEICテストで 470点以上
在取った者は、上級科目である iTOEICJを
履修することができます。
[Prerequisites目 RelatedSubjects 
(related course contents)] 
There are no prerequisites， however 
those who score over 470 on TOEIC 
test within the academic year will be 
entitled to take the advanced TOEIC 
course目



科目名 e-フ一二ング

単 位 |聞 設|半期

教員名 Jeffrey Miller 

〔講義目的〕

[Course Objectives] 
E-Learning is a computer-based TOEFLj 
TOEIC course that allows learners 
to practice as much as they want 
outside of class. Therefore， it is ideal 
for highly motivated students who want 
to progress at their own speed. It is 
ve叩 possibleto practice two， three， or 
more times as much as there are class 
meetings during the semester. It is up 
to each student to see how much he or 
she is willing to practice and thereby to 
improve his or her English. 

Furthermore， the online course has 
many different types of practice 
questions found on the TOEIC and 
TOEFL standardized tests. Therefore， 
each student can practice in those 
areas that he or she is weakest in， 
thereby significantly raising his or her 
overall score. 

〔講義内容〕

[Course Content] 
To improve TOEIC and TOEFL scores 
the most effective method is to practice 
individually with materials specifically 
designed to teach the needed English 
skills， one-by-one. This class will use 
an online multimedia approach to help 
learners raise their test scores. 

During the class， the instructor will 
move around the room helping students 
with individual grammar， vocabulary， 
and syntax questions. These individual 
questions will form the basis for a brief 
Q & A-based lecture toward the end of 
class on specific problems that arose 
during that practice session. 

〔講義のすすめ方〕

[Course Progress] 

Learners will first log into their individual 
accounts and be tested to evaluate 
their respective English levels. After 
the evaluation， each student will 
automatically receive appropriate 
materials for his or her level from the 
server. Learners will work on these 
practice exercises by computer when 
outside of class or when at home. They 
will however， attend weekly classes to 
answer questions about their practice. 
These classes will be conducted in 
seminar fashion to discuss English 
grammar and vocabulary expressions 

〔教材〕

[Course Materials] 
The E-Learning course is entirely online 
and available to registered students 24 
hours a day， every day. 

〔成績評価の方法・墓準〕

[Course Grading] 
Regular class attendance will be 30 
percent of the overall grade. How much 
outside-of-class practice a student 
does Cboth the total number of times 
he or she logged on as well as the level 
practiced) will make up 50 percent of 
the final grade. And， a TOEIC/TOEFL 
based standardized examination will be 
20 percent of the final grade 

〔履修のポイント・注意点〕

[Successful Study Points] 
E-Learning is a unique course in that the 
students have almost complete control 
over how much TOEFLjTOEIC practice 
they do outside of class. Students may 
practice at a PC at home or in one of 
the Halくしlohcomputer labs. Obviously， 
the more one practices the better one 
becomes. Therefore， it is entirely up to 
the student to motivate him or herself 
to practice regularly and often. In this 
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respect E-Learning is like spoぱstraining 
(or driving school) as the total amount 
of effo比(i.e目 onlinepractice time) equals 
the results目 Pleasedo your best (for 
your future)! 

Today in Japan's globalized society it is 
not enough to be able to effectively use 
English， one must also be able to prove 
that one is able to use English. The 
three most recognized and accepted 
tests here are TOEIC， TOEFL， and the 
upper levels of Eiken. Once a student 
future Japanese English teacher， or 
member of society has a high TOEIC， 
TOEFL， or Eilくengrade they can use 
that score as proof of their English 
ability. 

〔科目内容の位置付け〕

[Related Subsequent CoursesJ 
TOEIC 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

[PrerequisitesJ 
None 
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科目名 教青情報処理

単 位 2 

教員名 渋川美紀

〔講義目的〕

ユビキタス・ネットワーク社会が発展し続ける

現代、小学校教育仁おいてもパソコンが導入さ

れ授業で使用されています。また、それぞれの

教育現場において目的に応じた教材を作成する

ことは、児童の掌習意欲の高揚に役立ち、学習

に対する動機付けを与えることも可能となりま

す。そこで、ごのような教材の自己開発技能

を会得することを目指し、本講義ではWord

Excelを使いこなすことに加えて、パソコン仁
ついてより広い掌習を行います。

〔講義内容〕

第 1回Wordの実習・論文形式の文書の作成

第2口Wordの実習・論文形式の文書の作成
第3回Wordの実習・トイP作成
第4回HTML実習・ HP作成

第5回Excelの実習・関数
第6回Excelの実習・関数
第ア回Excelの実習・グラフ
第8回Excelの実習・VBA
第9回Excelの実習・VBA
第10回Excelの実習 .VBA
第11回Accessの実習
第12回Accessの実習
第13回PowerPointによる教材の作成
第14回PowerPointによる教材の作成
第15回その他

〔講義のすすめ方〕

テキスト・プリント・その他を使用して実習を

行います。例題を解いたのち、課題を作成する

という形式ですすめていきます。

〔教材〕

教科書「情報科学の墓礎と応用J.同友館・
2，800円

〔成績評価の方法・墓準〕

出席状況田実習課題によって判断します。

〔履修のポイント・注意点〕

遅刻や欠席をしないように，[.":，¥がけましょう。特

に、 30分以上遅刻をしないようにしましょう

(欠席扱いにします)。出欠は出席力一ドで調

|開
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べますが、必ず擾業開始30分以内に力一ドを

受け取ってください。また、遅刻3固で欠席1
固とします。やむをえない理由で早退する場合

は断って退出して下さい。早退は遅刻と同じ扱

いとします。力一ドは擾業内に提出して下さ

い。

〔科目内容の位置付け〕

全ての科目で必要とされるレポートの作成力

データの分析力を養う料自です。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

情報処理の続きとなる料目ですので、情報処理

が前提科目です。



科目名 陸上運動 I/実技理論・実習 陸上運動|

単 位

教員名 竹島克己

〔講義目的〕

陸上競技について正しい練習方法、指導方法を
山一
寄与1。

〔講義内容〕

陸上運動|ではウオーキングとジョギング、

短距離走、障害走、投てきの4種目を行う。 1
回目、 2回目 ウォーキング、ジヨツグ 3回
目から4回目 投てき(砲丸投げ) 7回目から
10回目 障害走 (80mハードル) 11固から
14回短距離走 (100m)

〔講義のすすめ方〕

まず、体調を整えるため正しい歩き方、ジョ

ギングの基本を学ぶ。

投てきでは主に砲丸投げを行う。砲丸投げに

必要な筋力のつけ方、跳躍力、劃作、投てき技

術を掌び、計測を行う。

障害走 (80mハードル)ではこの種目に必
要な補強運動、振りよげ脚や抜き足の動作、タ

イムトライヤルを行う。

短距離走ではウォ ミンク、アップ、クーリン

グダウン、ストレッチ、スプリントドリル、ス
タート夕、ツシユ、中間走、加速走、タイムトラ

イヤル等を行う。

〔教材〕

資料は配布する。

〔成績評価の方法・墓準〕

.参加度 出席を評価する

授業への取り組む姿勢

.員献度授業の準備・かたづけテモンスト

レーションへの貫献度
.技能・運動能力水準

技能，能力の到達度

.授業目的達成度

トレー二ング科掌仁関するレポ 卜・実技
ノートの完成度

〔雇修のポイント・注意点〕

実技ノートをつくりポイントとなる事頂につい

ては書きとめておくようにする。

指導する側に立った観点を望む。

|開

418-

設|半期

〔科目内容の位置付け〕

専門科目。教員免許取得仁必要な単位。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

陸上運動"



科目名 陸上運動 11/実技理論・実習 陸上運動 H

単 位

教員名 竹島克己

〔講義目的〕

陸上競技について正しい練習方法、指導方法を
山一
写山。

〔講義内容〕

陸上運動 11では走り幅跳び、障害走、長距離

定の3種目を行なう。 1回目、 2回目 ウォー

キング、ジョギング(準備運動として) 3回
目から6回目 走り幅跳 7回目から10回目
障害走 C80mハードル)11回目から14回目
長距離走 (男菩1500m女吾1000m)

〔講義のすすめ方〕

走り幅跳びでは関連する立幅跳び、立三段跳な

どを行う。また助走、踏み切り動作などの練習

をしてより遠く跳躍できるよう練習する。

障害走 C80mハードル)ではこの種目に必
要な補強運動、振り上げ脚や抜き足の動作、タ

イムトライヤルを行う。陸上運動|でも行うが

教員採用試験の試験種目となることが多いので

更に技術を向上させたい。

瞬発力を要する種目は気温の低い時期には向

かない。冬期は長距離走を行う。長距離の練習

の方法を知り、健康に良い工ア口ビクス運動に

親しんでほしい。特に正しいウオーキング-

ジョギングについては、身近な健康的運劃方法

である認識をもってほしい。

〔教材〕

資料は配布する。

〔成績評価の方法・基準〕

.参加度出席を評価する

授業への取り組む姿勢

.重献度授業の準備・かたづけデモンス卜

レーションへの貫献度

.技能・運動能力水準
技能回能力の到達度

.授業目的達成度

トレー二ング糾掌に関するレポート-実技

ノートの完成度

〔雇修のポイント・注意点〕

実技ノ トをつくりポイントとなる事頂につい

ては書きとめておくようにする。

|開

-419-

設|半期

指導する側に立った観点を望む。

〔科目内容の位置付け〕

専門料目。教員免許取得に必要な単位。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

陸上運動|



科目名 器棚運動 I/実技理論・実習器械運動|

単 位

教員名 吉田茂

〔講義目的〕

小掌校から高等掌校まで、学校体育の主要教材

となっている器械運動の技能の習得や教材とし

ての特性を理解し、教員としての資質の向上を

図ることを主要な目的としている。また、体操

教室やスポーツクラブ等での教員以外の指導場

面にも対応できるよう、補助法の実習やトラン

ポリンの初歩的実技も加える。

〔講義内容〕

器械運動|では、初歩的段階として小掌校から

中学校までの教材を取り扱い、主としてマット

運動、跳び箱運動、鉄棒運動、平均台運動の内

容を中山に技能の習得とともに運動のコツや技

術、さらには技の構造的理解を図る。また，指

導の方法や指導力としての観察力の養成を主眼

とする。さらにトランポリンの初歩的実技も加

える。

〔講義のすすめ方〕

まず，マット運動を取り扱い、倒立位や回転感

賞などを葺い、自己の身体支配能力を高める。

次に、跳び箱運動、鉄棒運動を取り扱い，自分

で技のコツが把握できるよう「自己観察能力J
や「統賞能力Jを養うことができるよう段階的
に種目閣の関連を計りながら進める。

〔教材〕

参考図書として、次のものを参考にして下さ

し¥
「器械運動指導ハンドブックJ
中島、太田、吉田、三浦著(大修館)

『マット運動.1r鉄棒運動.1r跳び箱，平均台運
動J金吾明友著(大修館)
「中学高校器械運動の授業づくりJ
三木四郎、加藤沢男他(大修館)

〔成績評価の方法・基準〕

技能テストによる技能評価 各種目の代表的な

技を課題として実技テストを行う。 60点以上
を合格ラインとする。

レポートによる評価:コツに関する言表をノー

トに記入して提出し、それらを評価する。

|開
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〔雇修のポイント・注意点〕

出席を重視する。

自分で会得したコツをノートに書きとめ学習

ノートを提出する。

地道に根気良く練習する。

〔科目内容の位置付け〕

専門科目。教員免許取得に必要な単位。

〔前提・関連科目(桝目間関連の内容))

特になし



科目名 器棚運動 11/実技理論・実習 器械運動 H

単 位

教員名 吉田茂

〔講義目的〕

器械運動 11では、 |で習得した技能を踏まえ

て、やや高い技能の習得を目指す。マット運動

では個人や集団での楽しみ方としての発表会な

どを計画する。また，鉄棒運動、跳び箱運動，

平均台運動でも連続して技ができるよう演技の

発表や集団での発表を加えてスポーツ教材とし

ての特性を理解する。

〔講義内容〕

マット運動では、「前方倒立回転とびJ、鉄棒運
動では、「蹴上がりJ、跳び箱運動では「前方倒
立回転とびJを最終目標として、それ以前に習
得する必要のある易しい運動で類似の運動感賞

が養える運動を取り扱う。自分で，個々の技の

コツが把握できるよう常仁，自己の運動の変イじ

を記録しコツの創発能力を高める努力をするよ

う促す。また、掌習ノートを作成して提出す

る。

〔講義のすすめ方〕

器械運動|の履修を前提仁、 2種目または3種
目の口テション方式で，マット運動、鉄棒

運動、跳び箱運動、平均台運動(女吾)を練習

する。初歩的な慣れの運動からやや高度な技ま

で段階的に取り扱い、最終目標である技へと到

達するよう課題を組み立てて練習する。

〔教材〕

参考図書として、次のものを参考にして下さ

い。

『器械運動指導ハンドブックJ
中島、太田、吉田、三浦著(大修館)

「マット運動.1r鉄棒運動.1r跳び箱，平均台運
動J金喜明友蓄(大修館)
『中学・高校器械運動の授業づくりJ
三木四郎、加藤沢男他(大修館)

〔成績評価の方法・基準〕

技能テストによる技能評価:各種目の最終目標

となる技またはそれ以前に習得するべき技を課

題として実技テストを行う。 60点以上を合格
ラインとする。
レポートによる評価:コツ仁関する言表をノ

トに記入して提出し、それらを評価する。

|開
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〔雇修のポイン卜・注意点〕

出席を重視する。

自分で会得したコツをノートに書きとめ学習

ノートを提出する。

地道に根気良く練習する。

〔科目内容の位置付け〕

専門科目。選択必修の実技科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

器械運動|の履修。



科目名 夕、ンス 1/実技理論・実習 夕、ンス|

単 位

教員名 内山須美吾

〔講義目的〕

1 .掌習指導要領を墨に、中学・高校での夕、ン

ス指導について学ぶ。

2.中掌・高校で掌ばれるダンスの内容(r創
作夕、ンスJrフオークダンスJr現代的なリ
ズムのダンスJrその他の夕、ンスJ)をそれ
ぞれ掌1'5¥0

3.グループで作昂を創る。

〔講義内容〕

1 .実技
工ア口ピック夕、ンス・ストリー卜夕、ンス・

チアダンス・創作夕、ンス

フォーク夕、ンス・社交夕、ンス

2.理論
学習指導要領における夕、ンスの内容 指導

法評価について

〔講義のすすめ方〕

1 .オリエンテーション、グループ分け
2.工ア口ピックダンス
3.社交ダンス
4.創作夕、ンス
5.フォク夕、ンス
6.チア夕、ンス
7.ストリ ト夕、ンス
8.ストリー卜夕、ンス

9.ストリートタンス
10.作昂創作
11. f乍昂創作
12. i宇田創作
13.作昂発表、鑑員、評価

〔教材〕

必要に応じて配布

〔成績評価の方法・畢準〕

1 .出席状況 50点

2 創作作品:30点
3 レポート:20点

〔履修のポイン卜・注意点〕

1 .動きやすい服装
2.室内履き
3.予習と復習

|開

422-

設|半期

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

引き続き、実技理論-実習夕、ンス 11を履修する

ことが望ましい。



科目名 ダンス 11/実技理論・実習 夕、ンス 11

単 位

教員名 内山須美吾

〔講義目的〕

夕、ンスの表現法、創作法、作田構成、音響効

果、衣装、道具等について理解し、重に上演の

実践を通して表現力、創作力、上演能力を養

つ。

〔講義内容〕

1 .実技
ダンス作自の創作と発表

2 理論
ダンスの表現法・創作法

〔講義のすすめ方〕

1目オリエンテーション、グループ分け
2-4. レ/て トリ一つ一つ
1)夕、ンステク二ック

2)作目化への技法
3)表現形式の理解とその技法

5-6.作昂創作への準備と練習
フ-12.グループワーク
1)作田創作と踊り込み

13.作品発表-鑑量目評価

〔教材〕

必要に応じて配布

〔成績評価の方法・基準〕

十出席状況:50点
2目創作作昂:30点
3 レポート:20点

〔雇修のポイント・注意点〕

1 .動きやすい服装
2.室内履き
3 予習と復習

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

実技理論 実習夕、ンス|からの履修が望まし

い。

|開
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科目名 バスケットボール/実技理論・実習バスケットボール

験 位

教員名 蘭藤一人

〔講義目的〕

バスケットボ ルにおける様々な技術の構造、

ルールを理解し、その特性を通して技術・戦術

論の立場から集団的技能や個人的技能を分析、

考察を加え、それらを構成する体力-技術-戦

術の習得を中11)として、基礎的なゲーム展開の

方法を実習する。また、ごのスポーツを通し

て、体力の向上-スポーツの楽しみ方モラル

の育成・競技の歴史などを掌習し、生涯スポー

ツを楽しめるスタンスを生むようなモデルを提

案し実習する。

〔講義内容〕

①オリ工ンテーション

②FUN DRILLS 
@:墨礎技術の理解と習得および応用した技術へ

の発展(簡易ゲーム展開)

ゴールへの攻撃-lON l一塁礎技術シュー
トの解説と練習方法と指導法に関する実技

④ゴールへの攻撃-20N2一塁礎技術ドリブ
ルの解説と練習方法と指導j去に関する実技

⑤コルへの攻撃 30N3一基礎技術パスの
解説と練習方法と指導法に関する実技

eモーションオフェンス-30N3ースクリー
ンプレイ技術の理解と習得およびチームとし

ての集団技術への発展

⑦トランジション-50N5 攻防の切り替え
の解説と練習方法と指導法仁関する実技

③アウトナンバープレイ一戦術としてのファー

ストブレイクの練習法と指導法の理解

⑨トランジション一戦術としてのフォーメー

ションに関する塁本的考え方の理解と実践

⑪リーグ戦-50N5ーバスケットボ ル・
jレールの理解と審判法およびゲームの進め方

〔講義のすすめ方〕

「ゲーム一発問・応答・考察一練習ゲムJ
という流れで授業を展開し、技術練習を毎時間

の適切な場面で行うことやゲームにおける戦術

的状況の中で技術を用いることで、戦術と技術

を関連付けて指導する。そこで戦術的気づき

(問題解決能力の選択能力)を副長する。

〔教材〕

特になし(バスケットボール関係の書籍全

|開
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般)。必要に応じて資料を配布する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、レポート、スキルテスト等によって総合

的に評価します。

〔履修のポイン卜・注意点〕

特に出席が重視されます。体育館シュ ズ目運

動できる服装で出席する事。

〔科目内容の位置付け〕

教職の教科の科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

課題研究A.Bに発展していく



科目名 ァ二ス/実技理論・実習ァ二ス

主義 位 |開 設|半期

教員名 野間明紀

〔講義目的〕

大挙卒業後に就職した現場において活用できる

様にテニスの基本的技術、理論、ルール等を実

技を通して指導していく考えです。

〔講義のすすめ方〕

①班分け

②ラケットとボールになれる(初l白書)

③ストロークの練習

④サーブの練習

⑤ポレ一、スマッシユの練習

⑤ゲーム、ルールの説明

(雨天の場合は教室でビデオ等の観賞)

〔教材〕

・テニスシューズが必要です0

.ラケットは麗し出します。

-服装は運動しやすいもの(ジーパン等の普段

着は不可)

〔成績評価の方法・墨準〕

出席率、授業態度、技術で評価します。

〔雇修のポイント・注意点〕

欠席は3固までとし、 4回以上欠席した場合、
単位は修得できません。遅刻は2固で欠席1固

とします。

〔科目内容の位置伺け〕

1から4年次の選択科目です。
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軒目音 サッカー/実技理論・実習サッカー

単 位

教員名 菊原伸郎

〔講義目的〕

本講義は、「サッカーJを題材に実技実践(身
体活動と考える力)を通じて競技の特性を理解

し、過去にできなかった動きやプレーの獲得の

中から生涯を通してスポ ツとのかかわりを高

めていくことを目的とする。

スポ ツ実技の実践者は、自らの諸能力(技術

力、戦術達成力、身体的能力、。理的能力等)

を振り返ることと(認識に集団スポーツで必

要となる人とのコミュニケーション能力が不可

欠になる。

これらの観点から、本講義では個人のスキル

アップとともにコミュニケーションスキルの向

上をサッ力ーをプレイする中から獲得してい

く。

〔講義内容〕
第 1回ガイ夕、ンス

第 2回 M-T-M法の実践

技術技能 スモールゲム

第 3回 M-T-M法の実践

ポールコントロ-)以D スモールゲーム
第 4回 M-T-M法の実践

ポジショニングの理解 スモールゲーム
第 5回 M-T-M法の実践

ポールコント口-)[;@ スモールゲーム

第 6回 M-T-M法の実践

ポジショニングの獲得 スモールゲーム
第 7回 M一丁目M法の実践

個人戦術の理解と確認 スモールゲーム

第 8回 M-T-M法の実践

グループ戦術の理解 ハーフコートゲム

第 9回 M-T-M法の実践

グループ戦術の獲得 ハーフコートゲム
第10回 M-T-M~去の実践

クjレブ戦術の理解 ハーフコートゲーム

第11回 M-T-M法の実践

グループ戦術の獲得 ハーフコートゲーム
第12回試合の実践

チーム戦術の理解 フルコートゲーム
第13回試合の実践

チーム戦術の獲得 フルコートゲーム
第14回試合の実践

チーム戦術の変更 フルコートゲーム

第15回まとめ技能テスト

|開 設|半期
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〔講義のすすめ方〕
クラウンド仁集合し、各自ウォ ミンク、アップ

を行い不l憲の怪我を未然に防ぐことに注意す

る。

全体で集合した後にグループでのウォーミンクや

アップを行う。

次に各テーマごとの運動獲得を目指したブラク

ティスを行う。

講義後半はゲームの中で課題へトライしてい

く。

最後に集合しクーリングダウンを行い終3す
る。

〔教材〕

必要に応じて資料配布を行う

〔成績評価の方法・基準〕

出席点60%・技能向上点20%.授業態度20%
(プレイ中の仲間とのコミュ二ケーション)等

の総合評価で行う

〔雇修のポイント・注意点〕

履修の山構え

プレイの実践だけでなく、理論の理解を自らの

学習により高めプレイに反映させていく意欲

〔科目内容の位置付け〕

サッカー仁関する理論に関する知識を可能な限

り収集しておくこと。



科目名 水泳/実技理論・実習水泳

単 位

教員名 椿本昇ニ

〔講義目的〕

掌校体育における水泳についての指導方法論を

理解し、さらに自らの水泳技能の向上を目指

す。

〔講義内容〕

主として、水泳指導(初l白書指導・泳法指導)

に関する方法論について掌びながら、正確な近

代泳法4種目を習得する。また、水中安全教育
についても理解を深める。

〔講義のすすめ方〕

集中授業で学外の実習のために若干日程が不規

則になるため、掌生各自の予習復習を重要視す

る。

1 オリエンテーション(グループ分け)
2.初l白書指導(水慣れ、水申遊戯)
3.工レメンタリーストローク
(初歩的な泳法指導)

4. 4泳法指導
(クロール、平泳、背泳、バタフライ)

5.水中ボールゲーム
6.水中リズム泳
7.水中運動(ウォーキング等)
8.水中安全教育(セルフリスキュー)
9.生涯スポーツとしての水泳
10.まとめ

〔教材〕

必要に応じて配布

〔成績評価の方法・基準〕

出席状況 (50点)
泳法検査

(25mを正確に泳ぐ、 4種目X5点=20点)
復習のレポート

(自己評価と課題について、 20点)
グループ記録証(グループ活動の記録、 10点)

〔雇修のポイント・注意点〕

集中授業のため、出席が重要視される。競泳用

水着、ゴーグル、スイムキャップ

タオル、 Tシャツ、学生教育災害保険加入者
のみ

挙外施設を利用するため実費がかかります。

|開

427 

設|集中

〔科目内容の位置柑け〕

教職の教科の科目



科目名 柔道/実技理論・実習柔道

単 位

教員名 蓬田正郎

〔講義目的〕

柔道の塁本である、体さばきや受身の技術向上

はもちろん、それらの練習を通して、日常生活

における障害防止や護身にも役立つことを学習

する。また、固め技や投げ技を習得することに

よって、技術も向上し柔軟性も高まることを知

る。そして、武道としての特性から相手を尊重

する態度や、協力する態度を養い、社会人とし

て必要な礼儀作法を身につけるとともに健康目

安全に留意することの大切さを掌ぶ。

〔講義のすすめ方〕

1 .オリ工ンテション
(授業に関する諸注意-進め方ねらい

等について説明)

2.礼法(座礼・立礼-服装や態度の指導)
3. 投げ技の塁本動作(姿勢・組み手・崩
し体さばき受身)

4.固め技の基本動作(固め技の体さばき

固め技への入り方)

5目投げ技(手技・腰技・足技)

6目立ち技の連絡変化(大内刈り一大外刈り
など)

7.寝技の連絡変化(けさ固め一上四万固め
など)

8.試合の進め方(試合揚についての説明)
9.審判・勝負規定(国内ルール・国際ルー
ルの説明)

10回世界の柔道について

〔教材〕

参考書 【ベスト柔道】猪熊功 佐藤宣践共著

講談社インタナショナル

【寝技で勝つ柔道】相崎克彦蓄

ベースボ-)しマガジン社

【闘魂の柔道】山下泰裕著

ベースボ-)しマガジン社

〔成績評価の方法・基準〕

出席、擾業に対し取り組む姿勢、実技テストに

よって総合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

出席重視、用具(柔道着)

|開 設|半期
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科目名 剣道

単 位 |開 設!半期

教員名 日井一美

〔講義目的〕

武道は格闘形式の運動であり、打ち合う動作

に伴って生じやすい入閣の本能的感情を抑制し

たり、克己11)を養うことが大切である。

また、武道は礼儀作法や相手を尊重する態

度 公正な態度、さらには健康や安全に配慮す

る態度が重視される。と考える。今後、生きて

いく上で必要なこれらの態度を、剣道の試合や

練習の揚で実践し、体験し学ばせたいと考え

る。

〔講義内容〕

(1)剣道の礼儀作法や墓本動作を正しく島につ

け、互いに相手を尊重しながら公正な態度

で練習や試合ができる。(関山田意欲・態

度)

(2)自己の技能の程度により課題を設定し、そ

の解決のために練習の方法や内容を工夫す

ることができる。(思考・判断)

(3)基本副作と対人的技能を身につけ、簡易

ルルでの試合ができる。(技能)

(4)練習や簡易ルールによる試合を通じて、剣

道の特性や有効打突について理解できる。

(知識・理解)

〔講義のすすめ方〕

第1回: 斉掌習(剣道の歴史・塁本動作・
素振り・打ち抜ける技)

スキルテスト(ポール打ち・竹刀連

打・竹刀縦打ち)

第2回: 一斉掌習(防臭のつけ方・一本打
ち・元立ちの方法)

スキルテスト(竹刀連打・竹刀縦打

ち・ライン間往復・跳躍面)

第3回: 一斉学習(体当たり・弓|き技・追い
打ち)

スキルテスト(連続打ち)

試合練習(互角練習・使えた技の発

見)

第4回: 斉学習(二-三段の技・払い技)

スキルテスト(連続打ち)

試合練習(互角練習・使えた技の発

見)

第5回: 一斉学習(応じ技-ヨ|き技・出端
技・互角練習の仕方について)

スキルテスト(ポ ル打ち・跳躍

面)

試合練習 (9角練習・使えた技の発

見)

第6回. 一斉学習(応じ技-すり上げ技-試
合、審判j去について)

スキルテスト(跳躍面・すり上げ

面)

試合練習(試合、審判の練習目使え

た技の確認)

第ア回 一斉掌習(応じ技・返し技-試合を

6人組で行う)
スキルテスト(面返し胴)

試合練習(試合、審判の練習・得意

技の確認と練習)

第8回: 斉掌習(応じ技の研究・団体試
合)

スキルテスト(各班で設定した課題

をもとに)

試合練習(団体戦の方法・得意技の

練習と課題の発見)

第9回 8固に同じ
第10回一第14回は、指導法の研究(教師役と

生徒役に分かれ、模擬擾業を行い亘

いを評価し合いながら、より良い指

導法を身につける)

第15回:授業のまとめと簡易筆記テスト

〔教材〕

剣道具一式・竹刀は掌校で準備。

手ぬぐいと垂れネーム(ゼッケン)は各自で用
富山

〔成績評価の方法・基準〕

ア運動への関/1).意欲・態度

①自分に適した技を習得し、相手の動きや技

に対応した攻防や勝敗を競い合う武道の楽

しさや喜びを味わおうとする。

②礼儀作j去を重んじて相手を尊重し、自分で

自分を律する態度を取ろうとする。

③勝敗や結果を受け入れようとする。

④用具や服装、練習場などの安全を確かめた

り、禁じ技を用いないなど、練習や試合を

するよでの安全に留意しようとする。
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イ.運動についての思考判断

①塁本動作と対人的な技能との関連を図って

いるo
e得意技を身につけることができるよう練習
や試合の中で、隙や打突する方法を見つけ

ている。
③試合では、個人・団体形式や体格別などを

踏まえて、それぞれ判定の墨準などを選ん

だりしている。

ウ.運動の技能

①塁本動作と自分の能力に適した対人的技能

で練習することができる。

②自分の能力に適した対人的技能のうち力、ら

得意技とすることができる。

③得意授で相手の劃きに対応した練習や試合

をするごとができる。

工.運動についての知識・理解

①剣道の特性や学習の進め方、塁本動作や知

人的な技術の構造、自分や相手の課題に

あった練習や試合の仕方、練習計画の立て

方を知っている。

〔雇修のポイント・注意点〕

『五気Jやる気・元気・本気・根気・活気を
持ち、武道の精神を掌ぽうとする意欲的な態度

で、一緒仁授業に取り組みましょう。

〔科目内容の位置付け〕

体育授業に、武道が必修とされます。それに

ともない、{本青教師にも武道の資格(級や段

位)が義務づけられてくると思われます。初l白

書は一級審査仁チャレンジしてみましょう。
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科目名 バレーボール/実技理論・実習 バレーポール

単 位

教員名 大関孝雄

〔講義目的〕

初l白書にとっては「難しい、痛い、楽しくな

い。jと思われることの多いバレーボールを、

自らがゲームを楽しめる技術を習得するととも

に、指導者として楽しませることができるよう

な指導方法を掌習する。

安全管理、技術、指導方法やルルの掌習を

塁本として、主に部活動として行われている競

技性の高い6人制と，競技性とレクリ工ーショ
ン性のバランスのとれた9人制両方について実
習していく。

将来の指導者として、技術の習得のみなら

ず、理論も大切にしていきたい。

〔講義内容〕

①オリ工ンテーション

②施設や用具の点検確認及び設置方法等につい

て

③パスの塁本と応用

④サーブ及びサーブレシーブの練習

⑤スパイク、トス、ブロックの練習

⑥6人制のゲーム、ルール説明
⑦9人制のゲーム、ルール説明
③救急処置(足首のテーピンク、)

〔講義のすすめ方〕

上記の講義内容について、漠然と技術のみを

練習するのではなく、プリントを利用してポイ

ントやコツを学びながら技術を習得する。必要

に悶じてプリントに書き込み、指導者としての

意識も高める。

〔教柑〕

資料は配付します。

〔成績評価の方法・基準〕

出席率、授業態度、授業への員献度(準備・か

たづけ・デモンス卜レーション・審判等)、技

術等で総合的に評価します。

〔雇修のポイント・注意点〕

1，運動着-体青館用シユ ズ・筆記用具を用

意するごと。

2，怪我防止の為、アクセサリ類(指輪・ネツ
クレス・ビアス等)や爪は注意して欲し

|開
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し1。

3，出席や擾業態度等、技術以外の部分も重視
します。

4，将来、指導する立場になることを意識して
欲しい。



科目名 野球(ソフトボール)/実技理論・実習 野球(ソフトボール)

単 位

教員名 栗山英樹

〔講義目的〕

健康維持はもちろん、社会で活躍するために

体力を培うことは、大切な要素。さらに宗暇の

すごし方や観戦の楽しみもまた、生活にゆとり

を与えてくれるもの。そういったスポーツに対

する距離感を作りたいと思います。種目として

はソフトボ ルー野球という団体スポーツであ

りながら、個人競技の要素を高く持つスポーツ

の選択です。

〔講義内容〕

①オリヱンテ ション(班分けや授業内容の確

認)

②道具の使い方、ルールの確認

③キャッチポールなど墓本練習

包ペッパーなど攻撃の墓本練習

⑤内野、外野の連携プレ一、夕、ブルプレーなど

の練習

⑤ゲーム形式の練習

⑦班ごとによるリーグ戦

〔教材〕

運動着、シューズが必要です。

野球道具の塁本的なものは掌校で用意します

が、慣れたグラブなどぜひ持参されたし。

〔成績評価の方法・基準〕

出欠席、遅刻を重要な要素とし、技術向上によ

る加算制。

〔雇修のポイント・注意点〕

屋外の授業になるため、着替え、シャワーなど

の用意をきちんとすること。

出来る、出来ないではなく、どれだけ楽しく取

り組めるがポイント。

|開 設|半期
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科目名 フク、ビー/実技理論・実習 フク、ビー

単 位 |開 設|半期

教員名 画藤武利.Paulo Nawalu 

〔講義目的〕

団体球技系スポ ツ種目、特にラグビーを研究

するにあたり、必要となるラグビ一競技の特性

を理解し、わが国における青少年のラグビ指

導のあり方を検証する。また、ラグビーの指導

法研究を推進するための専門的な知識と指導能

力を得ることを目標とする。

〔講義内容〕

1. ラグビーの特性と特徴について

ラグビーの塁本原理

.ラグビー憲章について

11 .ラグビーゲームの構造について

-ラン二ング、コンタクト、パス、キックに

ついて
・スクラム、ラインアウト、キックオフ、

PK、FKについて

111. ラグビーのコーチンク、および指導方法に

ついて
(男女別で実技は実施し、女吾については、

小、中掌生を対象としたノンコンタクトの教材

を用いて授業を行うこととする。)

・各種リードアップゲームについて

-タグラグビー、フラックフットポールにつ

いて
-タッチラク、ビーについて

.7人制ラグビーについて

IV.ラグビーの競技規則(ルル)について

-レフリーについて
. U19以下の競技規則について

〔講義のすすめ方〕

必要な資料は、毎回配布し、特に教科書は指定

しない。

〔教材〕

OHP、VTRなど視聴賞教材を使用する。
参考書として、競技規則 CLAWSof the 
geme)を購入予定。

〔成績評価の方法・基準〕

理論および実習なので、全てを出席し、経験す

ることを優先する。

毎回ごとにレポートなど、課題を提出する。

成績の評価は、出欠状況、課題の遂行状況、

およびレポートの内容などによる。

やむを得ない事情により、欠席する場合は、

補講を別途行う。

〔雇修のポイン卜・注意点〕

今後、ラグビーの指導者を志すもの。あるい

は、ラグビーに関係した専攻科目を希望するも

のが履修すること。

3年次以降、課題研究を履修するものは、必
ず履修すること。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

実習では、実際に実技を実施するため、運動で

きる服装で活れても問題のないもの。
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科目名 体っくり運動/実技理論・実習 体っくり運動

単 位

教員名 山由美穂

〔講義目的〕

「体っくり運動Jの主たる活動は、「体力を高
める運動jと「体ほぐしの運動Jである。本科
目では、掌習指導要領でも明示されているこの

[体っくり運動Jの考え方に墓づき、これらを
正しく進めるための、準備運動、整理運動も重

めた一連の運動の方法(実技)と理論的根拠を

学んでいくことを目的とする。

〔講義内容〕

本料目は概ね以下の三つの点から成り立ってい
る。

1 .体っくり運動の塁本となるストレッチング
や柔軟体操の意昧や具体的方法を掌，-S¥。こ

れらに関する正しい理解に墨づき、ウォー

ミングアップ、クーリング夕、ウンの実践に

ついて、具体的な実技と理論的根拠を対応

させながら考える。

2.体力を高める運動では、 Gポール、長縄、
短縄などの道異や音楽を用いながら、簡易

にしかも楽しく運動をしていく方法を学

lふ。

3固体ほぐしの運動では、「気づきJr調整j
「交流jという三つの柱在学習する。そこ

で、弛緩法などの体気づきのプログラムを

行ったり、チャレンジ運動などの仰間っく

りプログラムなどを組み合わせて行う。ま

た、こうした体ほぐしの運動に関する研究

成果も紹介していく。

〔講義のすすめ方〕

実技を申Jl)に行う。運動の課題によって個人、

ぺア、グループ、全員で取り組むものを適宜設
定する。

〔教材〕

参考図書

「健康スポーツのJ~\理掌j 竹中晃二編大修館
書巴

〔成績評価の方法・基準〕

出席 50% 

レポート 30% 

毎時間の様吾 20% 

|開
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〔雇修のポイント・注意点〕

本科目は、体力の有無、技能の高低、経験の育

無などとはほとんど関係しないような運動を実

施する予定である。競技と異なり、体を動かす

ことの楽しさや伸間と一緒に動く楽しさを昧

わって欲しい。また、 J~\と体を一体とし捉える
観点から I体っくり運動」に対する理解や必要
性の認識を深めることを期待する。

なお、毎日寺問、必ず実授と理論的な説明を行う

ので、運動着のみならず筆記用具も持参するご

と。

〔科目内容の位置付け〕

簡易な運動や活動を取り上げるために、前提と

なるような予備知識は間わない。しかし、生涯

スポーツという考え方に立った揚合、本科目に

よる経験が、一つの墨礎になるのではないかと

考える。

「体っくり運動Jは学習指導要領の中では、中
学校・高等掌校の保健体育科の必修領域であ

る。どの教師も指導できなくてはならないた

め、必要充足という考え方の下でこの領域が位

置づけられている。



科目名 体育・スポーツ経営掌/体育経営管理学

単 位 2 |開 設|半期
教員名 藤井和彦

〔講義目的〕

本講座では、今日の多様な体育・スポーツに関

わる現象を視野に入れながら、体育 スポーツ

経営掌の墨礎的な理論を解説する。この掌聞

は歴史の浅い学問ではあるが、その時々の体

青やスポーツの実践現場における「管理Jや
「経芭Jといった営みの必要性に応える形で発
展してきた。「体育管理掌Jから「スポツ経
営掌Jへの流れを理解し、 I体育・スポーツ経
営jとはどの様な活動かを理解することを目的

とする。学校体育や地域スポーツなどの領域に

ついて、体育・スポーツ経曽掌の立場から舎目

的な課題や合後の方向性等について自分なりの

見解を持つことができるようになることを講義

の最終的な到達目標とする。

〔講義内容〕

①体青 スポーツへの「接近行動jを考える

②スポーツ科掌としての体育・スポーツ経営掌

③「経営Jの意昧と体育-スポーツ経営掌の概
念・構造

④「運動者jと「運動生活j

⑤[運動者行動jの捉え方(1)

⑤ I運動者行動Jの捉え方 (2)
⑦体育・スポーツ事業論(1)工リアサービス事

業

@体育・スポーツ事業論 (2)ブロクラムサービ

ス事業

⑨体育・スポーツ事業論 (3)クラブサービス事

業

⑪スポーツ行政論(スポーツ振興墓本計画の読

み解き)

O掌校体青経営論
⑫地域スポーツ経営論

⑬フィットネスクラブの経営論

⑪まとめと試験対策
※上記の内容を中山に構成するが時間(時限)

の配分は適宜調整しながら進める。

〔講義のすすめ方〕

講義形式で進める。下記の参考テキストの内容

に対応した講義ノート(資料)を毎回配布す

る。講義では、解説を聞きながら各自がその講

義ノートを作成していくことになる。講義の終

わりには「講義の感想・質問票Jを毎回提出す

る。主要な感想、や質問については次回の講義の

冒頭で再度取り上げ、解説する。この他、 2-
3度のレポート課題を課す。

〔教材〕

[体育・スポツ経営掌講義J
八代勉・中村平編著

大修館書目 2200円+税
を参考テキス卜とする。体育・スポーツ経営掌

の入門書として購入するごとを強く進める。

〔成績評価の方法・基準〕

テスト1回(期末)、レポ ト掌期2?3目。
レポ 卜の提出は必修とし単位取得のための

条件とする。成講評価は試験得点 (70%)十

出席点 (30%)を規準とする。レポートは最

終的な判定時にその内容を考慮する。

試験は、テキス卜及び配布された講義ノート

(自筆のもののみ)の持込を可とし、キーワー

ドに関する穴埋め問題と、論述問題から構成さ

れる。
出席点は、毎回の「講義の感想・麗問票」の

内容から出席の育無、講義仁望む態度を判断し

各国3点満点で加算し評価の材料とする。

〔雇修のポイント・注意点〕

教職のために必要な科目であるぱ力、りでなく、

体育・スポーツの専門家として体育 スポーツ

経営の考え方在理解しておくことは不可欠であ

ると考えるため、その自賞を持って授業仁臨ん

でいただきたい。
履修年次は2年次を標準と考えている。

〔科目内容の位置伺け〕

体育・スポーツ経曽学の概論、入門編と位置づ

ける。関連科目の学習やゼミナールなどの演習

を通して更に理解を深めて行くことを期待す

る。

〔前提・関連科目(科目闇関連の内容))

体育社会写、スポーツ行政論、スポーツ・マー

ケテインク論など
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科目名 スポーツ社会学/体育社会学

単 位 2 

教員名 中村祐司

〔講義目的〕

現代社会における体育 スポーツをめぐる合

目的な諸問題について、掌校体青や地域スポ

ツからブロスポーツ、メディアとの関連まで、

いくつかの事例を通して、政治経済-文伯田

教育との関連から、あるいは高度化-大衆化と

いった点力、ら考察を加える。また、スポーツレ

ジャー産業やスポーツ目文化産業といった余暇

産業に関わる民間企業によって形成される市場

の動きにも注目する。スポーツ社会を単にス

ポーツ選手やスポーツ愛巧蓄のみで構成される

固育な社会と認識させるのではなく、さまざま

な諸アクターが参入する小世界(マイクロコズ

ム=microcosm)における相互作用のタイナ

ミズムとして認識させる。このように現代ス

ポーツ世界を多角的に検討するごとによって、

体青 スポーツが人聞社会に果たす役割と課題

を明確にしていきたい。

〔講義内容〕

1 体育・スポーツ社会学研究の意義
2 掌校体育施設と地域のスポ ツ活動
3.公共スポーツ施設と地域社会
4.体育・スポ ツの歴史と社会
5固体育・スポーツの高度化と大衆化
6.中央政府・地方自治体と体青・スポーツ
7.産業市場における体育・スポ ツ
8.国家戦略と体青・スポーツ活動
9 レジヤ ・余暇活動と体育-スポーツ
10.体育・スポツ社会のこれからの課題

〔講義のすすめ方〕

体育スポツを研究の対象とする意義につ

いて認識させた上で、日本とイギリス-オース

トラリアなどの事例を揚げつつ、現代社会にお

ける体育，スポーツ活動は変容しつつあること

を指摘する。そして、体育-スポーツを取り巻

く様々な課題、例えば、サッ力一ワールド力ツ

ブ大会やオリンピック大会のような大規模ス

ポ ツイベントが国家戦略やスポンサー企業の

経曽戦略とどのように絡み合っているの力、につ

いて論じる。また、消費活動としての「見るス

ポーツJなど、現代社会において体青・スポー
ツ活動の置かれている特異性についても触れる

中で、体系的・多角的に体育 スポーツ社会を

l聞 設|半期
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把握していきたい。なお、講義では受講生仁対

する質問を11)掛ける。

〔教材〕

テキストとして、 r"とちぎ発"地域社会
を見るポイント 10 OJ (下野新聞新書2、
1000円)を使用します。第2回目ないしは第
3回目の授業時に教室において販売するので、
事前に購入する必要はありません。また、必要

に応じて資料を適宜配布する.

〔成績評価の方法・基準〕

出席状況および定期試験によって評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

どのようなものであれ、体育・スポーツとこ

れに関連する課題に対する問題意識を持って授

業に臨んでほしい。貫聞の時間もできるだけ確

保したいので、事実確認以上に考え方や視点を

めぐる費問を積極的に行ってほしい。

〔科目内容の位置惜け〕

どちらかといえば、この授業では「広く浅

くJを山掛け、イ本青・スポーツの抱える課題を
満遍なく網羅的に把握していくので、取り上げ

た個々の課題のより深い追求は「スポーツ行政

論jでやっていきたい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

体育・スポーツ活動に従事しているかいない

かにかかわらず、また、招き嫌いにかかわら

ず、体青スポーツに対する何らかの関11)を育

していることを受講の前提としたい。また、関

連科目として「スポーツ行政論jがある。



科目名 運動生理掌/運動生理学|

単 位 2 

教員名 金田健史

〔講義目的〕

生理掌で学習した内容を墨礎として、神経系、

骨格筋系、呼服循環系などの諸機能力て運動・ス

ポーツをすることに対してどのように関わって

いるか、また体育 スポーツ場面において実際

に関連している応用的知識について、基礎的知

識の確認も行ないながらしっ力、りと理解する。

上記の目的は運動生理学、スポーツ生理掌を

通じて同ーと考えている。

〔講義内容〕

1目運動生理掌の概要.我々人間にとって，
運動はどのような役割を果たしている

かつ運動の必要性について考える.

2.筋収縮の様式，筋力に影響する要因

3.運動 トレー二ングと骨格筋
4.運動と循環系(スポーツ/1)臓，血流量の
配分)

5.運動と呼吸系(最大酸素摂取量，乳酸性
作業闇値 (LT)) 

6.運動単位の活動パタ ン，筋力増強のメ

力二ズム

7.神経系の機能(大脳皮質の機能局在，小
脳，大脳塞底核)

8. 補経系の機能(骨格筋の感賞器，反射)

9. 脳の司塑性，運動の調節
10.血液の役割，体液の調節
11目葺血，免疫機能
12. 内分泌系の機能
13目睡眠覚醒の発現機構
14.体温調節機能

15.試験

〔講義のすすめ方〕

授業では、パワーポイントなどを用い、視賞的

にイメージをしやすいようにし、またプリント

などから復習できるように進めていく予定であ

る。

〔教材〕

O運動生理学20講第2版(朝倉書居)
Oトレ 二ング生理掌(杏林書院)
O 運動適応の科学(否林書院)

|開

-437-
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〔成績評価の方法・墓準〕

出席および、掌期末試験において評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

一年次に履修した生理学において掌習した内

容をさらに深めて擾業を進めていくため，生理

掌を履修した後，本講義を受講することが望ま

しい.

〔科目内容の位置付け〕

専門科目，教員免許取得に必要となる単位

健康運動指導土養成校制度での認定科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

生理学、スポーツ生理掌



科目名 スポーツ料掌入門

単 位 2 |開 設|半期

教員名 内山須美吾・海原純吾・金田健史・栗山英樹・近藤智蹟・粛藤一人・湾藤武利・竹島克己・藤井和彦・吉田茂

〔講義目的〕

スポーツ健康専攻の掌生の導入科目として、

スポ ツ科学の全体像を解説する。「スポ

ツJは万人に認知された 般的な用語である
が、学問の対象としてどの様に捉えられるの

か。「スポーツJという用語の定義、身体や運
動に関わる知識、 Iスポ ツJという現象の理
解、その歴史や現状、「スポ ツと人との関わ

り」など、様々なスポーツをめぐる学問的「切

り口」をオムニバス形式で解説する。

これから4年閣の専門的掌びのスタートに際
し、スポーツ科挙全体に対する興味関山を高め

ると同時に、力リキュラムに設定されている各

科目の特性や位置づけに関する理解を深め、一

人ひとりが自らの専門性を構築していく土台づ

くりとなる知識の獲得を目指す。

〔講義内容〕

①オリ工ンテション

②合日のスポ ツの現状一制度、環境実施
率目課題(ビ、ジョン)一

③運動する人間(1)一舞踊-ダンスの哲掌一

④運動する人間 (2)

一長距離選手はなぜ定るつ

⑤運動する人間 (3)一運動とは伺か?スポーツ

とは何かつー

⑤運動に応える身体 (1)一身体のしくみと生理
的反応

⑦運動仁応える身体(2)ートレー二ングの概念
と効果一

③運動に応える身体 (3) スポーツと医学のメ

力二ズムー

⑨スポーツと現代社会 (1)ーブロスポーツの与
える感動

⑪スポーツと現代社会(2)ートップアスリ ト
とコーチングー

⑪スポーツと現代社会 (3)ーコミュニティス

ポーツの役割一

⑫スポーツと教育一教育としての「体青jを問

い直す一

⑬まとめとレポート

※上記を中山に構成するが、順番-内容を変重

することもある。

-438-

〔講義のすすめ方〕

講義形式で行う。オムニバス形式のため各回

完結の講義となる。担当教員の指示により授業

の感想或いは小レポートの提出がある。

定期試験は実施せず、最終回にまとめのレ

ポートを課す。

〔教材〕

各回の担当教員より、必要に応じてその都度資

料が配付される。

〔成績評価の方法・基準〕

出席点 (50%)及び平常点(各回の感想・小

レポート、まとめのレポート)(50%)で評価
を行う。

〔履修のポイント・注意点〕

大学での掌びは、講義科目といえども全て受

け身の姿勢ではいけない。質問や感想などを積

極的に述べ、主体的な姿勢で授業に参加するこ

と。この科目に対する取組姿勢力1~'4年閣の大掌

生活への取組姿勢に反映するといっても週言で

はない。重要な導入の科目として高い意識で取

り組むことを期待する。

〔科目内容の位置付け〕

スポツ健康専攻1年生の必修科目

〔前提・関連科目(輔自間関連の内容))

なし。

本科目が、スポーツ健康専攻の専門科目の前提

となる。



科目名 解剖掌/解剖学(塁礎)

ヒ卜身体の柔軟性と巧妙性を知る

単 位 2 

教員名 早川敏之

〔講義目的〕

解剖掌では人体の構造とその働きを知る上で必

須の掌聞である。

医掌部の解剖学とは異なり、将来スポーツ医学

や児童教育に携わる諸君に実際に役立つ実践的

な解剖掌を掌んでもらうことを目的にする。

このため単仁、身体のしくみを学ぶだけでな

く、人体の発生、胃や関節などの動きやその働

きなどの機能的な面まで幅広く講義していきた

し¥

〔講義内容〕

1.人体の発生
2.骨と筋肉の構造と働き
3.脳の発達とそのメカニズム
4.頭頚部の構造とその働き
5 上肢の構造とその働き
6 脊柱，胸郭の構造とその働き
7.骨盤の構造とその働き
8 下肢の構造とその働き
9 骨，関節の運動(単関節筋と多関節筋の

働き)

10. /('，1肺機能

11 .消伯器の解剖とその働き
12.肝臓の機能とアルコール代謝
13.腎機能のしくみ
14 生殖系の構造とその働き

15 試験

〔講義のすすめ方〕

板書並びに配布資料による座講

〔教材〕

特に指定なし

〔成績評価の方法・基準〕

定期試験 (70%)

出席及び授業参加の姿勢 (30%)

〔雇修のポイント・注意点〕

自分でも問題意識を持って参加してほしい。

〔軒目内容の位置付け〕

大挙生としての基礎知識となる解剖掌を学んで

ほしい。

|開
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斡目名 トレーニング論/トレーニング論|

単 位 2 

教員名 酉藤武利

〔講義目的〕

スポーツ場面における様々なトレー二ングにつ

いて、多角的(体力的、精神的、技術的、戦術

的)に捉えて、トレー二ング全般を概説し、ス

ポーツ現場におけるトレー二ングの方法論等に

ついても言及する。特に、スポーツ指導者の視

点に立って、発育発達、老イじゃ性別など様々な

体力トレー二ングの意義や方法等についても概

説する。

〔講義内容〕

様々なトレ一二ンク方法について

-体力的トレー二ングの考え方とその方法

技術的トレー二ング

11)理的トレー二ング

戦術的トレー二ング

トレー二ングの原理、原則について

トレー二ングの目標、手段、計画、評価につ

いて
-発育、発達(特に、青少年期)とトレー二ン

グ目標、計画の実際

・加齢、老伯、性差におけるトレ一二ンク、の目

標と計画の実際

トレ 二ングの条件およびトレー二ング強度

について

-トレ 二ングの強度や頻度、時間等の設定方

法など

-卜レ一二ンク、の環境

トレー二ンクによる効果について

-トレー二ングによる生体の反応に及ぼす影響

について

(筋肉、神経、青酸素能力、パウーなど)

トレー二ングや運動による行動変容

(運動行動の変容富む)に及ぼす影響につい

て
体力トレー二ングの具体的な方法について

・筋力トレー二ング(筋肥大、筋パワー増大)

の方法とその効果

-青酸素能力向よ(工アロピックス)のための

トレー二ング方法と効果

-筋持久力向よのためのトレーニングの方法と
効果

-各スポ ツ競技、スポーツ種目別の専門的ト

レー二ングの方法と効果

|開
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〔講義のすすめ方〕

教科書は、特に指定しない。

参考となる図書等については、その都度、捜

業中に紹介する。

〔教材〕

OHP、VTRなど視聴覚教材を使用する。

また、必要に応じてプリントを配布する。

〔成績評価の方法・基準〕

全体の2/3以上の出席が試験を受けるた
め、もしくはレポート提出のための前提条件で

す。 2/3以上、出席した学生のみ、最後に、
試験もしくは、レポートの提出によって、成績

評価を実施。

評価基準 (出席30% テストおよびレポー
ト60% 総合評価10%)



科目名 スポーツ指導者論|

単 位 2 

教員名 粛藤一人

〔講義目的〕

本講義は、スポーツ指導現場・活動において、

スポーツ指導者として社会仁求められる背景と

役割について理解し、その活動内容を的確に効

果的に指導するための指導者の11)構えと視点・

競技者育成プログラム等について掌ぶ。また、

指導を実践する上で塁本となる、スポーツ科

掌・コ チングスキル・一貫指導システム目競

技者個人やチームを対象とした指導計画と評価

等を修得する。

〔講義内容〕

1 .オリ工ンテション
2.スポツ指導者とは(役割・現状)
3.指導者の11)構え・視点について

4.一競技者育成プログラムの理念について
① 
5.一競技者育成プログラムの理念について

②(一軍指導システム等)

6.スポーツ活動と安全管理について
7.コ チング・スキルについて①

8.コーチング・スキルについて②

9.コ チング・スキルについて③

10.スポ ツ科学一トレー二ング理論とその

方法について①

11.スポーツ科孝一トレー二ング理論とその
方法について②
12.指導計画およびトレー二ング計画につい

て①
13.指導計画およびトレー二ング計画につい

て②
14指導計画およびトレ 二ング計画につい

て③

15.まとめ

〔講義のすすめ方〕

基本的には講義形式で進めていくが、コーチン

グスキル・指導計画立案等などで、対象別や専

門競技等でグループ別の作業一ディス力ッショ

ンー発表を行っていく予定である。

〔教材〕

特になし。必要に応じて、捜業中に配布するプ

リント等。なお、参考図書として(財)日本体

育協会 公認スポーツ指導者養成テキストがあ

|開
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る。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、レポート等によって総合的に評価しま

す。

〔雇修のポイント・注意点〕

7割以上出席と課題提出。

〔科目内容の位置柑け〕

スポ ツ指導者を目指すものを対象とします。



科目名 スポーツ生理掌/運動生理学 11

単 位 2 

教員名 金田健史

〔講義目的〕

生理学で掌習した内容を墨礎として，相経

系，骨格筋系，睡眠循環系などの諸機能が運

動・スポーツをすることに対してどのように関

わっているか，また体青・スポ ツ場面におい

て実際に関連している応用的知識について，基

礎的知識の確認も行ないながらしつ力、りと理解

する

上記の目的は生理学，運動生理学を通じて同

と考えている.

〔講義内容〕

1.運動生理掌の概要，運動といろいろな要
素との関わり

2.持久的運動とからだ(呼限循環機能を中
/1)(こ)

3目レジスタンス運動とからだ(骨格筋を中
/1)(こ)

4.運動スポーツと疲労
5.運動 スポーツと休養，睡眠
6.運動スポーツと栄養(1)
7運動・スポーツと栄養 (2)，水分補給
8.運動・スポーツと環境(1)(高所，暑

熱，寒冷，水中等)

9 運動・スポーツと環境 (2) (高所，暑

熱，寒冷，水中等)，体温調節

10.運動・スポツと発青発達

11.運動・スポ ツと老化・加齢
12運動・スポ ツと内分iili'¥系の関わり， (ホ
ルモン，代謝)

13.運動・スポツと記憶，掌習

14.女性と運動・スポーツ

15.試験

〔講義のすすめ方〕

授業では、パワーポイントなどを用い、視質的

にイメージをしやすいようにし、またプリント

などから復習できるように進めていく予定であ

る。

〔教材〕

O運動生理掌20講第2版(朝倉書巴)
Oトレー二ンク生理学(杏林書院)
O 運動適応の科学(杏林書院)

|聞
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〔成績評価の方法・基準〕

出席および、学期末試験において評価する。

〔科目内容の位置付け〕

専門科目、教員免許取得に必要となる単位

健康運動指導士養成校制度での認定科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

生理掌、運動生理学



科目名 スポーツ医掌 I/スポーツ医学概論

単 位 2 |聞 設|半期
教員名 海原純寺

〔講義目的〕

スポ ツ関連の仕事に携わる諸君にとって医

掌的知識は不可欠である。医学的知識があって

はじめて効果的な成果をあげ，自己や故障の少

ないスポーツ活動やトレー二ングが可能となる

と思われる。スポーツ医掌概論では，内科的，

外科的な視点でスポーツと医療との関わりを捉

えていく。

〔科目内容の位置付け〕

健康運動指導土養成校制度での認定科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

運動と健康(運動処方)と併せて履修するとよ

り理解力が深まる。

〔講義内容〕

①主体のホメオスタシス
cm;生活習慣病とは，生活習慣病の予防と運動

の関わり

包渇内科的障害と予防

⑤上肢の外科的傷害

を⑤下肢，脊椎の外科的傷害

@辺倒建康診断の測定頂目，結果，基準値と考え

方

。スポ ツの実施現場と診断(メディ力ル

チェック)との関わりと考え方

⑫服薬時における運動の処方

⑬アスレティックリハビリテーション

⑪介護予防としてのスポーツの役割

⑮芸どもや高齢者でのスポーツ障害，タ1傷
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〔講義のすすめ方〕

実践的処置を掌ぶための学外講師などの参加も

予定している。

〔教材〕

特になし。

〔成績評価の方法・基準〕

出席と定期試験

〔履修のポイン卜・注意点〕

スポーツに関する知識だけでなく，医学的な知

識をも身につけることが健康，スポーツの現場

では求められている。
ただ運動をおこなう実践者であるだけでなく，

知識をも備えた社会人となってほしい。

-443-



稗目名 スポーツリハビリァーション論

単 位 2 

教員名 画藤武利・虞瀬文彦

〔講義目的〕

スポーツにおけるリハビリテーションの意義、

役割在学習し、その実践的な方法ゃあり方を考

え、実際のスポーツ現場のリハビリテーション

活動について検証する。

〔講義内容〕

1 スポーツ現場におけるリハビリテーション
とは、(アスレティックリハビリテーショ

ン)

2 わが国におけるトレナ制度、活動につ
いて

3 スポ ツリハビリテーションに従事する人
たちについて

4 競技力向上におけるスポーツリハビリテー
ションの実際について

5 生涯スポーツにおけるスポーツリハビリ
テーションについて

6 具体的な方法論の検討 (実技を富む)
-テーピンクについて (集中形式での実技練
習を行う。)

スポーツマッサージについて

アイシンクについて

-ストレッチンクについて
.応急処置について

-理学療法について

.鍋灸について

柔道整復および整体について
.その他

ア メディ力ルチェックの重要性とコンデイ
ショ二ング

・メディ力ルチェックとリハビリテーションの
関連

-運動療法と運副プログラムの作成と実践

-コンディショ二ンクと医学的リハビリテー

ション(手術、通院、投薬状況など)との関

連について

〔講義のすすめ方〕

必要な資料は、毎回配布する。または、副読本

の内容から抜粋して講義を進める。

合年度からは、 2名体制での授業となり、実習
形式での授業内容(テーピンク、実技)を織り交

ぜて実施する。

|聞 設|半期
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〔教材〕

.OHP、VTRなど視聴覚教材を使用する。

参考書、および参考資料仁ついては、講義で

紹介する。

副読本として、健康運動指導士養成講習会テ

キスト(上)(下)があるとより理解しやす

い。

-テーピンク実習では、各自テ ピンクテプ

等の必要量と頻度が異なるため、 定量以上

の実習教材については、各自実費の教材購

入が必要である。(約1000円程度)

〔成績評価の方法・基準〕

全体の2/3以上の出席が試験を受けるた
め、もしくはレポート提出のための前提条件で

す。 2/3以上、出席した掌生のみ評価対象と
なる。

最後仁、実技テスト、試験もしくは、レポート

の提出によって、成績評価を実施。

評価基準(出席30% テスト(実習富む)
およびレポート60% 総合評価10%)

〔雇修のポイント・注意点〕

今年度より、「テ ピンク、実技Jが授業内容に
富まれる。集中形式での実技練習の時闘が後

目、授業時間内で案内、指定される。この実技

への参加は、最終的な成績評価のための必要条

件となる。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

スポーツ医掌概論、スポ ツ医掌!とあわせて

履修すると理解が深まる。



科目名 体青・スポーツ実践事例研究

単 位 2 

教員名 藤井和彦

〔講義目的〕

現代社会に見られる体育・スポーツ現象は多

種多様である。人々と体青田スポーツとの関わ

りは、スポーツ経曽活動の結果として生み出さ

れるスポーツサービスを介して成立する。今日

では実に様々なスポ ツサービスが吾在してい

る。それらは曽利目的のスポーツビジネスとし

て成立している場合もあれば、 NPOや地域住
民組織により非曽利で生産・提供されるものも

ある。その実践領域も民間施設・民間企業、地

域社会、学校、競技スポーツ団体など様々であ

る。

本科目では、この様に様々なスポーツ実践の

事例に焦点をあて、ゲストスピーカーを招きな

がら、その理念、や目的、実際のスポーツサービ

スの内容等を研究していく。これらを通じて体

育・スポ ツ経営の主体像及び各領域への理解

を深めることを目的とする。

〔講義のすすめ方〕

各実践事例については、ゲストスピーカーの

講演を挟む形で、事前の事例研究、事後の事例

評価等を進めていく。詳細なスケジュールにつ

いては初回のオリ工ンテ ション時に説明す

る。

〔教材〕

その都度、資料を配付する。また、関連書籍

や参考資料等は適宜紹介していく。

〔成績評価の方法・墓準〕

まとめのレポート1回(期末)、申閏レポー
ト随時

申閏レポ トの提出は必修とし単位取得の

ための条件とする。成績評価はレポート得点

(70%) +出席点 (30%)在規準とする。

〔履修のポイント・注意点〕

ゲストスピーカ 等、掌外の講師をお招きす

る場合もあるので、礼儀と節度を持って授業に

臨んでもらいたい。また、種極的に質問するな

ど、その機会を最大限に活用してもらいたい。

〔科目内容の位置伺け〕

特にスポーツ関連企業への進路を考えている

|聞
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挙生には強く勧めたい。本科目を、インターン

シッブ等と関連つ、けながら、在学中から積極的

にスポーツの実践現場に関わっていくことを割

める。

〔前提・関連桝目(科目間関連の内容))

スポーツ科挙入門 スポーツ・インターンシツ

ブ体育・スポーツ経営掌スポーツ産業論

スポツマーケテイング論など



科目名 スポーツ科学実験演習

単 位 |開 設|集中

教員名 海原純吾、金田健史、粛藤一人、酉藤武利

〔講義目的〕

多くの講義によって得られる情報をただ受講

しているだけでなく，実際に自分自身で測定し

たり，プログラムを作成したりすることによっ

て，より深い知識や理解を目指すことを目的と

している目演習においていろいろな機器を用い

るごとによって，自分自身の興昧や関11)を深
め，三年次以降に自分の専門性を絞っていく際

や，卒業研究で実際に使用する際の良いきっ力、

けになるものとも考えている.

海原純ミ子A 金田健史B，斎藤一人C，斎
藤武利 D

※いくつかの種類の演習内容に対して，担当教

官が貼り付いて実施する.

〔講義内容〕

スポ ツ，医療の現場において実施されている
運動負荷テストや動作解析，呼気力、ス分析，1¥) 

電図，脳波といった頂自に関する測定および、分

析方法を挙ぶとともに，実E霊的な知識と技能を
獲得する.

A 運動負荷テストの実施と理解

B.呼気ガス分析， 11)電図，筋電図，脳波等の
電気生理学的実験分析

C.運動パフォーマンスの動作解析
。目等尺性，等速性最大筋力の測定と分析

〔講義のすすめ方〕

Aから Dそれぞれの実験内容について担当
教員がつき，受講生は4グループに分かれ，そ
のグループ毎で各実験を口一テーションしてお

こなう.それぞれの実験の中身については上記

の通りである目これまで色々な講義科目で掌ん

できた知識を墨にして 実際に自分自身の手で

積極的に関わることで得られるものが多いの

で，積極的に取り組んでほしい.

本演習は集中形式で3から4日程度で集中的
におこなう.

〔教材〕

特になし

〔成績評価の方法・基準〕

出席とレポート

446 

〔履修のポイン卜・注意点〕

ただ受講することが狙いではないので，受身

的な姿勢ではなく，積極的に機器の操作や測定

に関わり，学習していくことが望まれる

〔科目内容の位置付け〕

健康運動指導士養成校制度での認定科目

〔前提・関連科目(料目間関連の内容))

生理学，運動生理学，スポーツ生理学，体

育・スポツの測定と評価，運動と健康(運劃

処方)，スポーツ医学概論，トレー二ング論 1，

11 ，トレー二ング実習 1， 11 



科目名 スポーツインターンシッブ

単 位

教員名 近藤智靖

〔講義目的〕

スポーツ仁関わる仕事の範囲は、今日では非常

に多岐に渡るようになった。それぞれの業務に

は、特イじした専門性が必要とされる 方で、マ

ネジメン卜やプログラミング、マ ケテイング

などの広範な知識も求められる。これらの仕事

に関わるスキルには、将来職務を遂行していく

中で身につけていくものも多いが、挙生時代の

職場体験等でそのスキルに対する理解を深め、

必要性を確認しておくことは非常に育効な掌習

である。

本講義では、実際にスポ ツに関わる職場にお

いてインターンシップを実施することにより、

それぞ杓の職務において求められる専門的なス

キルに対する理解を深めるとともに、学生時代

に獲得司能な塁本的実践スキルの獲得を目指す

ものである。

〔講義内容〕

l ，スポーツインターンシツプ事前オリ工ン

ァーンヨン

2，スポーツインターンシツプの実施 (l-2 
週間程度)

3，スポーツインターンシツブ事後指導

大学の定めるインターンシツブ受け入れ先企

業-組織の申から希望する実習先を選びイン

ターンシツプを行う。受け入れ可能人数・希望

者等の状況により調整を行い実習先を決定す

る。

なお、実習先としては民間フィットネスクラブ

(健康産業施設)、社会体育行政組織、社会教

青行政組織、公共スポーツ施設、プロスポーツ

球団(チム)、スポーツメー力 、野外活動

団体等がある。

〔講義のすすめ方〕

事前オリ工ンテ ションから事後指導までをき

め、「スポーツインターンシツブ日誌Jを用い
て目標の設定、活動の記録、自己評価等を進め

ていく。

〔教材〕

特になし

|開

-447 

設|集中

〔成績評価の方法・基準〕

現場での取り組み、現場からの評価票の内容、

及び「インターンシツブ日誌Jの作成状況から
総合的に評価する。

〔履修のポイント・注意点〕

健康運動指導士養成校制度での認定科目であ

る。なお、合年度は、実習先の確保のため、

30名までに履修人数の制限を行う。

〔科目内容の位置付け〕

要件を満たす実習先に関しては、健康運動指導

士養成校制度での健康産業施設等現場実習に置

き換える。

(主たる要件)

・民間フィットネスクラブ等の健康産業施設
.実習期間フ日間

育資格者による実習指導(健康運動指導士)

プログラム作成、運動指導等、 定の実習内

容を富むこと

〔前提・関連科目(桝目間関連の内容))

体育 スポーツ実践事例研究(前提科目)



科目名 体育科教育法|

単 位 2 

教員名 近藤昌晴

〔講義目的〕

本科目の目的は、中高等学校の体育授業の指導

方法や理論について学ぶことである。

〔講義内容〕

内容は、次の通りである。

①質の高い体育授業の作り方

②体育擾業の評価方法

f本青授業といっても、その内容は、体っくり運
動、器棚運動、陸上運動、水泳、球技、武道、

夕、ンス、体育に関する知識と多岐にわたってい

る。そのため、本科目において全ての領域にわ

たり理論とその指導方法を詳細に学習すること

は難しい。そこで本科目では、いくつかの典型

的な領域を取り上げ、員の高い体育授業の作り

方(すぐれた教師の指導行動-教材教具-マネ

ジメント・説明や指示の方法など)や体育授業

の評価方法を学んでいく。

〔講義のすすめ方〕

本科目は、教室を中山に行う。授業のビデオを

視聴しながら、指導のポイン卜や理論について
山一
写山。

〔教材〕

〈購入図書〉

本科目のみならず教育実習事前指導、教青実

習、教員採用試験等を想定し、以下の3つの著
書を全員購入すること。購入方法は、本科目1
回目に指示する。

①中学校学習指導要領

②高等掌校掌習指導要領

③ヒ、ジュアル新しい体育実技・東京書籍-

740円
〈参考書〉

体育の授業を観察評価する-高橋健夫編著 明

和出版・ 2200円
体育の授業を創る・高橋健夫編蓄 大修館書

Jd • 2200円

〔成績評価の方法・墓準〕

出席 40% 

レポト 40% 
普段の活動の様吾 20% 

|開
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〔雇修のポイン卜・注意点〕

本科目は、体青科教育法 11と併せてひとまとま

りの科目である。なるべく I11併せて履修をす

ること。

〔科目内容の位置伺け〕

本科目は、教員養成の導入として位置づけら

れ、教青実習に直結する科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

本科目は、これまで掌んできたあらゆる種目の

実技、特別活動、挙校保健、保健科教育法な

ど、全て関連している。学習指導要領に記載さ

れている内容、指導案の形式、指導案の書き方

を事前に掌習しておくと、講義の理解が深くな

る。



科目名 保健体育科教育法|

単 位 2 

教員名 近藤智踊

〔講義目的〕

本科目の目的は、中高等掌校の体育授業の指導

方法や理論について掌ぶことである。

〔講義内容〕

内容は、次の通りである。

①質の高い体育授業の作り方

②体育授業の評価方法

体青授業といっても、その内容は、体っくり運

動、器械運動、陸上運動、水泳、球技、武道、

ダンス、体育に関する知識と多岐にわたってい

る。そのため、本科目において全ての領域にわ

たり、理論とその指導方法を詳細に掌習すると

とは難しい。そごで本科目では、いくつかの典

型的な領域を取り上げ、員の高い体青授業の作

り方(すぐれた教師の指導行動 教材教具・マ

ネジメン卜・説明や指示の方法など)や体青授

業の評価方法を掌んでいく。

〔講義のすすめ方〕

本科目は、教室を中11:，¥に行う。なるべく授業の

ビデオを視聴しながら、指導のポイントや理論

について学ぶ。

〔教材〕

〈購入図書〉

本科目のみならず教育実習事前指導、教育実

習、教員採用試験等を想定し、以下の3つの著
書を全員購入すること。購入方法は、本科目1
回目に指示する。

①中学校学習指導要領

②高等学校学習指導要領

③ビジュアル新しい体育実技・東京書籍・

740円
〈参考書〉

体青の授業を観察評価する・高橋健夫編著・明

和出版・ 2200円
体育の授業を創る・高橋健夫編著・大修館書

巴・ 2200円

〔成績評価の方法・基準〕

出席 40% 

レポト 40% 
普段の活動の様吾 20% 

|聞
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〔履修のポイント・注意点〕

本科目lま、体育科教育法 11と併せてひとまとま

りの科目である。なるべく 111併せて履修をす

ること。

〔科目内容の位置問け〕

本科目は、教員養成の導入として位置づけら

れ、教青実習に直結する科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

本科目は、これまで学んできたあらゆる種目の

実授、特別活動、学校保健、保健科教育法な

ど、全て関連している。掌習指導要領に記載さ

れている内容、指導案の形式、指導案の書き

方を事前に掌習しておくと講義の理解が深くな

る。



科目名 道徳教育の研究/道徳教育の理論と方法S

児童生徒のIt，¥に響く道徳授業の指導法の研究

E経 位 2 

教員名 中山和彦

〔講義目的〕

本科目の目的として、次の3点在設定する。
1 掌校教育全体を通して行われる道徳教育の
意義について、具体例を通して理解する。

2 小・中掌校における道徳教育の中山となっ
ている[道徳の時間Jの役割とその意義に
ついて具体例を通して理解する。

3 小・中学校における道徳授業の具体例を示
すことにより、指導法について追求すると

ともに、今後求められる道徳授業における

多様な指導法について具体例をもとに掌

lふ。

4 本科目の講義を通して、教職に対する夢や
あごがれを一層高めるようにする。

〔講義内容〕

1 道徳教青の塁本的なあり万
2 掌習指導要領における道徳の目標及び内容
3 道徳の指導計画
※特仁、掌校で作成している具体例をもと

仁、[掌級における道徳教育指導計画J(試
案)を作成し、学級経芭との関連について

考える。

4 道徳授業の指導法
(l)小掌校における道徳授業

(2)中孝枝における道徳授業
5 It，¥のノ トについて
6 掌習指導案作成
(l)小掌校における道徳授業

(2)中掌校における道徳授業
7 道徳の模擬授業を体験する(小掌校・中掌
校)

8 道徳授業の一部を行う。(導入・展開・終
末)

9 道徳授業の多様な指導j去について掌JSi

〔講義のすすめ方〕

小 中掌校で作成し、実践されている指導計

画、指導案、資料等を示しながら、また、時に

は、私自身が掌生に対して模擬授業を展開しな

がら、小-中掌校における道徳教青及び道徳授

業について講義をすすめる。また、指導案作成

等の演習や意見発表等の揚を通して、学生が主

体的に学ぶ時間を設ける。

|閲 設|半期
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〔教材〕

毎時間の資料は、印刷して配付する。

参考資料として、できるだけ次の図書を購入

してほしい。
. r小掌校掌習指導要領解説道徳編J
. r It，¥のノート小学校5 ・6年生J
. f中掌校学習指導要領解説道徳編J
. fl印のノ ト中掌校J

〔成績評価の方法・基準〕

小レポートや小テストを講義の中で行い、そ

の成纏を累積して評価する。講義中の態度や取

組の意欲について観察により評価し、その結果

を重視する。教師を目指す者として、児童-生

徒の取組の意欲や過程を大切にする意識を舎か

ら持ってほしいという強い思いがある。私は現

職の校長として、所属教職員の勤務意欲や取組

の過程を最重視している。校長が、教職員の勤

務意欲を最重視できれば、児童 生徒の掌ぶ意

欲を最重視できる教職員を育成できる。

〔雇修のポイント・注意点〕

次の3点在ポイントとして設定する。
1 講義を聴く(傾聴する)態度を重視する。
児童・生徒の掌ぶ姿勢の塁本は「聴くことJ
である。教師は、まず「聴くことjを児童-

生徒に求めるはずである。

2 演習と意見発表を重視する。
3 小レポートには、必ず自分自身の意見と感
想をまとめること。

〔科目内容の位置付け〕

目教職に関する科目

〔前提・関連科目(科目闇関連の内容))

教育活動全体を通して行う道徳教育は、教職

仁関する全科目に関連することは当然のことで

ある。また、各教科等の専門科目についても、

児童・生徒理解という観点から、道徳教育と深

く関連する。



科目名 道徳教育の理論と方法S

単 位 2 

教員名 杉田知之

〔講義目的〕

道徳教育とは伺かについて、掌生自身が舎ま
でに体験してきた道徳教育の諸揚面を振り返り

ながら具体的に考えていく。また、教職を目指

す立場から、学校における道徳教育がどのよう

に行われているのか、その中山となる「道徳の

時間Jの指導はどのように行うとよいのかなど
について、具体例をもとに追求していく。
道徳教育が掌校教育全体を通じて行われるこ

との意義を聞いながら講義を受け、具体例を通

して共感的に理解していってほしい。とりわ
け、掌級担任が「道徳の時間j の指導を申J~\
仁、各教科、特別活動及び総合的な学習の時間

との密接な関連を図りながら掌級経芭にあたっ

ている仕組みを知ることにより、教職の魅力を

再認識し、教職に対する夢ゃあこがれを一層高

め、自分の生き方を考えることにも生かしてほ

しい。

〔講義内容〕

第1回 道徳教青の意義について考える
-自身の小-中学校時代を振り返り、道徳教

育の原風景をふまえて考える
第2口 孝習指導要領における道徳教育の理念
について掌ぶ

第3回 学校の指導計画例を知り、学校教育全
体を通じて指導する意義を理解する

-全体計画例、年間指導計画例などを通して

考える
第4回掌級経琶の指導計画をシミュレ ショ

ンする
・学級担任になったつもりで、年間指導計画

等を作成する
第5・6回 道徳授業の塁本的な進め方を理解

する
・資料「かなわぬボランティア活動j、他
第ア回 道徳の内容頂目と実際の資料との関係

を考える
第8・9回 J~\のノートについて掌，-s;

・0のノートの内容を理解し、掌級担任に
なったつもりで、その活用j去を考える
第10・11回資料に即して掌習指導案を作

り、授業展開を考える
第12・13回道徳指導の多様な展開例を知

り、発達段階に応じた指導につ

いて考える

|開
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第14回 掌習指導要領における道徳性の構造

について掌ぶ
第15回今までの講義を振り返り、道徳教青

について学んだことをまとめる

〔講義のすすめ方〕

掌校において使用されている道徳の資料、教

員が自作した指導案、道徳主任が立案した年間

指導計画などの実物資料を例示しながら講話を

すすめる。

また、必要に応じて、ペア学習で話し合った
り、インタビューする場面を設けて、講話内容

の理解を促す。

〔教材〕
教材にする資料は、印刷して配付する。講義

においても指示・紹介する。

参考書
『中掌校掌習指導要領解説 道徳編.1(文部科

学省)
rJ~\のノート中掌校 1 ・ 2 ・ 3年生j (文
部科挙省)

〔成績評価の方法・基準〕

小レポートや小テストを講義の中で時閣を確

保して行い、その成績を累積することによって
総合的に評価する。

〔雇修のポイン卜・注意点〕

講師の説明に基づいて資料をよく読み、要点

在マー力ーでチェックしたり、メモをとった
り、自分の感想を書き込んだりするようJ~\がけ
てほしい。ペア掌習などにより、掌生同士が話
し合ったり、発言したりする場面では、積極的

に取り組んでほしい。

〔税目内容の位置付け〕

教職に関する科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

道徳教青は、学校の教育活動全体を通じて行

うものである。したがって、本講義の内容は、
教職に関する科目全般に関連するほか、各教科

等の専門科目についても、児童生徒理解に塁づ
く教科の指導法を掌ぶという点で深く関連す

る。



科目名 特別活動の研究/特別活動の理論と方法S

主義 位 2 

教員名 本間研一

〔講義目的〕

児童生徒の人間形成に特別活動の果たす役割は

大きい。その基本には教師と生徒、生徒相互の

暖かな人間関係や信頼関係が不可欠である。掌

級が生徒のIt，¥の居場所になるような経曽が必要

である。学級を単位に学習指導や生徒指導など

の効果を上げるための諸条件を整備し、効果的

に運営するのが学級経曽である。特別活動の墨

本である望ましい集団はまず掌級から始まる。

望ましい集団活動を通して、自律し共生するこ

との大切さを学び、人間としての生き方や在り

方を自賞させるための特別活動の役割は大き

い。掌習指導要領の三つの領域、教科科目、

道徳、特別活動は、それぞれが相互に関連し、

補完しあって「生きる力jの育成を目指すので

ある。本講義ではそれらをふまえ、教科書の無

い特別活動を正しく指導できる教師の育成を目

指す。

〔講義内容〕

1、特別活動の原理と目標
2、掌級活動ホムルーム活動
3、児童会・生徒会活動
4、掌校行事
5、特別活動の指導方法・技術
6、特別活動の課題

〔講義のすすめ方〕

「なすことによって掌ぶJ特別活動は、生徒も
教師も一緒仁活動するところに教科・科目や道

徳とは異なる特徴がある。教育実習に行った時

に使えるようなグループ工ン力ウンターを紹介

したり、ディべ一卜やゲムを行い、指導法を

身につける。ガイ夕、ンスの機能を充実させるた

めの資料の提供や力ウンセリング-教青相談の

基礎も行う。講義・演習 グループ掌習など実

践に繋がるように指導する。

〔教材〕

テキス卜中学校掌習指導要領解説「特別活

動J編文部科学省

〔成績評価の方法・基準〕

出席・毎回の課題・指導案の作成-期末評価テ

スト を総合して行う。

|聞 設|半期
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毎回10分200写のミ二論文を論例・策で
記述する。たとえ教職につかないとしても教師

の職業を理解するためにも、学校の秩序維持の

ために「校則Jがあるように授業の秩序維持に
協力してもらう。

〔雇修のポイント・注意点〕

特別活動は教科書が無いので、実際教師になっ

た時に困らないよう、毎回の出席を希望する。

5回以上の欠席は、毎回の課題の提出も無いこ
とになるので、評価の対象としない。

〔科目内容の位置付け〕

教職科目として必修である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

生徒指導 1 . 11、道徳教育の研究、各教科科

目の指導法など。



科目名 教育方法論S

単 位 2 |開 設|半期

|教員名 黒津和人

〔講義目的〕

効果的な掌習指導を実現するのに必要な、教

青の方法および技術について考える。また、

ICT(lnformation and Communications 
Technology)を活用した教育指導力の育成を
目標とする。

〔講義内容〕

取り上げる主なテーマは以下の通りである。

用利

ン

ス

の

イ

一

タ

ザ

べ

一

計

デ

法

タ

ユ

設

ル

用

一

ピ

の

ナ

活

解

デ

画

ン

そ

ヨ

の

遷

論

理

と

参

コ

と

法

法

理

シ

そ

変

理

的

つ

の

の

ム

方

方

処

ク

と

の
習
学
一
へ
で
一
つ
の
の
タ
ラ
発

論

掌

科

ワ

会

青

ユ

価

価

一

卜

開

理

と

の

卜

社

教

キ

評

評

デ

ス

の

授

業

報

ツ

報

校

リ

習

業

青

ン

材

教

授

情

ネ

情

掌

力

掌

捜

教

イ

教

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 
〔講義のすすめ方〕

講義とコンビュータ実習の2つを織り交ぜなが
ら進めていく。

講義形式の授業では、必要に応じて小テストを

行う。また、レポートを課すこともあるので、

その日寺は宿題として処理し期限までに提出する

こと。

コンビュータ実習では、例題を処理した後、授

業内課題を提示するので実際に機器を操作して

結果を出し、指定時間内に提出すること。授業

内課題の他に、宿題としてのレポートを課すこ

ともある。

〔教材〕

授業ごとに印刷教材を配布する予定。

教科書:特に指定しない。

参考書 本授業に関連する内容を総合的に取り

扱っている文献として、たとえば次がある。

-岩波講座「教青の方法J(全10巻、別巻1)
佐藤学 I教育方法学j岩波書居
赤堀侃司(編)I教育実践と教青工学一教青
改善への視座Jぎようせい
この他、必要に応じてその都度紹介する。

〔成績評価の方法・基準〕

講義回数の3分の1以よを欠席している場合、
単位は認定しない。

授業内課題も、全回数の3分の1以上が未提出
になっている揚合は単位認定しない。

レポ 卜については、未提出がないこと。

上記の条件をクリアしていることを前提に、授

業内課題とレポートを6割、小テストを言めた
テストを4割で点数化し評価する。遅刻、欠席
はその分減点。

〔雇修のポイント・注意点〕

30分以よの遅刻は欠席1目、遅刻2固で1回
の欠席として扱う。

コンビュータ実習で提示される授業内課題仁対

しては、指定時間に遅れないよう結果を出して

提出すること。宿題としてのレポ 卜も締め切

りに遅れないこと。

〔科目内容の位置付け〕

当科目は、教青課程および指導法に関する科目

群に属し、教育の方法および技術仁関する内容

を取り扱っている。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教職仁関わる塁礎的・基盤的科目であり、前提

科目は特に指定しない。
関連科目としては、教育課程論、各教科教青法

の各科目。

また、教育データ処理なと、で行うコンビュータ

実習の部分については、数掌や統計学、情報関

連の各科目が関連科目となる。
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科目名 教育方法論S

単 位 2 

教員名 黒津和人

〔講義目的〕

効果的な掌習指導を実現するのに必要な、教

青の方法および技術について考える。また、

ICT(lnformation and Communications 
Technology)を活用した教育指導力の育成を
目指す。

〔講義内容〕

取り上げる主なテ マは以下の通りである。

1)教授理論の変遷

2)授業と掌習理論
3)情報の科学的理解

4)ネットつーっとデータベース

5)情報社会への参画

6)掌校教育でのコンビュータの利用

ア)力リキュラムとその設計

8)掌習評価の方法

9)授業評価の方法

1 0)教育データ処理

11)インストラクショナルデザイン
1 2)教材の開発とその活用法

〔講義のすすめ方〕

講義とコンビュータ実習の2つを織り交ぜなが
ら進めていく。

講義形式の授業では、必要に応じて小テストを

行う。また、レポートを課すこともあるので、

その時は宿題として処理し期限までに提出する

こと。

コンヒ。ユ タ実習では、例題を処理した後、授

業内課題を提示するので実際に機器を操作して

結果を出し、指定時間内に提出すること。授業

内課題の他に、宿題としてのレポートを課すこ

ともある。

〔教材〕

授業ごとに印刷教材を配布する予定。

教科書:特に指定しない。

参考書 本授業に関連する内容を総合的に取り

扱っている文献として、たとえば次がある。

|開 設|半期
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-岩波講座「教育の方法J(全10巻、別巻1)
・佐藤掌「教育方法学j岩波書庖

-赤堀侃司(編)I教育実践と教育工掌一教育
改善への視座jぎようせい

この他、必要に応じてその都度紹介する。

〔成績評価の方法・基準〕

講義回数の3分の1以上を欠席している場合、
単位は認定しない。

授業内課題も、全回数の3分の1以上が未提出
になっている場合は単位認定しない。

レポートについては、未提出がないこと。

よ記の条件をクリアしていることを前提に、授

業内課題とレポートを6割、小テストを含めた
テストを4割で点数他し評価する。遅刻、欠席
はその分減点。

〔雇修のポイント・注意点〕

30分以上の遅刻は欠席1回、遅刻2回で1回
の欠席として扱う。

コンビュータ実習で提示される授業内課題に対

しては、指定時間に遅れないよう結果を出して

提出すること。宿題としてのレポートも締め切

りに遅れないこと。

〔科目内容の位置伺け〕

当科目は、教青課程および指導法に関する科目

群に属し、教育の方法および技術に関する内容

を取り扱っている。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教職に関わる墨礎的-星盤的科目であり、前提

科目は特に指定しない。

関連科目としては、教育課程論、各教科教育法

の各科目。

また、教育デタ処理などで行うコンビュータ

実習の部分については、数挙や統計学、情報関

連の各科目が関連科目となる。



科目名 教育工学/教膏方法論S

単 位 2 |開 設|半期

教員名 樋口和彦

〔講義目的〕

教育の各要素に対して、情報ネットワーク、情

報機器をどのように役立てればよいのかを考

え、その活用を前提とした[教青の方法ならび

に技術Jに関しての墨礎理論と実践技術を習得
するのが本科目の主目的である。

教育の要素は大別すると2つある。ひとつは
情報ネットつ つ・情報機器を活用した教育の

在り方-方法、マルチメディア教材活用、 OT

PR 等に関する分野である。これらの分野に

おける理論とその活用技術を学んでいく。

もうひとつは、教育パフォ マンスをどのよ

うにして、定量把握するのか、その教育データ

をどのように分析するのか、そしてその分析結

果をどのように評価してつぎの教育方法に反

映目活用していくか、に関わる分野であり、教

育デタの統計的処理とその分析活用につい

て学んでいく。

〔講義内容〕

(高度情報伯時代における教青の方法ならびに

技術)

①ネットワーク-情報機器活用を前提とした教

育方法のあり方、従来の教育方法との遣い

②教育と情報機器との関わり

③舎日の教育方法を実践していく上で要求され

る技術

④教青ツール、教材、教青情報の共有イじ技術と

その活用

⑤ネットワーク上でのレポート等の活用技術

(ネット上でのレポートの回覧、校閲など)

⑤マルチメディア教材開発技術・活用法とネッ

トワーク上でのプレゼンテーション技術

(OT P R.など)

(教育パフォ マンスの測定とその活用)

①教育デタの把握と情報処理

②教育デタの塁本統計量の処理

③教育デタ聞の関連性

④教育データ聞の因果性

〔講義のすすめ方〕

( 1 )情報伯社会の特徴、教青への影響などの

現実を先ず認識する。

(2)つぎにコンビュータを教育のいろいろな

場面にいかに活用していくかについての

基本的知識(理論)と技術を学ぶ。

(3)実際仁コンビュ タを活用し、結果をだ
す。

(4)その結果の内容目考え方を確認しながら

すすめていく。

〔教材〕

教科書、指定図書、参考書仁関しては、後に指

示する。

〔成績評価の方法・基準〕

毎回の授業への取り組み姿勢を第一に重要視

する。

ほぼ毎回授業時間内レポートを提出するこ

と。

レポートは、原則として各テーマ(各頂目)

に却して提出する。

レポートは、半年に10回程度を予定。
これらに定期試験の結果を加えて総合的に判

断する。未提出のレポートがひとつでも育る揚

合には単位は認定しない。単位認定時のウエイ

トは以下の様である。

毎回の授業への取り組み姿勢+レポート

60% 
定期試験 : 40% 

〔雇修のポイン卜・注意点〕

具体的数値例を多く用いて、授業を進めてい

くので、各自計算用具を準備し、必ず計算をし

て、確認しながらまとめていくごと。

将来教職に就くことを希望している諸君に必

要な科目であるごとは当然だが、教育データの

コンビュータによる処理と分析を主要テーマと

しているので、「情報処理j関連の科目内容に

最も関連が深い。

〔科目内容の位置付け〕

教員資格の取得を目指している掌生にとっての

必修科目であり、また今日の教育現場におい

て、教員に対してその理解と実際の能力が益々
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大きく要求されている事に深い関連がある内容

を取り上げる科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

特に関連が深い理論分野として、経営数学、

統計学、数理統計学等があげられる。

またコンビュータの活用(プログラムを開発

して、教育データを具体的に処理してみる、あ

るいは電吾教材の開発など)も取り上げるの

で、その関連科目とも密接な関連がある。アプ

リケーションとして、スプレッドシート、プレ

ゼンテーションソフト、画像-動画処理ソフ

ト、開発言語系ソフトなどを活用する。

-456-



科目名 教青相談S/生徒指導H

キャリア開発の視点から教育相談を聞い直す

単 位 2 |開 設|半期

教員名 榎本和生

〔講義目的〕

生徒指導|における理論的な掌習の上仁、教師

が教青相談を行うにあたって必要とされる墨礎

的な知識を身につけることを目的とするととも

に、力ウンセリンクの模擬的演習を行い、掌校

教育相談を行う実践的な指導力を養う。

〔講義内容〕

第 1目挙校教育相談とは何力、
第2回 開発的・予防的な教育相談
第3回 学校教育相談の組織・運営
第4回発達課題の理解
第5回 個別-グループ面接のすすめ方
第6回親へのかかわり方
第7回 相談係、学級担任が行う教育相談
第8回 教科担任等の行う教育相談
第 9回 「いじめ・暴力行為Jの理解と対応
第10回 「不登校Jの理解と対応
第11回 ILD， ADHDJの理解と対応

第12回人間関係づくりの方法

第13回 学校教育相談の問題と課題

第14固まとめ

〔講義のすすめ方〕

講義の都度に配布する資料等を墨にして発表・

討議で授業を進めます。したがって受講生力、ら

の費問等による対話を重視するとともに、学校

教育の揚で実際に行われる教育相談を想定した

演習も多く実施する。積極的な発言や参加を期

待したい。

〔教材〕

教青相談S/生徒指導 11用の教科書は使用しな
い
参考書:I生徒指導・教育相談・進路指導j
f山崎武ほか編
田研出版2400円+税〔生徒指導論(進路指

導)/生徒指導|の教科書と併用〕

〔成績評価の方法・墓準〕

平常点(受講態度発言演習への参加)40% 

期末試験60%を総合的に勘案して評価

〔雇修のポイン卜・注意点〕

テキストや配布した資料を前もって熟読してお

くこと。毎回配布する資料等を保奇するための

専用クリアホルター (A4、30ポケットで司)
の準備を願いたい。

〔科目内容の位置付け〕

本講義では、治癒的な11)理療法に墓づく力ウン

セリングの技法習得ではなく、学校教育の専門

家としての教師に求められる教育相談について

の基礎 塁本の習得を目指すものである。した

がって講義のt性格上、教青山理学を既習、また

は履修中であることが望ましい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

生徒指導論(進路指導)/生徒指導|の実践・

発展としての 11であるため、連続して履修する

ことが効果的である。
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科目名 コミュニケーション IA

単 位 2 |開 設|半期

教員名 Je汗reyMiller . Howard Alexander 

〔講義目的〕

[Course Objectives] 
Communication I A and the following 
course Communication 11 A (which 
will use the latter half of the same 
textbook)， are designed to help 
students develop and use effective 
communication strategies through 
mastering theme-specific sentence 
patterns and vocabulary. Through pair-
work and individual guided practice， 
the students will activate the passive 
English in their brains and connect 
the patterns and phrases to authentic 
communication situations目

Emphasis will be on enjoyably mastering 
strategies， grammatical patterns， and 
vocabulary expressions that can be 
actively used (not merely understood)， 
thereby developing student 
communicative confidence. This kind of 
confidence is needed to teach English 
(or go into the business world and use 
English as a tool) 

〔講義内容〕

[Course Contents] 
Each of the first seven or eight lessons 
will focus on a specific theme (e.g. 
"friends" or "free time") for which 
students will develop situation-based 
communication strategies， sentence 
patterns， and vocabulary. These 
strategies， patterns， and vocabulary 
expressions will be personalized by 
the students in pairs and individually 
to communicate their ideas about the 
theme from different points of view. 
Much practice will center on reinforcing 
active use of sentence patterns 
and vocabulary expressions through 
collocation sets and recycling. 

In addition to the textbook， learners will 

-458-

be expected to visit the English Lounge 
and Hakuoh library Self-Access Learning 
Center to practice what they have 
studied目 Also，especially students most 
serious about mastering communicative 
English (e.g目 thosewho plan to be 
teachers of English) are strongly 
encouraged to purchase and use the 
audio tapes or COs that accompany 
Communication Strategies (see Course 
Materials below). 

〔講義のすすめ方〕

[Course Progress] 
Communication I A and the fOllowing 
course Communication 11 A， are 
learner-centered courses with active 
student speaking expected. The class 
atmosphere will be "fun and active" 
with students communicating their 
ideas on a variety of topics in rapid， 
understandable English. 

Textbook-based lessons will follow six 
steps: first theme sentence patterns 
and vocabulary will be introduced， 
explained， and practiced (using 
competitive pair-work games). Second， 
students will listen to and later read the 
di汗erentpoints of view presented. Third， 
students will personalize the theme by 
presenting and discussing their ideas 
Fourth， in tairs students will engage in 
activities (e.g. role play) to reinforce the 
theme patterns and vocabulary. In the 
fifth part learners will use collocation 
sets and speeches， and in the sixth 
part there will be a consolidation and 
recycling game with some writing 
practice. 

〔教材〕

[Course Materials] 
The main textbook (for both 
Communication I A and Communication 



11 A) is "Communication Strategies" 
by David Paul， Thomson Learning 
(ISBN-13 978-981-243-016-8) and must 
be purchased by the students. It will be 
supplemented with additional teacher-
selected material. 

Students， especially those who plan 
to become English teachers， are also 
strongly encouraged to buy and listen 
to the audio tapes (981-243-018-2) or 
audio CDs (981-243-019-9) available 
from Thomson Learningくelt@tlj.co.jp>.
It is most effective if the audio CDs or 
tapes are listened to three of four times 
a week for short periods of time (20 
minutes). 

〔成績評価の方法・基準〕

[Course Grading] 
Weekly classwork， including 
presentations， pair-work， and homework 
will make up 50 percent of the final 
grade. Attendance will be 30 percent 
and a final exam will be 20 percent of 
the final grade. 

〔雇修のポイント・注意点〕

[Successful Study POints] 
As Communication 1 A (and 
Communication 1 B) are participatory 
courses， regular attendance and active 
involvement in the learning activities are 
essential. Students should realize that 
English communication is a skill， so that 
only through practice will the learner 
improve and develop the necessary 
confidence in his or her English 

Similarly， too much worry about 
making mistakes (usually in grammar 
construction) or finding the exact 
English translation of a Japanese term 
makes the user' s English hesitant 
and unnatural. One effective measure 
of communicative fluency is the total 
number (or flow) of words used 
Therefore， overall understandability is 
much more important than individual 
word or phrase accuracy. 

To develop this type of fluency， regular 
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outside-of-class practice at the English 
Lounge and Hakuoh library Self-Access 
Learning Center is essential and will be 
part of the course. 

〔科目内容の位置付け〕

[Related Subsequent Courses] 
Communication 11 B as well as Reading 
and Vocabulary 1 ， 11 and 111 • 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

[Prerequisites] 
English Study Skills and Oral 
Presentation 



科目名 コミユーケーション 18

単 位 2 |聞 設|半期

教員名 Lorraine Reinbold . Howard Alexander 

〔講義目的〕

[Course Objectives] 
Communication 1 B， and the following 
course Communication 11 B (which 
will use the latter half of the same 
textbook)， are designed to help 
students develop and use effective 
communication strategies through 
mastering theme-specific sentence 
patterns and vocabulary. Through pair-
work and individual guided practice， 
the students will activate the passive 
English in their brains and connect 
the patterns and phrases to authentic 
communication situations. 

Emphasis will be on enjoyably mastering 
strategies， grammatical patterns， and 
vocabulary expressions that can be 
actively used (not merely understood)， 
thereby developing student 
communicative confidence目 Thiskind of 
confidence is needed to teach English 
(or go into the business world and use 
English as a tool). 

〔講義内容〕

[Course Contents] 
Each of the first seven or eight lessons 
will focus on a specific theme (e.g. 
"friends" or吋reetime") for which 
students will develop situation-based 
communication strategies， sentence 
patterns， and vocabulary. These 
strategies， patterns， and vocabulary 
expressions will be personalized by 
the students in pairs and individually 
to communicate their ideas about the 
theme from different points of view. 
Much practice will center on reinforcing 
active use of sentence patterns 
and vocabulary expressions through 
collocation sets and recycling. 

In addition to the textbook， learners will 
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be expected to visit the English Lounge 
and Halくuohlibrary Self-Access Learning 
Center to practice what they have 
studied目 Also，especially students most 
serious about mastering communicative 
English (e.g. those who plan to be 
teachers of English) are strongly 
encouraged to purchase and use the 
audio tapes or CDs that accompany 
Communication Strategies (see Course 
Materials below). 

〔講義のすすめ方〕

[Course Progress] 
Communication 1 B， and the following 
course Communication 11 B， are 
learner-centered courses with active 
student speaking expected目 Theclass 
atmosphere will be "fun and active" 
with students communicating their 
ideas on a variety of topics in rapid， 
understandable English. 

Textbook-based lessons will follow six 
steps: first theme sentence patterns 
and vocabulary will be introduced， 
explained， and practiced (using 
competitive pair-work games). Second， 
students will listen to and later read the 
di仔erentpOints of view presented. Third， 
students will personalize the theme by 
presenting and discussing their ideas 
Fourth， in pairs students will engage in 
activities (e.g. role play) to reinforce the 
theme patterns and vocabulary. In the 
fifth part learners will use collocation 
sets and speeches， and in the sixth 
part there will be a consolidation and 
recycling game with some writing 
practice. 

〔教材〕

[Course Materials] 
The main textbook (for both 
Communication 1 B and Communication 



11 B) is "Communication Strategies" 
by David Paul， Thomson Learning 
(ISBN-13 978-981-243-016-8) and must 
be purchased by the students. It will be 
supplemented with additional teacher-
selected material. 

Students， especially those who plan 
to become English teachers， are also 
strongly encouraged to buy and listen 
to the audio tapes (981-243-018-2) or 
audio CDs (981-243-019-9) available 
from Thomson Learning <elt@tlj.co.jp>. 
It is most effective if the audio CDs or 
tapes are listened to three of four times 
a week for short periods of time (20 
minutes) 

〔成績評価の方法・墨準〕

[Course Grading] 
Weekly classwork， including 
presentations， pair-work， and homework 
will make up 50 percent of the final 
grade. Attendance will be 30 percent 
and a final exam will be 20 percent of 
the final grade 

〔履修のポイント・注意点〕

[Successful Study POints] 
As Communication 1 B (and 
Communication 1 A) are participatory 
courses， regular attendance and active 
involvement in the learning activities are 
essential. Students should realize that 
English communication is a skill， so that 
only through practice will the learner 
improve and develop the necessary 
confidence in his or her English. 

Similarly， too much worry about 
making mistakes (usually in grammar 
construction) or finding the exact 
English translation of a Japanese term 
makes the user' s English hesitant 
and unnatural. One effective measure 
of communicative fluency is the total 
number (or flow) of words used. 
Therefore， overall understandability is 
much more important than individual 
word or phrase accuracy目

To develop this type of fluency， regular 
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outside-of-class practice at the English 
Lounge and Hakuoh library Self-Access 
Learning Center is essential and will be 
pa内ofthe course 

〔科目内容の位置付け〕

[Related Subsequent Courses] 
Communication 11 A as well as Reading 
and Vocabulary 1 ， 11 and 111 . 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

[Prerequisites] 
English Study Skills and Oral 
Presentation 



格自名 Jjーヂインク、&ボキャフ、、フリー|

Reading and Vocabulary BUilding Level I 

単 位 2 |開 設|半期

教員名 Lorraine Reinbold . Harry Harris 

〔講義目的〕

Reading is the most vital skill for 
independent learning. People read for 
general comprehension， and to search， 
learn， and evaluate information目

This course is the first in a series of 
English Reading courses designed 
to help students learn to become 
fluent readers by focusing on strategic 
learning. Students will work with various 
texts doing different activities before， 
during， and after their reading to develop 
basic reading comprehension skills. To 
support English language acquisition， 
they will increase their vocabulary， 
learn to recognize the complex nature 
of reading， and gain improved reading 
skills through extensive and intensive 
reading. 

〔講義内容〕

In Reading and Vocabulary Building 
Level 1， students will review or be 
introduced to and practice the following: 

Preview and predict what will come later 
in a text 
Scan for information 
Skim through a passage 
Make inferences 
Find topics and understand main ideas 
Paraphrase 
Summarize 
Answer comprehension and discussion 
quesstions 
Formulate questions based on a text 
Increase reading speed 
Build vocabulary 

Students who successfully complete 
the requirements of this course will be 
able to approach independent learning 
by using a combination of extensive 
reading and self-study strategies. 
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They should be better able to read for 
knowledge， general comprehension， 
and pleasure目

〔教材〕

More Reading Power: Second Edition 
Beatrice S. Mikulecky and Linda Je仔rles
Longman 

〔成績評価の方法・基準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria: 

Attendance/Attitude/Class 
participation: 50% 
According to university policy， students 
who miss more than 1/3 of class 
sessions will not pass the course. 
Being late three times will count as one 
absence 

Assignments/Quizzes/SALC: 25% 

Final Exam: 25% 

Please note: 
If a student plagiarizes， copies papers 
or passages written by other people， s/ 
he will fail this course. 
No late homework will be accepted 
unless there is a valid reason. If you are 
absent ask your friend or the instructor 
the assignment is due. 

〔雇修のポイント・注意点〕

Students will be required to read and 
listen to 3 to 5 Graded Readers with 
CDs in the Self-Access Learning Center 
in the library， and start a Vocabulary 
Notebook. 

〔科目内容の位置伺け〕

This is a required course for students 
who wish to take Reading and 
VocabulaらfBuilding Level 2 and 3. 



〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

English Study Skills 
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科自名 リーゲイング&ボキャブフリ-11

Reading and Vocabulary Building Level 2 

単 位 2 |開

教員名 Lorraine Reinbold . Harry Harris 

〔講義目的〕

Reading & Vocabulary Building Level 
2 is the second in a series of English 
Reading courses designed to help 
students learn to become fluent readers 
by focusing on strategic learning. 
Students will continue to read various 
texts by means of pre-reading， during-
reading， and post-reading instruction 
to in円provereading co斤lprehension
while studying different styles of written 
English such as formal and informal， and 
spoken and academic language. To 
support English language acquisition， 
they will continue to review and increase 
their vocabulary， increase reading 
fluency， learn to critique the contents 
of a reading and improve reading skills 
through extensive and intensive reading 

Students who successfully complete 
the requirements of this course will 
continue to approach independent 
learning by using a combination of 
extensive reading and self-study 
strategies目 Theyshould be better able 
to read rapidly for comprehension， draw 
from their vocabulary knowledge， think 
critically， evaluate information， and show 
that reading is a way to reinforce their 
language skills. 

〔講義内容〕

In Reading and Vocabulary Building 11， 
students will develop an awareness to 
the reading process， review strategies 
that were learned in Reading and 
Vocabulary Building 1， and practice the 
following 

Monitor comprehension 
Recognize and address 
misconprehension 
Read critically 
Evaluate information 
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Generate appropriate questions about 
the text 
Link reading to other skills (writing， 
speaking， listening) 

〔教材〕

2007・Classes1 and 2 
Interactions 1， REAOING (Chapters 5 to 
10) 

Elaine 1くirnand Pamela Hartmann 
McGraw-Hill 

2008: 
More Reading Power: Second Edition 
Beatrice S. Mikuleclくyand Linda Jeffries 
Longman 

〔成績評価の方法・基準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria: 

Attendance/Attitude/Class 
participation: 50% 
According to university policy， students 
who miss more than 1/3 of class 
sessions will not pass the course. 
Being late three times will count as one 
absence. 

Assignments/Quizzes/SALC: 25% 

Final Exam: 25% 

Please note: 
If a student plagiarizes， copies papers 
or passages written by other people， s/ 
he will fail this course. 
No late homework will be accepted 
unless there is a valid reason. If you are 
absent ask your friend or the instructor 
the assignment is due. 

〔雇修のポイント・注意点〕

Students will be required to read and 
listen to 3 to 5 Graded Readers with 



CDs in the Self-Access Learning Center 
in the library， and continue to add 
new words and word families to the 
Vocabulary Notebook that they started 
in Reading and Vocabula叩 Building1. 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

English Study Skills and Reading & 
Vocabulary Building Level 1， or its 
equivalent， are prerequisites for this 
course. 
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科目名 フイァイング初級

単 位 2 I開 設 i半期
教員名 Jeffrey Miller . Harry Harris 

〔講義目的〕

Basic Writing is the first in a series of 
four courses designed to help students 
develop English writing skills for use 
in academic and other environments. 
Students who successfully complete 
Basic Writing should be able to do the 
following: 

ライテインク初級は、掌術及びその他の分野で

の英語のライテインクスキルを伸ばすために、

構成された4コースの最初のコースである。履
修学生は以下の事を必要とされる。

Meet deadlines. 
作文提出の締切日厳守。

Use basic writing conventions with 
increasing accuracy and consistency. 
正確Eつ妥当な英語表現を増やしつつ、墨礎的
なライテインクを学ぶこと。

Use various writing strategies， alone 
and in cooperation with others， to help 
formulate ideas， organize writing， and 
improve it. 
考えを明確に表現し、ライテインクで整理し、

その力を佃ばすために、個人または他の掌生と

協力しあって様々なライテインク技術を使うこ
と。

Produce coherent paragraphs and sho代
essays with some details and examples 
appropr旧teto the assignment， with 
increasingly complex language. 
課題に合った、細かい情報や例などをあげ、複

合語を増やしながら、理路整然とした文節や短

いエッセイの作成。

Write on topics related to their daily 
lives. 
履修掌生の日常生活仁関連した課題のライテイ

ンク。
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〔講義内容〕

Students will be asked to write multiple 
drafts based on models of six rhetorical 
patterns that will be introduced during 
the semester. They will also be asked to 
keep journals， write e-mail， and do other 
assignments. In class， students will 
pa代icipateby doing individual and group 
work. The instructor will provide both 
written and conference-style feedback. 

学期の聞に掌1:5¥6つの修辞形のモデ、ルに墨づい
て、履修学生は多数の原稿を提出しなければ

ならない。日記をつけたり、 Eメールを書いた
り、その他の課題も求められる。個人作業とグ

ループ作業の両方をしながら、クラス参加をす

る。講師は文書や会議のようなスタイルで指導

意見を伝え、講義を進行する。

〔講義のすすめ方〕

CLASS 1: Introduce course; set 
up journal partners; title exercise 
HOMEWORK: JOURNALS 

CLASS 2: Introduce precis; 
brainstorming 
卜-IOMEWORK: DRAFT 1 PRECIS; 
JOURNALS 

CLASS 3: peer evaluation; 
connector handout; FANBOYS; 
punctuation handout 1 
HOMEWORK: DRAFT 2 PRECIS; 
JOURNALS 

CLASS 4: I n t r 0 d u c e s p a t i a I 
description; Introduction/Conclusion 
handout; brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 SPATIAL 
DESCRIPTION; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 5: Peer evaluation; punctuation 
Group B connectors; Punctuation 
handout 2 
トイOMEWORK: DRAFT 2 SPATIAL 



DESCRIPTION; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 6: Introduce  
personal description; brainstorming; 
conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 PERSONAL 
DESCRIPTION; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 7: Peer evaluation; Group 
C connectors; punctuation handout 3 
HOMEWORIく DRAFT2 PERSONAL 
DESCRIPTION; REWRITES; JOURNALS 

cυ入SS8: I n t r 0 d u c e 
chronological; brainstorming; 
conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 
CHRONOLOGICAL; REWRITES; 
JOURNALS 

CLASS 9: P e e r e v a I u a t i 0 n ; 
punctuation handout 4 
HOMEWORK: DRAFT 2 
CHRONOLOGICAL; REWRITES; 
JOURNALS 

CLASS 10: Introduce process; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 PROCESS; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 1 1 : P e e r e v a I u a t i 0 n ; 
punctuation handout 5 
HOMEWORIく DRAFT2 PROCESS; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 12: Introduce prediction; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 PREDICTION; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 1 3: P e e r e v a I u a t i 0 n ; 
punctuation handout 6; Catch-up work 

HOMEWORK: DRAFT 2 PREDICTION; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 14: Conferencing; Catch-
up worfく
HOMEWORK: CATCH UP ON WRITING 
ASSIGNMENTS 
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〔教柑〕

Materials for the course will be teacher-
generated. 

教材は講師作成のもの

〔成績評価の方法・基準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria: 

A. Active Participation: 20% 
(peer review， etc.) 

B. Punctual Assignments: 60% 
(42% for writing assignments; 18% for 
journal entries) 

C. Regular Attendance: 20% 

Students who miss more than one 
third of the class will fail the course. 
Being late three times will count as an 
absence. Late means arriving in class 
after your name has been called. If you 
are more than 20 minutes late or leave 
early， you are absent. 

下記の墨準に基づいて、成躍評価を行う。

-出席率 20% 

-クラス活動参加 20% 

-宿題提出の期限厳守及び最終試験 60% 

本大学の方針により、 1/3の講義に欠席した者
はこの講義を落第することとなる。更に、履修

学生の掌習機会を増すために、常時出席を薦め

る。

ABSENCES 

2 
3 
4 
5 OR MORE 

MAXIMUM GRADE 
95 
90 
85 
80 

AUTOMATIC FAILURE 



科目名 フイァイング中級

単 位 2 l開 設|半期

教員名 Je汗reyMiller . Harry Harris 

〔講義目的〕

Intermediate Writing is the second 
in a series of four courses designed 
to help students develop English 
writing skills for use in academic and 
other environments. 8tudents who 
successfully complete Intermediate 
Writing should be able to do the 
following: 

ライテインク中級は、学術及びその他の分野で

の英語のライテインクスキルを伸ばすために、

構成された4コースの第2のコ スである。ラ
イテインク初級を履修していることが、この講

座の必須条件である。 講座履修の為に講師の

特別許可が必要となる場合もある。本講座の目

的は下記の通りである。

Meet objectives for Basic Writing. 
ライテインク初級の目的を達成していること。

Demonstrate a growing awareness of 
reader needs， evaluate their own writing 
success， and identify and correct some 
writing problems 
読み手の二一ズの深い認識を実際に説明し、自

分自身のライテインクの正確な評価、及びライ

テインクの閏遣をある程度見つけ、訂正するご
と。

Use cohesive devices with increasing 
accuracy 
より正確な結合法を使うこと。

Paraphrase and summarize with 
Increaslng accuracy. 
正確な要約や表現の言い換え。

8how some awareness of the 
appropriateness of formal and informal 
language to a written context. 
文章の内容について、フォーマル、インフォー

マルな適切な英語を認識すること。

Write on topics not necessarily related 

-468-

to their daily lives. 
日常生活に関連しない課題についての作文。

〔講義内容〕

8tudents will be asked to write multiple 
drafts based on models of six rhetorical 
patterns that will be introduced during 
the semester. They will also be asked to 
keep journals， write e-mail， and do other 
assignments. In class， students will 
participate by doing individual and group 
work. The instructor will provide both 
written and conference-style feedback目

学期の聞に掌ぷ6つの修辞形のモデルに基づい
て、履修掌生は多数の原稿を提出しなければ

ならない。日記をつけたり、 Eメールを書いた
り、その他の課題も求められる。個人作業とク、

ループ作業の両方をしながら、クラス参加をす

る。講師は文書や会議のようなスタイルで指導

意見を伝え、講義を進行する。

〔講義のすすめ方〕

Cし<"¥881・ Courseintroduction; 
journal paはnerset up 
HOMEWORK: JOURNAL8 

CLA88 2: E n u m e r a t i 0 n / 
Classification introduction 
HOMEWORK: DRAFT 1 ENUMERATION/ 
CLA88IFICATION; JOURNAL8 

CLA88 3: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 ENUMERATION/ 
CLA88IFICATION; JOURNAL8 

Cし<"¥884: Cause and Effect 
introduction; brainstorming; 
conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 CAU8E/ 
EFFECT; REWRITE8; JOURNAL8 

CLA88 5: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 CAU8E/ 
EFFECT; REWRITE8; JOURNAL8 



CLASS 6: C 0 m p a r i s 0 n 
introduction; brainstorming; 

conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 COMPARISON; 

REWRITES; JOURNALS 

CLASS 7: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 COMPARISON; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 8: D e f i n i t i 0 n b y 
Example introduction; brainstorming; 

conferencing 

HOMEWORK: DRAFT 1 DEFINITION BY 
EXAMPLE; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 9: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 DEFINITION BY 
EXAMPLE; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 10: Reporting introduction; 

brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 REPORTING; 

REWRITES; JOURNALS 

CLASS 11 : Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 REPORTING; 
REWRITES; JOURNALS 

CU入SS12: Resume and cover 
letter introduction; brainstorming; 

conferencing 
HOMEWORIく DRAFT1 RESUME 
AND COVER LETTER; REWRITES; 

JOURNALS 

CLASS 13: Peer evaluation; Catch-

up work 
HOMEWORK: DRAFT 2 RESUME 
AND COVER LETTER; REWRITES; 

JOURNALS 

CLASS 14: Conferencing; Catch-up 

川/ork
HOMEWORK: CATCH UP ON WRITING 

ASSIGNMENTS 

〔教材〕

Materials for the course will be teacher-
generated. 

教材は講師作成のもの
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〔成績評価の方法・基準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria: 

A. Active Participation: 20% 
(peer review， etc目)

B. Punctual Assignments: 60% 
(42% for writing assignments; 18% for 
journal entries) 

C. Regular Attendance: 20% 

Students who miss more than one 
third of the class will fail the course. 
Being late three times will count as an 
absence. Late打1eansarriving in class 

after your name has been called. If you 

are more than 20 minutes late or leave 
early， you are absent 

下記の墓準に基づいて、成績評価を行う。

-出席率 20% 

クラス活動参加 20% 

宿題提出の期限厳守及び最終試験 60% 

本大挙の方針により、 1/3の講義に欠席した者
はこの講義を落第することとなる。重に、履修

掌生の掌習機会を増すために、常時出席を薦め

る。

ABSENCES 

2 
3 
4 
5 OR MORE 

MAXIMUM GRADE 

95 
90 
85 
80 

AUTOMATIC FAILURE 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

Basic Writing is a prerequisite for this 
course. The course may also be taken 
upon special permission from the 

instructor 

ライテインク初級を履修していることが、この

講座の必須条件である。 講座履修の為に講師

の特別許可が必要となる場合もある。



桝臣名 フイァイング上級

単 位 2 |開 設|半期

教員名 Lorraine Reinbold . Harry Harris 

〔講義目的〕

Advanced Writing. is the third in a 
series of four courses designed 
to help students develop English 
writing skills for use in academic and 
other environments. Students who 
successfully complete Advanced Writing 
should be able to do the following: 

ライテインク上級は、学術及びその他の分野で

の英語のライテインクスキルを伺ばすために、

構成された4コースの第3のコースである。ラ
イテインク初級と中級を履修していることが、

ごの講座の必須条件である。 講座履修の為仁

講師の特別許可が必要となる場合もある。本講

座の目的は下記の通りである。

meet the Intermediate Writing objectives 
ライテイング申級の目的を達成している。

use a greater variety of cohesive 
devices with increasing accuracy 
より正確Eつヴァラ工ティに富んだ結合法を使
つ。

write on a greater variety of topics not 
related to their daily lives. 
日常生活から離れた種々な課題について作文を
書く。

gauge the need for simple or complex 
structures in a writing context. 
作文の分脈や内容により、簡単又は複雑な文章

構成の必要性を判断する。

use similes， metaphors， and basic 
analogies 
直輸、比輪、塁本な類似を使う。

use more elaborate supporting details 
and examples appropriate to the needs 
of the assignment. 
宿題の課題の必要性に適した、より精巧な説明

詳細や例を使う。
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use formal or informal language 
and styles in their writing with some 
appropriateness and recognize it in 
that of others. 
適確な作文でフォーマル、インフォ マルな英

語の単語と文章表現を使い、他者の文書でその

使い分けを認識する。

〔講義内容〕

Students will be asked to write multiple 
drafts based on models of six rhetorical 
patterns that will be introduced during 
the semester. They will also be asked to 
keep journals， write e-mail， and do other 
assignments. In class， students will 
participate by doing individual and group 
work. The instructor will provide both 
written and conference-style feedback目

掌期の聞に掌/5¥6つの修辞形のモデルに墨つい
て、履修学生は多数の原稿を提出しなければ

ならない。日記をつけたり、 Eメールを書いた
り、その他の課題も求められる。個人作業とグ

ループ作業の両方をしながら、クラス参加をす

る。講師は文書や会議のようなスタイルで指導

意見を伝え、講義を進行する。

〔講義のすすめ方〕

CLASS 1: Course introduction; journal 
paばnerset up 
HOMEWORK: JOURNALS 

CLASS 2・Persuasion/Argumentation 
introduction 
HOMEWORK: DRAFT 1 PERSUASION/ 
ARGUMENTATION; JOURNALS 

CLASS 3: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 PERSUASION/ 
ARGUMENTATION; JOURNALS 

CLASS 4: Speculation introduction; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 SPECULATION; 
REWRITES; JOURNALS 



CLASS 5: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 SPECULATION; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 6: Analogy introduction; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 ANALOGY; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 7・Peerevaluation 
HOMEWORIく DRAFT2 ANALOGY; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 8: Analysis introduction; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 ANAL YSIS; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 9: Peer evaluation 
HOMEWORK: DRAFT 2 ANALYSIS; 
REWRITES; JOURNALS 

CLASS 10: Critical Review introduction; 
brainstorming; conferencing 
トイOMEWORK:DRAFT 1 CRITICAL 
REVIEW; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 11 : Peer evaluation 
HOMEWORIく DRAFT2 CRITICAL 
REVIEW; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 12: Business leUer introduction; 
brainstorming; conferencing 
HOMEWORK: DRAFT 1 BUSINESS 
LETTER; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 13: Peer evaluation; Catch-up 
work 
HOMEWORIく DRAFT2 BUSINESS 
LETTER; REWRITES; JOURNALS 

CLASS 14: Conferencing; Catch-up 
work 
HOMEWORK: CATCH UP ON WRITING 
ASSIGNMENTS 

〔教材〕

Materials for the course will be teacher-
generated. 

教材は講師作成のもの
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〔成績評価の方法・墓準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria 

A. Active Pa巾cipation:20% 
(peer review， etc.) 

B. Punctual Assignments: 60% 
(42% for writing assignments; 18% for 
journal entries) 

C. Regular Attendance: 20% 

Students who miss more than one 
third of the class will fail the course. 
Being late three times will count as an 
absence. Late means arriving in class 
after your name has been called. If you 
are more than 20 minutes late or leave 
early， you are absent. 

下記の墨準に基づいて、成績評価を行う。

-出席率 20% 

-クラス活動参加 20% 

-宿題提出の期限厳守 及び最終試験 60% 

本大学の方針により、 1/3の講義に欠席した者
はこの講義を落第することとなる。更に、履修

掌生の掌習機会を増すために、常時出席を薦め

る。

ABSENCES 

2 
3 
4 
5 OR MORE 

MAXIMUM GRADE 
95 
90 
85 
80 

AUTOMATIC FAILURE 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

Basic and Intermediate Writing are 
prerequisites for this course目 The
course may also be taken upon special 
permission from the instructor. 

ライテインク初級と中級を履修していること

が、この講座の必須条件である。 講座雇修の

為に講師の特別許可が必要となる場合もある。



科目名 英文法!

単 位 2 

教員名 向井千代吾

〔講義目的〕

中掌校力、ら高等学校初期程度の墓礎英文法の知

識の再修得を目的とする。英検準二級程度の英

語墨礎力を男につけるためになるべく多くの練

習問題に取り組む。

〔講義内容〕

主に扱う文法事頂は、日詞、文の構造と種類、

時制、受動態、動名詞、不定詞、接続詞など。

特に動詞の用法に中11)を置く。文法項目につい

ての教員による説明の後、練習問題を解くのみ

ならず、作文の練習などを通じて、実際仁役に

立つ墨礎文法力を身に付ける。

〔講義のすすめ方〕

まず最初に各文法事頂の説明仁続いて練習問題

を解いていくという形で行なう。教科書の練習

問題が少ないので、適宜補足する。また小テス

トを数多く行なうことにより、文法の墨礎力の

向上を図りたい。

〔教材〕

First Time Grammar (トムソンコーポレー

ション)

〔成績評価の方法・基準〕

小テストを富むテストの点数 50% 
平常点(授業中の態度や宿題の提出頻度)

30% 

出席点 20% 

以上を墨準としての総合評価。

〔履修のポイント・注意点〕

英文法は英語を読み、聞き、話し、書く上での

要となる科目である。授業内で掌ぶことだけで

満足せず、自主的に参考書を手仁入れて勉強

し、力をつけて欲しい。

〔科目内容の位置惜け〕

英文法の基礎。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英文法 11、英文法 111。

|開 設|半期
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科目名 英文法 11

単 位 2 |聞 設|半期

教員名 小林正人

〔講義目的〕

「英文法 11Jでは、「英文法 1Jで確認した英
文法の墨礎の上に、より細かな文法事象に焦点

在当て、その文法事象の背後にある文法のしく

みを考える。

〔講義内容〕

本講義では、省略、分裂文、形容詞と副詞の叙

述、従属節のモ夕、リティー、冠詞、数、といっ

た文法現象を毎回 つ取り上げ、それに関する

問題を解くとともに、「なぜそのようなことが

起こるのかJという言語掌の立場と、「それを
生徒にどう説明するかJという教育の視点か
ら、共に考察する。

〔講義のすすめ方〕

毎回設定したトピックについての文法問題を課

し、その発表とディス力ッションの後、講義を

行う。

〔教材〕

初回授業で指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席-宿題 50%、挙期末試験 50% 

〔科目内容の位置付け〕

英文法の中級科目。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

「英文法 1Jを履修していることが前提であ
る。「英語掌概論jの内容と一部関連してい

る。

qu 
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科目名 英文法川

単 位 2 

教員名 新川清治

〔講義目的〕

塁本的な文法事頂から微妙な語法の遣いまで自

分で調べられるようにし、それを効果的に説明

できるように訓練する。

〔講義内容〕

生徒の畳間に答えるという設定で、指定された

員聞を各自調べ、解説する。

〔講義のすすめ方〕

事前に指定した質問を各自調べ、それを授業で

解説し、他の掌生からの員聞を受ける。

〔教材〕

使用しない。参考図書仁関しては授業時に紹介

する。

〔成績評価の方法・基準〕

模擬授業 40%
定期試験 60%

〔履修のポイン卜・注意点〕

時間の制約があるので、授業内で身につけられ

る知識には限界がある。このクラスでは文法事

頂を教えることよりも文法の調べ方や考え方の

指導に焦点を当てる。

〔科目内容の位置付け〕

受講者の準備次第で初級にもよ級にもなり得

る。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英文法 1 ， 11 

|聞 設|半期
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科目名 英語掌概論

単 位 2 

教員名 小林正人

〔講義目的〕

英語の綴りや語順など文法事頂の甫後にある原

理を研究するのが英語掌である。この授業で

は、英語学の墓本的な考え方を身につけ、言語

についての科掌的な言説と非科掌的な言説を区

別できるようにする。英語を教える立場で、

「浴びるほど英語を聞けば発音がよくなるJと
か「日本語は論理的な言語ではないJといった
言説に対して、言語掌的な答えができるように

し、語学教育者としての塁本的教養を作ること

を目指す。

〔講義内容〕

言語掌の知見に基づいて、語の内部構造、語順

の原理、意昧論と談話分析、英語の史的変遷を

順に取り上げていく。

講義の予定:

第1，2固形態論
第3，4.5回統語論生成文法
第6，7回統語論機能主義

第8，9回意昧論
第10，11回談話分析

第12，13，14回英語史

〔講義のすすめ方〕

毎回教科書の指定箇所を読み練習問題を解いた

ことを前提として受講者は授業に臨む。授業に

おいては受講者による練習問題の解答の発表

と、それに関連した解説を行う。

〔教材〕

西光義弘編『日英語対照による英語学概論Jく
ろしお出版。本書は「音声掌Jにおいても参考
書として使える。

〔成績評価の方法・墓準〕

出席目発表 50%、掌期末試験 50%。

〔履修のポイント・注意点〕

受講者は教科書の指定箇所を読み、練習問題を

解いた上で授業に臨むことが求められる。初回

授業では p.48-62が指定箇所である。

|開
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〔科目内容の位置付け〕

英語掌の入門科目。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

なし。英語学のうち音声、音韻と社会言語掌に

関しては、 I音声掌jで取り扱う。



科目名 音声掌演習

English Pronunciation 

単 位 2 

教員名 Lorraine Reinbold 

〔講義目的〕

The purpose of this course is to provide 
students with a basic knowledge of the 
sound system of English. Students will 
learn how to listen to and pronounce 
the sounds of English more accurately， 
and practice words and short 
sentences with particular reference to 
pronunciation problems that Japanese 
people may have. They will also learn 
to speak more efficiently by using the 
right rhythm. Students who successfully 
complete English Pronunciation should 
be able to communicate more easily and 
clearly in English. 

〔講義内容〕

Students will cover the following areas 
in class: 

.Syllables 
• Vowels and Vowel Rules ・Consonants・Continuantsand stops ・WordStress 
• Emphasizing content words 
• De-emphasizing structure words 
. Linking words 
• Thought Groups 
• Rhythm， Pitch， and Melody 

〔教材〕

Clear Speech: Third Edition 
Judy B. Gilbert 
Cambridge University Press 
2005 

〔成績評価の方法・基準〕

Grades will be determined based on the 
following criteria: 
• Regular Attendance 30% 
According to university policy， 
students who miss more than 1/3 of 
class sessions will not pass the course目
Being late three times will count as one 

|開
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absence. 
• Active Pa巾cipation20% 
• Assignments， Quizzes， and Final 
Exam 50% 
No late homework will be accepted. If 
you are sick， call your friend or ask the 
instructor before the assignment is due. 



科目名 コEコヨïF主Ëi~

単 位 2 

教員名 小林正人

〔講義目的〕

英語の音声の特徴や、日本語と英語の音声の遣

いを、理論と音声分析によって学びながら、実

際に聴き取りと発音の練習をすることで、理解

力と発音を向上させることを目指します。

〔講義内容〕

IPA (発音記号)をマスターしよう
Speech Analyzerによる音声の分析
自分の発琶を分析しよう

アクセント、イントネーションとリズム

単語がつながって起きる変佑

音の変化を法則化すること

音組織から見た日本語と英語の遣い

注意すべき母音、ミ子音の発音

読み方を注意すべき単語

接辞と発音の変化

アメリ力英語の方言

社会言語掌

〔講義のすすめ方〕

授業は、英語の音声についての講義の部分と、

聴き取り練習、発音練習、音声分析といった作

業や実習の部分から成ります。聴き取りや音の

スペクトル分析、宿題提出などではコンビュー

タを使用します。

〔教材〕

rLDCアメリ力英語読み上げ辞典インター

ネット版Jやラジオドラマ、ビデオなどを使
用。なお参考書として、西光義弘編「日英語対

照による英語学概論J(くろしお出版、「英語学
概論jの教科書)を笥めます。

〔成績評価の方法・墨準〕

出席点 50% 
試験 50% 

〔雇修のポイン卜・注意点〕

実習など参加しなければ学べない内容が多いの

で、出席が重要です。やむをえず欠席する場合

は、事前または直後に連絡して指示を受けてく

ださい。

|開
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〔科目内容の位置付け〕

この授業は英語の発音のしくみを学ぶものであ

り、[音声掌演習Jとあわせて雇習するといっ
そう効果的です。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英語とコンビュ タのどちらに関しても、特別

な知識は必要としません。



科目名 英文学概論

単 位 2 

教員名 向井千代吾

〔講義目的〕

イギリス文掌の歴史についての概括的な墨礎知

識を獲得することを目的とする。シェイクスピ

アやミルトン、ディッケンズなどイギリス文掌

を代表する作家たちの作自に接して理解すると

共に、イギリスの歴史や社会についての知識を

修得する。

〔講義内容〕

イギリスの歴史、社会の紹介を言めて、イギリ

スの主な文学作晶と作家についての紹介を講義

形式で行う。シェイクスピアから始まって20
世紀までの代表的な作家と作昂を扱う。掌生た

ちには作昂の一部を実際に読むことを通じて、

文掌の魅力を昧わっていただきたい。

〔講義のすすめ方〕

イギリスの歴史仁沿ってその時代時代の主な作

家と作田を紹介する形で進めていく。

大体の講義概要は以下のようになる。

l .古英語時代力、らチヨーサーまで。

2.シェイクスピアを中山に。
3.ミルトン、ドライデン。
4. リチヤードソン、フイールデインク。
5. ロマン主義の詩人たちと恐怖小説。

6.オースティン、デイツケンズなど。
7.テニスン、ブラウ二ング。
8 ハーデイ一、オス力 ・ワイルド。
9 フォスター、ウルフ、ジョイスなど。
10. T.8工リオット、イ工イツ。

11.アイリス マードッつから現代の小説家
たち。

毎回作家の紹介とともに作自の一部を実際に

鑑費することにより英文挙の作昂にじかに触れ

るようにする。

〔教材〕

『イギリス文学概観』相島倫嘉菩(南雲堂)

〔成績評価の方法・基準〕

平常点(授業中の態度と感想文) 30% 
出席点 20% 

テストまたは感想文 50% 

以上を基準点としての総合評価。

l開
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〔履修のポイント・注意点〕

これは英語教師として最低限の常識に属するこ

とを掌ぶ科目である。楽しみつつ掌んで欲し

い。

〔科目内容の位置付け〕

英文学の塁礎知識。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

米文学概論。



科目名 米文学概論

単 位 2 

教員名 針生進

〔講義目的〕

米文掌に力、力、わる一般常識をもっていただく。

親しみやすいこともあり、小説作昂を主にとり

あげる。

〔講義内容〕

文掌作田にた、け限った文掌論に終始すれば飽き

られてしまうだろうし、こちらも話しにくい。

アメリ力史という文脈を常仁意識して講義をす

すめていきたい。いいかえれば、そして理想を

いえば、個々の文掌作自在通じてアメリ力とい

う国の歴史の流れを少しでも理解していただけ

ればと思う。

〔講義のすすめ方〕

いわゆる文掌など見当たらない17世紀の植民
地時代から、まず話しはじめる。各週ごとの講

義内容の予定を表題という形でまとめて並べれ

ば、以下のようになろうか。

第一回.マサチユーセッツ植民地とピュ リタ

二ズム
第二回 :w.アーヴインクと伝説の台間
第三回:J . F .クパーと開拓地
第四回:工マスン、ソ口 、自然

第五回 ホーソンと暗い森

第六回・メルヴィルと白い鯨

第七回:ポーとアメリ力ンゴシック

第八回:ハックルベリ ・フィンを知っている
力、

これ以降につづく細かい講義区分は未定だけ

ど、半期科目という制約もあり、 20世紀半ば
あたりまで男られればいいだろう。

作目名や作者名を並べるだけの講義にはした

くないので、原作からの引用も頻繁に行いた

い。とはいっても、そのごく一部しか教室では

とりあげられないので、受講生には、翻訟でよ

いので(興昧を感じたものだけでも)各作昂に

直接ふれることを期待する。そのためにも、翻

訳があり、かつ本学図書館に蔵書がある、ある

いは文庫本などで購入しやすい作昂を主にとり

あげていきたい。

|開

-479-

設 j半期

〔教材〕

特に教科書は使わない。こちらでまとめた教材
を配付する。

〔成績評価の方法・基準〕

筆記試験を挙期末の定期試験期間内仁行う。こ

れは、いかに多くの正確な知識を身につけたか

を問うもので、個人の感想や見解を求めるもの

ではない。この試験の結果が成纏評価に大きく

関わる。結果が思わしくない場合でも、レポー

トなどを提出させて試験の点数に加算、換算す

るような措置は講じない。出席状況が最終評価

にしめる割合も少なくない。強いて数値であら

わせば、

試験の得点 :75%
出席率 :25% 

ぐらいなるだろうか。ただし、あくまで単純計

算のための数値をあげれば、である。

〔雇修のポイント・注意点〕

受講に際して予備知識の育無は特に問わない。

というより、くり返せば、そのような知識をあ

たえるのがこの講義の目的である。

〔科目内容の位置伺け〕

教職課程の受講生には、これは必修科目という

ことだが、こちらとしては、そのような意識は

特にもたずに、一般掌生に聞いてもらうという

感賞で講義をすすめていく。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

「文掌AJ、「文学BJ



斡目名 英米文学A

単 位 2 
教員名 向井千代芸

〔講義目的〕

20世紀の英米の作家の紹介と、文学作昂の読
解力の養成。

〔講義内容〕

英米の短編小説を読む。扱う作家はSaki，
H.E.Bates， William Somerset Maugham， 
Ernest Hemingway， Raymond Carver， 
Agatha Christie， William Saroyanなどよく
知られた作家ばかりである。短いものは一回

で、長いものは2、3回で読みきる予定。最初
のうちは短い英文で要旨を書く練習を入れる。

内容理解のためのディス力ッションと読みの練

習、慣れできたらより分析的に読む練習をす

る。文掌を読む場合は、語句の理解以外に甫景

となる時代や園、文化の理解というものが必要

になってくるので、その面にも注意しつつ授業

を進めて行きたい。

〔講義のすすめ方〕

毎回決められた分量を各自で読んでたうえで、

議論をするという形の授業。慣れできたらレ

ポ ターを決めてレポーター中山の授業にして

いく。

〔教材〕

A Clean， Wel卜lightedPlace and Other 
Stories-British and American Short 
Story Masterpieces 11 (1くinseido)

〔成績評価の方法・基準〕

授業内評価 (100%)。授業内評価には、授

業態度、授業中の掌習意欲、授業内の小テス

ト、出席などが重まれる。

〔履修のポイント・注意点〕

文学への興昧があり、読解力をつけたい人に向

いている科目である。教科書以外にも同じ作家

の作昂にに当たってみると楽しいと思う。

〔科目内容の位置付け〕

中級程度の英文読解。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英文学概論、米文学概論、英米文学B。

|開 設|半期
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科目名 英米文学B

単 位 2 

教員名 向井千代寺

〔講義目的〕

英米の詩および工ツセイを読み、文学作田への

読解力を高める。

〔講義内容〕

英米の詩を読み、詩の独特の表現形式に親し

む。詩(韻文)だけでは物足りないと思うの

で、その他にエッセイをいくつ力、読む。取り上

げる詩人は現在考慮中であるが、ロマン派の詩

人あるいは20世紀の英米の詩人の詩を読む。

エッセイについては20世紀の英米の作家の書

いたものの中から適宜選んで読む予定。読んで

内容を理解するだけではなく、詩の技法在理解

したり、音声的な魅力を昧わったりすることも

大切である。また吾供向けの詩である『マザ

グスJの詩も紹介する予定である。

〔講義のすすめ方〕

授業の初めには教員が詩人や作家についての解

説をするが、中11)は参加する学生であるので、

各自が毎回決められた詩とエッセイを読んでき

たよで、感想やディス力ッションを中山とした

授業をする。

慣れできたらレポ ターを決めて、レポーター

の発表を中山とした進め方に変えていく。

〔教材〕

未定だが、教材としては詩を中山としたものを

使い、エッセイは教員が毎回プリントを用意す

る。

〔成績評価の方法・基準〕

授業内評価 (100%)。授業内評価には、授

業態度、授業申の学習意欲、授業内の小テス

ト、出席などが富まれる。

〔履修のポイント・注意点〕

学生を中山とした授業であるので、毎回予習を

欠かさないようにしてください。授業への種極

的な参加が求められる授業であるので、そのつ

もりで履修のこと。

〔科目内容の位置惜け〕

英米の詩のさまざまな形態に触れ、エッセイを

通して読解力の養成を図る。

|開
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〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英文学概論、米文掌概論、英米文掌A。



科目名 異文化理解

単 位 2 

教員名 宮里恭予

〔講義目的〕

日米比較文化をテマに、リーデインクやディ

ス力ッションを通して異文化及び白文化を認識

し理解を深めることを目的とする。

〔講義内容〕

授業は、前半はテキストとハンドアウトを使っ

て英語による読解を行う。後半は主にグループ

でのディス力ッションなどを通して自分の意見

を発表しあう揚とする。扱うトピックは次の通

り。

1. Equality and seniority 
2. Informality and formality 
3. Class discussion with an exchange 
student 1 
4. Directness and indirectness 
5. Individualism and groupism 
6. Class discussion with an exchange 
student 2 
7. Independence and dependence 
8. Competition and harmony 
9. Class discussion with an exchange 
student 3 
10. Privacy and community 
11. Review session 
12. In-class exam 
13. Essay writing 
14. Class presentation preparation 
15. Class presentation 

〔講義のすすめ方〕

前半は教師によるミ二レクチャ一、テキスト解

説、後半はクループ・クラスでのディス力ツ

ションやアクティビティーなどの写生参加型授
業。

〔教材〕

Discover Your Own Culture一白文化再発
見 WayneSumida， Kyoko Miyazato蓄
英宝社

〔成績評価の方法・基準〕

出席授業貫献 20%
スキット・発表 40% 

|開
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In-class exam 20% 
ブレゼン 20% 

〔雇修のポイント・注意点〕

勢ディス力ッションやアクティビティーを毎回

行うので、積極的仁参加すること。クラスで

の発言-参加について、授業貢献度のなかで

考慮する。

各毎回始業時に出席をとる。遅刻は30分まで認
める。その日のうちに遅刻を自ら申し出るこ

と。後の訂正は原則として認めない。また、

遅刻3固で欠席1固とみなす。やむを得ない
状況を除き、 4.5回以上欠席の場合は、 Hと

なる。また、原則3回以よ欠席した場合は総
合評価B以下となる。

発ディス力ッションを毎回行うので、積極的に

自分の意見を述べるだけでなく、他人の意見

にも真剣に耳を傾ける姿勢をもってもらいた

い。

発リーデインク部分の予習が前提となるので欠

かさないで自宅掌習すること。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

できる限り、異文化コミュニケーション論を履

修する前に履修しておくことが望ましい。



科目名 異文化問コミュ二ケーション論

単 位 2 

教員名 宮里恭吾

〔講義目的〕

21世紀に暮らす私たちはグ口一パリゼーショ

ンの時代を生きている。つまり、私たちの実生

活において、海外劃務や国内においても多様な

外国人と働き暮らす可能性が高くなることを意

昧する。その際、異文i~による摩擦を回避し適
切に対応していく能力を培うことが重要である

ことは言うまでもない。このコースでは、異文

佑への認識、知識、感情、適応スキルをテマ

に、教師によるレクチャ一、及び、学生参加型

の体験掌習を通して、これらの問題を探求す

る。

〔講義内容〕

以下のテーマについて、前半は教師による知識

伝授型のレクチャーを通して、異文化について

多様な角度から考察する。後半はグル ブでの

討論、ペアワーク、クラスディス力ツションな

どを通して、学生参加型の体験掌習を行う。

1.異文化、白文化のAwareness(認識)
2文伯についてのKnowledge(知識)
3目 cultureshock， identity crisisなどの文佑
的価値観と Emotions(感情)
4.異文化による誤解時の適応skills，training 
(スキル)

〔講義のすすめ方〕

前半は教師のレクチャ による知識伝授型、後

半はグループやクラス全体によるディス力ツ

ションやアクティビティーなどの学生参加型授

業。

〔教材〕

最初の授業時に指定する。

〔成績評価の方法・基準〕

普段の授業での重献度などの平常点、及び、

出席なども加昧して最終の判定を行う。目安と

しては次のようになるが、詳しくは初回時に詳

しく説明する。

ブレゼン・プロジェクト

レポート・発表

クラス内小テスト

40% 

20% 

20% 

|聞
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平常点・授業費献度

出席率

〔雇修のポイント・注意点〕

10% 

10% 

持遅刻は30分まで認める。その日のうちに遅
刻を自ら申し出ること。後の訂正は原則とし

て認めない。また、遅刻3固で欠席1固とみ

なす。やむを得ない状況を除き、 4.5回以上

欠席の場合は、トイとなる。また、原則3回以
上欠席した場合は総合評価B以下となる。

帯ディス力ッションやアクティビティーを毎回

行うので、積極的に参加すること。クラスで

の発言参加について、授業貢献度のなかで

考慮する。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

異文イじ理解を履修していることが望ましい。



科目名 英語園地域研究

English Speaking Area Studies 

単 位 2 

教員名 Jeffrey Miller 

〔講義目的〕

[Course Objectives] 
English Speaking Area Studies (英語
園地域研究)traces the development 
of English and its spread around the 
world into eight main branches. To 
understand the English world of today 
and tomorrow， we must know how the 
language came into being， how it has 
changed， and how it is IikelY to change 
in our lifetimes目

Furthermore， English Speaking Area 
Studies provides students with an 
opportunity to discuss， research， and 
present about English language topics 
of personal interest. 

〔講義内容〕

[Course Contents] 
English Speaking Area Studies (英語
園地域研究)begins with an overview of 
the 1，500 years of English language 
evolution and spread from the UK， to 
the US， Canada， Ireland， Australia， 
New Zealand， South Africa， and the 
Caribbean for background. However， 
the focus of the course is not on 
the past but how today' s English is 
continuing to change. Also， how these 
changes， such as "World Englishes" 
and EU English， affect our present and 
future world -especially here in Asia. 

Print and broadcast media materials 
will be used to introduce problems 
and trends in international English 
for discussion. By the fourth week， 
students will select a research topic 
for their oral presentations and written 
research papers due at the end 
of the term. There will be no single 
textbook， however the instructor will 
select appropriate print and video 
material. Students will be required to 

|開 設|半期
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make an five-minute presentation (with 
PowerPoint or handmade visual aids) 
and write an original three-page (750， or 
more， word) research paper， in English， 
based on a topic of their choice. 

A mixture of lecture (in intermediate 
level English)， video， student discussion， 
individual research on a topic of 
interest and student presentations will 
characterize the class 

〔講義のすすめ方〕

[Course Progress] 
The class will meet once a week for 
a semester. For the first few classes， 
lectures， outside reading， and video 
excerpts will provide the necessary 
information on the historic development 
of English. However， the main focus 
of the class is English language in the 
postwar and especially post2000 period， 
and how the language will change in the 
future. For these important questions， 
seminar-style discussions and research 
presentations will be used. Therefore， 
students are expected to be interested 
in and reasonably well informed about 
major world events. 

As explained above， English Speaking 
Area Studies requires students to do 
their own research for a presentation 
and three page English term paper on 
a subject they are interested in. There 
also will be a final exam. 

〔教材〕

[Course Materials] 
There is no one textbook， but the 
course will use instructor-written and 
selected printed as well as video 
materials (such as selections from the 
PBS video "The Story of English"). 
Students are expected to take notes 



during lectures and when viewing video 
clips， as well as to keep all distributed 
material in a folder that they bring to 
class each time. 

〔成績評価の方法・基準〕

[Course Grading] 
The five-minute presentation of individual 
research topics will make up 20 % of 
the overall grade. The three-page (750， 
or more， word) research papers on 
the same topic will also be 20 % of the 
overall grade. Attendance will be 30% of 
the grade; and， a shoはcomprehensive
final examination will also be 30% of the 
total grade. 

〔履修のポイント・注意点〕

[Successful Study Points] 
This course should be both "enjoyable" 
and "informative" as well as giving 
students the opportunity to do original 
research in English. A strong motivation 
to both leam much and "have a lot of 
fun" is key! 

As there is much material to cover， 
regular attendance is vital. Also 
important is an interest in following 
world events. And lastly， when doing 
original research on (for example， the 
origins and background of McDonald' 
s catchphrase T m lovin' it") students 
must not plagiarize， but cite and adapt 
other peoples' ideas in their own words. 

〔税目内容の位置伺け〕

[Related Subsequent Courses] 
English & American Literature A English 
& American Literature 6， and especially 
English & American C (Postmodern 
Literature， which will deal with postwar 
writing in English) are related. 

Obviously， this course contains essential 
background for future Japanese 
Teachers of English目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

[Prerequisites] 
None. However， as English Speaking 
Area Studies will be taught in 
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intermediate level English with outside 
English reading and research required， a 
reasonably strong command of spoken 
and written English is necessary. 



科目名 英語科教育法|

単 位 2 

教員名 宮里恭ミ子

〔講義目的〕

英語科指導法に関する基礎知識と理論を概観

し、現在の英語教育のあり方について考察す

る。下にあげるテーマをもとに英語教育全般の

基礎知識を講義形式で掌び、ディス力ッション

等でどのように現場の授業に生かすかを各自考

える。

現在、日本の英語教育は、「英語が使える日本

人の育成戦略J(2002文部科学省)の枠組み
に沿った改革が進行している。英語教育に関す

る塁本的な知識を身につけ、現在日本の英語教

育に求められていることが具体的に何なのかを

知り、どのようにそれに応えられるのかを考え

る。

〔講義内容〕

授業では以下のテーマを扱う予定である。

(l) 英語教育の目的・学習指導要領

(2) 英語の国際化と日本の英語教青
(3) 第二言語習得と英語教青

(4) 掌習者

(5) 英語教員

(6) 英語教師の役割

(7) 早期・小学校英語教育

(8) 英語教授法

(9) コミュニケーション能力の育成

(10) 4技能(聞き/話し/読み/書く)指
導

(11) 文法・語嚢指導

(12) 英語教青の将来に向けて(言語政策、

World Englishesなど)
その他

〔講義のすすめ方〕

授業は、講義、学生の発表、それとディス力ツ

ションから成る。毎回の擾業のテーマを前もっ

て指示するので、必ず、テキストを事前に予習

しておくこと。オーラル目リポ ト(発表)

や、クルプ・クラス全体での討論のi暑を作る
ので、積極的な参加を期待する。

〔教材〕

「新掌習指導要領にもとづく英語科教青法J
望月昭彦編著大修館書居 2300円

|開 設|半期
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〔成績評価の方法・墨準〕

プレゼンテーション 2回 40% 

定期試験 1回 40% 
出席率 10% 

授業員献度 10% 

〔雇修のポイント・注意点〕

発この授業は、英語教員になるための墓礎知識

を構築するための大切な授業である。この知

識なしに、英語科教青法 11、111、IVに進むこ

とはできない。よって、免許取得のために真

剣に取り組むべき授業であることを11)仁留

め、全出席を目指してもらいたい。

養遅刻は30分まで認める。その日のうちに遅

刻を自ら申し出ること。後の訂正は原則とし

て認めない。また、遅刻3固で欠席1固とみ

なす。やむを得ない場合を除き、 4.5回以上
欠席の揚合は、トイとなる。また、原則3回以
上欠席した場合は総合評価B以下となる。

器授業内容を理解することが大切な科目であ

る。まじめに授業に臨み、各章ごとにきちん

と理解しておかないとこの授業をパスするこ

とは難しい。特に前半は理論的枠組みについ

ての講義なのでかなり難しい。後半は、具体

的な頂目についてのテク二ックの紹介とな

る。定期試験はかなり難しいので、日頃から

予習、復習を欠かさないこと。

餐ディス力ッションを毎回行うので、種極的に

発言すること。クラスでの発言について、授

業員献度のなかで考慮する。

〔科目内容の位置付け〕

教青実習に行くにあたり、最低限の基礎知識と

なる。英語科教育法 11及び111は、内容 目的と

もに直接関連している。



科目名 英語科教育法H

単 位 2 

教員名 滝沢謙三

〔講義目的〕

日本の英語教育が目指す I英語が使える日本
人j育成のための英語教育では、具体的にどの

ようなコミュニケーション活動を採用すればい

いのか、英語を使うことを通してコミュニケー

ション能力を養うことができる各種コミュ二力

ティブな活動について理論を掌び、ミ二模擬授

業を行う。ミ二授業終3後、授業分析について
の討論を行いながら、理論と実践の両面での理

解を深める。また、求められる英語教員とは伺

なのか、授業に関わる現代的な課題について

ディス力ッションする中で授業に対する意識を

高める。

〔講義内容〕

各種コミュ二ケーション活動について講義で理

論を掌び、その申のつを選んで、教材を作成

し、 20分ほどの模擬授業をする。

1 .コミュ二ケ ションに必要な能力とは
2 インプット、アウトプット、インターアク
ンヨン
3 教室英語
4.発問スキルとコミュ二ケ ションストラ
ティジ

5.コミュニケ ション能力育成に育効な各種
活動について(各種ディクテーション、

シャドーインク"TPR、インフォメーショ
ンギャッブ、発音ゲームなど)

6.ミ二模擬授業

〔講義のすすめ方〕

授業の指示、および、員疑応答の半分を英語で

行い、コミュニケ ション能力向上を図る。

講義、ディス力ツション、教材作り、ミ二模擬

授業、全体でのミ二模擬授業の分析など、多面

的な掌習活動を展開するごとで、知識レベルか

ら実践レベルへと転化させ、実際指導する際の

英語授業力を養成する。

〔教材〕

・英語科教育法|の教材を引き続き使用する

• (推薦辞典)白畑知彦他 『英語教育用語辞
典J 大修館書庖 2500円
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〔成績評価の方法・墓準〕

レポート

ミ二模擬授業

定期試験

1回 20%
1回 20%
1回 40%

出席率/授業貫献度 20% 

〔雇修のポイン卜・注意点〕

持遅刻は30分まで認める。その日のうちに遅
刻を自ら申し出ること。後の訂正は原則とし

て認めない。また、遅刻3回で欠席1固とみ
なす。やむを得ない状況を除き、 4，5回以上
欠席の場合は、 Hとなる。また、原則3回以
上欠席した場合は総合評価B以下となる。定

期試験はかなり難しいので、日頃から予習、

復習を欠かさないこと。

持ディス力ッションを毎回行うので、積極的に

発言すること。つラスでの発言について、授

業員献度のなかで考慮する。

長イングリッシユラウンジやセルフアクセスラ

ンゲージセンターを利用し、英語のスピーチ

コンテストに参加するなどで英語を使う経験

を増やすことを奨める。

〔科目内容の位置付け〕

この科目の位置づけは、英語科教育法|の知識

をさらに深めると同時に、英語科教育法 111での

模擬授業に備える、知識から実践への橋渡しと

なる科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英語科教育法 IIIIIVは、内容・目的ともに直接
関連している。



科目名 英語科教青法 111

単 位 2 

教員名 滝沢謙=

〔講義目的〕

この科目の目的は、中学校または高等学校にお

ける外国語としての英語の授業で、学習指導要

領に示されている目標を達成するに足る実践的

な指導能力を養うごとにある。英語指導法に関

して英語科教育法|、 11などで掌んだ理論と実

践を展開し、具体的な授業を想定し、中学校・

高等掌校の教科書を使用して指導案を作成し、

模擬授業を行う。模擬授業の後では、批評会を

持ち、指導上の諸問題を検討する。検討を重ね

ることを通して、より効果的な指導技術を身に

付けると共に、今後取り組むべき課題を明確に

する。

教育実習を想定して実際仁自らが授業を行い、

また、クラスメー卜の模擬授業を見て相互に学

び合うことで実践的な授業力を養う。

〔講義内容〕

十指導案の書き方在学習し、指導案を作成す

る。導入展開一整理までの一連の授業の

流れを計画する。具体的な板書計画、発問

計画を立て、適切な補助教材プリントなど

を作成する。

2. 模擬授業を行う。模擬授業の実践を通し

て、墨礎知識の指導、英語によるコミュ二

ケーション能力養成のための指導、教具

教育機器の扱い方、小テスト作成などを実

践する。

3.主体討論で授業の分析と評価を行う。
4.授業に関連した諸問題(教室英語、テーム

テーチング、コミュニケーション指導、文

法指導、楽しい英語授業、わかる英語授

業、感動する英語授業、意欲を高める授業

等)について問題点と解決策を議論する。

〔講義のすすめ方〕

講義、ディス力ツション、模擬授業、全体での

模擬授業の分析と評価など多面的な活動をす

る。講義の運営・指示などの半分を英語で行

い、コミュニケ ション能力向上を図る。

〔教材〕

必要に応じてプリント等を随時配布する。

|開 設|半期
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〔成績評価の方法・基準〕

模擬授業、出席率、擾業への貢献度、課題への

取組みなど加昧して総合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

自らの課題を見つけて自主的にその向上に取り

組む(自律掌習)実践が大切である。また、イ

ングリッシュラウンジやセルフアクセスラン

ゲージセンターを利用し、英語のスピーチコン

テストに参加するなどで英語を使う経験を増や

すことを奨める。

〔科目内容の位置付け〕

模擬授業を経験することで教育実習にそなえ

る。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

英語科教育法|及び 11は、内容・目的ともに直

接関連している。



科目名 教材研究

単 位 2 

教員名 富里恭吾

〔講義目的〕

英語教育のさまざまな分野における多彩な教材

を取り上げ、評価・分析し、その利点、改善

点、使用法などについて検討する。最後に自分

の言語観に見合うオリジナルテキストを作成

し、模擬授業を通して発表する。

〔講義内容〕

1.教材研究とは?

教材の全体的/個別的分析

2.文科省教科書の教材分析1
3.文科省教科書の教材分析2

4.文法教材研究
5. Listening教材研究
6. Speaking教材研究

7. Reading教材研究
8. Writing教材研究

9. Vocabula凡/教材研究

10.会話/ゲーム目アクティビティ教材研究

11-14 オリジナルテキスト作成と模擬授業

〔講義のすすめ方〕

前半はよに挙げたテーマについて、教材論を概

観し、各教材の評価・分析などの諸問題につい

て、講義在中山に掌ぶ。後半はつルプでそれ

ぞれの教材について長所や改善すべき点などに

ついて考察し、全体での発表・ディス力ツショ

ンを通してそれぞれの教材仁関する特質を探求

する。最後に、自分の言語観に見合うオリジナ

ルテキスト作成し、模擬授業を通して発表す

る。

〔教材〕

教材は特仁使用しないが、各授業時に配布する

ハンドアウトをまとめるファイルを用意するこ

と。

〔成績評価の方法・基準〕

普段の授業での費献度や小テストなどの平常

点、及び、出席なども加昧して最終の判定を行

う。目安としては次のようになるが、詳しくは

担当教員の判定墨準に従うこと。

教材分析発表 20% 

模擬授業・オリジナルテキスト 50% 

|開
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平常点・授業員献度

出席率

〔麗修のポイント・注意点〕

20% 

10% 

発遅刻は30分まで認める。その日のうちに遅
刻を自ら申し出ること。後の訂正は原則とし

て認めない。また、遅刻3固で欠席1固とみ

なす。やむを得ない状況を除き、 4.5回以よ

欠席の場合はけとなる。また、原則3回以上
欠席した場合は総合評価B以下となる。

長ディス力ッションやアクティビティーを毎回

行うので、積極的に参加するごと。クラスで

の発言・参加について、授業員献度のなかで

考慮する。

〔前提・関連料目(割目間関連の内容))

英語科教育法|を履修済みであることが望まし

い。



科目名 コミュ二力ティブ英語指導法

Communicative English Teaching 

単 位 2 

教員名 Jeffrey Miller 

〔講義目的〕

[Course Objectives] 
Communicative English Teaching (コ
ミユ二力ティブ英語指導法)is designed 
to provide future Japanese Teachers 
of English (JTEs) with the confidence 
and experience to successfully 
teach English classes in English. This 
classes will focus on using English as a 
communicative tool to maximize student 
classroom "output." 

Photocopies of officially approved 
Ministry of Education and Science 
(MEXT) junior and senior high school 
English textbooks and teachers' 
manuals will be used. Additionally， 
through extensive interaction with mock 
Assistant Language Teachers (ALTs)， 
future JTEs will master the actual give-
and-take dynamics of team-teaching as 
used in Oral Communications classes 

〔講義内容〕

[Course Contents] 
Communicative English Teaching (コミュ
二力ティブ英語指導法)is a "hands on" 
course allowing students to practice 
teaching using actual junior and senior 
high school textbooks and teachers' 
manuals. After a brief theoretical 
overview， future JTEs will learn how to 
make lesson plans， design interactive 
listening and speaking exercises， and 
effectively control a class. 

For the Oral Communication team-
teaching situations， the instructor (or 
Hakuoh foreign exchange students) will 
act as the AL T for future JTEs to team-
teach with in micro-teaching sessions 
Other students will be the "Iearners" and 
will evaluate the effectiveness of the 
micro-teaching session. 

|開 設|半期
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Official MEXT English curricula for 
elementary school English will be used 
as it becomes available. In the interim， 
current Oyama elementary school 
English curricula will be used. 

〔講義のすすめ方〕

[Course Contents] 
The course will meet once a week for 
a semester and will be taught entirely 
in intermediate level English. No set 
textbook will be used but the instructor 
will provide photocopies of all the 
needed material. Also， regular visits to 
the English Lounge and the Hakuoh 
library's Self-Access Learning Center to 
practice English will be expected目

The instructor will rarely lecture， but 
usually coordinate activities that are 
both learner-centered and output-
oriented. As a result students are 
expected to actively use the classroom 
English that they already know with 
greater accuracy and more natural 
speed and a巾culation.Although MEXT 
approved textbooks and additional 
print-based material will be used， the 
thrust of the course is having students 
master classroom speaking， writing， 
listening， and reading skills in authentic 
and natural English. 

〔教材〕

[Course Materials] 
There will not be one fixed textbook but 
the instructor will photocopy material 
from a number of sources. In addition 
to weekly "hands on" practice activities， 
there will be a final exam based on 
the distributed material. Therefore， the 
students are expected to keep all the 
material in a folder that they bring to 
class every time. 



〔成績評価の方法・基準〕

[Course Grading] 
Individual micro-teaching and 
subsequent evaluation， lesson-plan 
preparation， MEXT English textbook 
teacher manual-based homework and 
class presentations will be regularly 
graded and make up 50% of the overall 
grade. Attendance will be 30 % of the 
grade and， a final examination will also 
be 20% of the total grade. 

〔履修のポイント・注意点〕

[Successful Study POints] 
Regular attendance is the only way 
to master Communicative English 
Teaching. Furthermore， learners will 
be expected to use outside-of-class 
opportunities like the English Lounge 
and the Hakuoh library Self-Access 
Learning Center as much as possible. 
Also， as teaching is a social skill， 
aspiring teachers should be active， 
outgoing， and serious. 

Communicative English Teaching (コ
ミュ二力ティブ英語指導法)should be 
もnjoyableand fun" as well as beneficial 
for future JTEs. 

〔科目内容の位置柑け〕

[Related Subsequent Courses] 
教材研究、英語コミュ二ケ ション教育特講、

小掌校英語教育

容肉の連関閏目
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科巨名 小学校英語教育

単 位 2 

教員名 宮里恭吾

〔講義目的〕

小学校英語教育の理論と実践を通して、小掌校

で英語を教えるために必要な墨礎事頂を学び、

実際のteachingに役立つ訓練を行う。

〔講義内容〕

1 日本国内仁おける小学校の英語教育に対
する是非

2.アジア・ヨーロッパ諸国の小挙校英語教

同

3 小掌校英語教師に求められる教師像
4.小掌校英語教育の現状と展望
5. TTと国際理解異文化理解教育
6.早期英語教育.Bilingual Education 
ア.早期英語教育教材研究 (1) 
8.早期英語教青教材研究 (1) 
9. TT教材研究
10.力リキュラム・オリジナルテキスト作成

11 力リキュラム・オリジナルテキスト作成

12.模擬授業

13.模擬授業

14.模擬授業

〔講義のすすめ方〕

コース前半は、小掌校の英語教育に対する

様々な見解やその位置づけ、各国小学校英

語教育の実態、小学校英語教師にもとめら

れる教師像、 TTへの山構え、国際理解・
異文1lj理解授業・ WorldEnglishesなどの
Multiculturalism， Multilingualismに関する知
識や早期英語教育 bilingual educationにお
ける長所や問題点などを講義する。

後半は、講義を通して得た言語観を反映する

小学校英語教育6年間のオリジナル力リキュラ
ムを作成し、早期英語教育関係の教材やTT教
材などをグループで教材分析・研究しながら、

オリジナルの教材集を作成し、模擬授業を通し

て発表する。

〔教材〕

各授業時に配布するハンドアウト。

〔成績評価の方法・基準〕

普段の授業での貢献度や小テストなどの平常

点、及び、出席なども加昧して最終の判定を行

|聞 設|半期
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う。目安としては次のようになるが、詳しくは

初回授業時仁詳しく説明する。

プレゼン 20% 

模擬授業・オリジナルテキスト 50% 

授業内小テスト 10% 

平常点・授業費献度 10% 

出席率 10% 

〔履修のポイント・注意点〕

脅遅刻は30分まで認める。その日のうちに遅
刻を自ら申し出ること。後の訂正は原則とし

て認めない。また、遅刻3固で欠席1固とみ
なす。やむを得ない状況を除き、 4.5回以上
欠席の揚合は、判となる。また、原則3回以
上欠席した場合は総合評価B以下となる。
持ディス力ッションやアクティビティーを毎回

行うので、積極的に参加すること。クラスで

の発言・参加について、授業貢献度のなかで

考慮する。

〔科目内容の位置柑け〕

英語科教育法 1;を履修済みであることが望まし
い。



科目名 英語で話す日本文化

Japanese Culture in English 

単 位 2 

教員名 Lorraine Reinbold 

〔講義目的〕

This course is designed to promote 
intercultural awareness and successful 
communication in English for Japanese 
students目 Theywill practice using the 
four skills of English， reading and writing， 
listening and speaking， and think 
critically by examining cultural diversity 

Quite often people think of Japanese 
culture as Tea Ceremony or Kabu~く 1 ，

but culture also includes language， 
customs， values， and communication 
styles. Actions of people from di打erent
cultures can be misinterpreted and 
cause friction. With this in mind， the 
purpose of this course is to enable 
students to interact with a wide range 
of people by letting them reflect upon 
their own culture. 8y developing self-
consciousness of their own culture， 
they can begin to appreciate people of 
other cultures目

〔講義内容〕

Topics to be covered will include cultural 
awareness， identity， stereotypes， 
gestures， translation misunderstandings， 
values， multiculturalism in Japan， culture 
shock， and traditional and modern 
Japanese culture. 

〔講義のすすめ方〕

Class sessions will be held in a 
Cooperative Learning environment 
where students will work together 
to accomplish mutual goals. Each 
participant will be responsible in being 
active and contributing to their group 
members' support encouragement and 
assistance 

Students will have weekly discussions 
in groups of three on topics that will 
be introduced by the instructor. In 

|開
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some sessions， students will take 
turns in taking the role as the Group 
Leader， Recorder， and Speaker 
The leader must prepare for the 
discussion， make comprehension and 
discussion questions for the group， 
and is responsible for seeing that each 
person has a chance to speak and 
voice opinions in English. The recorder 
should summarize and write the main 
ideas that were brought up during the 
discussion， and the speaker should 
present them to the other groups in the 
class目 Forsome sessions where there 
are reading assignments， students 
will have roles such as the Reader， 
Recorder， and Checker. The Reader will 
read， the Recorder will write the main 
or good ideas， and the Checker will 
make sure that everyone is participating 
actively and makes sure that everyone 
understands. 

〔教柑〕

Different Realities: Adventures in 
Intercultural Communication 
Joseph Shaules and Juri Abe 
Nan'un-Do 
1997 

〔成績評価の方法・基準〕

Grades on this course will be determined 
by the following criteria: 

• Regular attendance 30 %ー Ifyou 
miss more than 1/3 of class sessions， 
you will fail the course. 8eing late for 
class three times will count as one 
absence. 8eing late for more than 20 
minutes is considered one absence. 
You are responsible for notifying me 
in advance when possible， of reasons 
for absences， late arrivals， and early 
departures目



• Active pa巾cipation30% 

• Homework grades/quizzes 20 % -NO 
LATE HOMEWORK will be accepted. If 
you are absent aslくtheinstructor or a 
friend about the assignment before it is 
due. 

• Final assignment -20% 

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

Prerequisites to this course are: English 
Study Skills， Reading and Vocabulary 
Building Levell， and Writing Levell. 

-494-



科目名 基礎11)理掌A

単 位 2 

教員名 田多英興

〔講義目的〕

山理学専攻の孝生のための初めての11)理掌とい

うことになるが、塁本的には他の専攻掌生のた

めの 1/1)理学A.BJと大きな差はない。つま
り、これから勉強を始める/1)理掌専攻の入門と

して、「人閣の11)と行動の科学的理解Jの塁本
的な枠組みを知ることを目的とする。一般/1)理

学といわれる「正常な個人の成人jの山と行動

の理解を主題とする。

〔講義内容〕

1 /1)理学とは
1.1 11)理掌とはどんな掌聞か
1.2 11)理掌の歴史(科挙的11)理掌以前と以
後)

1.3 11)理学の研究方法、対象、研究領域
2 行動の生理的塁礎
2.1 脳と1[:，1
2.2 脳神経系の働き
2.3 生理掌と山理掌
3 行動の生物掌的基礎
3.1 行動の種類

3.2 生得的行動と初期経験

3.3 進佑的適応
4 知覚
4.1 物理的環境と主観的環境
4.2 知賞の一般的特性
4.3 知覧の諸現象
4.4 動的知賞
5 掌習
5.1 掌習とは

5.2 条件づけ掌習

5.3 洞察掌習
6 記憶
6.1 3つの記憶
6.2 長期記憶の諸問題
6.3 忘却過程と記憶の変容

〔講義のすすめ方〕

塁本的は教科書に基づいてのパワーポイン卜と

板書(黒板)による講義になる。一方的に牒り

ますから、しっ力、りノートが取れるようにして

下さい。自分なりのノートが取れるようになる

ことが大掌生の第1歩です。

|開
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〔教柑〕

教科書:今田・宮田・費集共編の 1/[:，1理掌の墨
礎 3訂版J陪風館

〔成績評価の方法・基準〕

成躍は、毎日寺間課す小レポ 卜と出席点，それ

に挙期末の定期試験による。 1[:，1理学実験の被験

者を体験したときにはそれも出席点として採用

します。

〔履修のポイント・注意点〕

1[:，1理掌的思考の訓練の第1歩です。しっ力、り聞
いて、ノ 卜を取れるようにして下さい。

〔科目内容の位置付け〕

大学生としての第1歩の全く墨礎的な教養科目
の学習で、かつ1[:，1理掌専攻の出発点です。

〔前提・関連科目(輔自間関連の内容))

この科目には前提になる科目履修はないが、基

礎1[:，1理学Aと墨礎1[:，1理学Bで入門の1[:，1理掌の
全体をカバーするつもりなので、基礎1[:，1理掌B

も続けて履修することが望ましい。



科目名 基礎11)理学B

単 位 2 

教員名 田多英興

〔講義目的〕

墨礎11)理掌Aの続編であるので、〔講義目的〕

はそちらを参照されたい。これと合わせて履修

することが望ましい。

〔講義内容〕

1 動機づけ
1目1 行動の原動力としての動機
1.2 動機の分類法
1.3 動機聞の関係

2 欲求と欲求不満
2.1 欲求不満の原因反応・状況

2.2 ストレス
2.3 自我防衛機制

3 感情
3.1 感情の分類

3.2 情劃の理論

3.3 情動と身体的表出

4 人格
4.1 人格の理論

4.2 人格の形成

4.3 人格の測定
5 知能
5.1 知能とは伺か

5.2 知能の構造的把握

5.3 知能の測定

6 自我
6.1 2つの自我
6.2 自我の理論
6.3 成熟した自己

〔講義のすすめ方〕

田多担当の塁礎11)理掌Aと全く同じ進め方で
ある。

〔教材〕

教科書.今回・富田-員集共編の「山理学の墨

礎 3訂版J陪国館

〔成績評価の方法・基準〕

成績は、毎時間課す小レポートと出席点，それ

に掌期末の定期試験による。 l山理挙実験の被験

者を体験したときにはそれも出席点として採用

します。

l開
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〔履修のポイント・注意点〕

田多担当の墓礎11:，¥理掌Aと全く同じ。

〔科目内容の位置柑け〕

大学生としての第1歩の全く墨礎的な教養手斗目

の学習で、かつ11:，¥理学専攻の出発点です。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

この科目には前提になる科目履修はないが、基

礎11:，¥理掌Aと墨礎11:，¥理学Bで入門の11:，¥理掌の
全体をカバーするつもりなので、基礎11:，¥理掌

Aを履修していることが望ましい。



科目名 JI)理統計法

単 位 2 

教員名 飯田成敏

〔講義目的〕

JI)理学では、実験や調査の計画、データ処理等
において、統計学や実験計画法は、必須であ

る。この科目では、卒業論文や実験実習等にお

いてJ()理学の研究を実践する際に必要な、推計

掌の塁本的事頂を掌;:;¥0前半で、実験計画法の
基本を掌び、後半では、統計的な処理技法の

中でも特に墓本的かつ頻繁に使用される、 t検
定、分融分析、相関係数について説明する。

〔講義内容〕

第 1回導入
第2回尺度について
第3口実験計画法①
第4回実験計画法②
第5固有意差検定とは
第6回 t検定①
第 7回 t検定②
第8回 t検定③
第9回分散分析①
第10回分散分析②
第11回分散分析③
第12回分散分析④

第13回相関係数

第14回 Excelの使い方①
第15回 Excelの使い方②

〔講義のすすめ方〕

各種統計ソフトの操作等をプロジェクターから

提示しながら講義を行う。必要に応じて、掌生

自身でパソコンや電卓を使用して体験する場面

も設ける予定である。

〔教材〕

教科書 IJI~\理掌のためのデータ解析テク二力ル
ブック]森敏昭・吉田寿夫(著) 北大路書房

1500円(税別) 教科書は必ず購入するこ
と。

〔成績評価の方法・基準〕

学期末にテストまたはレポートのいずれかを課

す。評価は、この結果(約70%)に出席状況

(高830%)を加昧して行う。
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〔履修のポイント・注意点〕

JI)理掌を実践していく上で、 Jt，¥理統計学は必須

である。そのため、 Jt，¥理掌専攻の掌生は、必ず

履修することを望む。

〔科目内容の位置付け〕

本講では、科目の特性上、数写、特に確率・統

計が関係する。文系の学宝向けに、出来る限

り、数掌的な専門知識はなくても理解できるよ

う講義を進めていく予定であるが、ある程度

は、数挙が関係してくることをJI)得ておいて欲

しい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

特になし。



科目名 1t，1理掌墓礎実験演習

単 位 4 

教員名 伊崎純吾

〔講義目的〕

1)山理学実験の手続きや考え方を学習する

2)データ処理やルールに沿ったレポートの書
き方を実際lご体験する
3) レポートをルールにそって書き、メールで

添付し提出できる技術を獲得する

〔講義内容〕

第 1回オリ工ンテーション・レポートの書き方
第 2回[実験1Jミユラー-リヤーの錯視
第3回[実験2J大きさの恒常性
第4回レポート返却[実験1と実験2Jならび
に解説①

第 5回[実験3J費聞紙法と尺度一向性検査を
手がかりとして

第 6回[実験4J一対比較法一11)理尺度の構成
第7回レポート返却[実験3と実験4Jならび
に解説②

第8回[実験5J奥行知覚の手がかり
第9回[実験6J明るさの対比
第10回レポート返却[実験5と実験6Jならび
に解説③

第11回[実験7J鏡像描写
第12回実験デザインについて
第13回レポート返却ならびに解説④
第14回期末レポートの準備と提出

第15回今後の課題とまとめ

〔講義のすすめ方〕

オリエンテーションで詳細は説明するが、この

講義は、 2コマ連続の講義 (90分X2コマ)
である。 2コマかけてひとつのテーマ/実験方
法について概略的な講義をしたのち、決められ

たテーマと手続きに沿って墓本的な実験を行

い、 1t，1理学実験の手続きや考え方、データの処
理の方法、レポートの書き方のルールなとを掌

iS¥o 1t，1理掌の墓礎的テーマについて習熟すると
ともに、研究の基本的手法を修得することを目

標とする。具体的には、知覧，認知，社会，掌

習，生理，臨床，人格などの領域で、基礎的な

実習を仔う。最後にまとめとして、各自興昧の

ある問題を想定し、仮説と方法を計画する課題

(実験デザインの作成課題)仁取り組んでもら

っ。

|開 設|半期
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〔教材〕

教科書は講義内で使用するので必ず購入すること。

教科書
『教材1['，1理学.1(第4版)・木下富雄編集・ナ

力二シヤ出版・ 2000円+税

参考書(レポートを書く際仁役立つと思われる

もの)

f/t，1理学実験を愉しむ.1.宮原英種ほか監修・
ナ力二シヤ出版

f/['，1理学実験ノート.1• 1t，1理掌実験ノート編纂
委員会編・二瓶社

「実験とテスト=/t，¥理学の墓礎(実習編).1
It，¥理学実験指導研究会編-活風館
『実験とテスト=/['，1理学の墨礎(解説編).1

1['，1理挙実験指導研究会編培固館

f/t，¥理学のための実験マニュアルJ.利昌保ほ
か編著・北大路書房

〔成績評価の方法・基準〕

実験ごとにレポートの提出が必須。

出席50% レポート50%で評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

実験という演習の性格上、遅刻するとクラスメ

イトに迷惑がかかり、欠席するとレポートも書

けなくなるので、遅刻は認めない。またやむを

得ず欠席する場合は、補講を行うようにするの

で、事前仁教員に相談すること。無断欠席で、

レポートのみを提出しても評価しない。

※実験器具の関係上、定員は30名程度とす
る。認定1['，1理士輩格希望者で高年次の学生を優

先するが、資格希望者は若い年次での受講が望

ましい。履修者の決定は、初回授業で行う。

〔科目内容の位置柑け〕

1t，1理学の墨礎的な科目である。認定It，¥理士制目

(墨礎桝目・領域C It，¥理学実験・実習)で
ある。

〔前提・関連科目(稗目間関連の内容))

r It，¥理学研究法Jr It，¥理測定法jで実験計画に
関わる統計の考え方などの概要を把握してから

受講すると、より知識を深めることができ、実

験ならびにレポート作成の体験が意義あるもの

となろう。



科目名 掌習11)理学

単 位 2 

教員名 飯田成散

〔講義目的〕

学習とは、経験による行動変容を言う。この行

動変容のメカニズムとして考えられる、 2つの
条件づけ(古典的条件づけとオペラント条件づ

け)を、本講では主に取り上げる。半期の講義

を通じて、条件づけに関する塞本的な理解を目

指すと共に、 l白理挙が行動の科学と言われる所

以や、行動の原因を生体内部ではなく環境にお

く考え方にふれてもらいたい。

〔講義内容〕

第 1回 学習山理の基礎と歴史
第2回 本能的行動と学習による行動
第3回古典的条件づけ①
第4回古典的条件づけ②
第5回古典的条件づけ⑤
第6ロ オペラント条件づけ①
第アロオペラント条件づけ窃

第8ロオペラント条件づけ③
第9回嫌悪統制
第10回選択行動
第11回刺激性制御
第12回行動分析掌
第13回単一被験体法
第14回社会的掌習

第lS田知覧運動学習

〔講義のすすめ方〕

板書をしながらの講義形式で行う。必要に応じ

て、ビデオ等の供覧も行う。また、指定した教

科書以外の参考図書の紹介や、資料の配布は適

宜行う予定である。

〔教柑〕

教科書「学習の10，¥理行動のメ力二ズムを探

るJ実森正予・中富定彦(蓄) サイエンス社
3772円(税込) 教科書は必ず購入するこ
と。

〔成績評価の方法・基準〕

評価は、挙期末に 1回行うテストの結果(約
70%)仁出席状況(約30%)在加昧して行

つ。
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〔履修のポイント・注意点〕

特になし。

〔科目内容の位置柑け〕

我々の日常の行動は、そのほとんどが生後の経

験を通して獲得・変容したものであることか

ら、学習11)理掌の理解は10，¥と行動を考える上で

非常に重要であると言える。また、行動療法は

掌習10，¥理学の知識や理論に基づいた10，¥理療法で

あるように、教育や臨床などの応用場面におい

ても、学習10，¥理挙は大きな員献をしている。そ

のため、山理学に関山のある学生には、掌習10，¥

理学の考え方に是非l忘れてもらいたい。履修に

あたっては、山理学に関する予備知識は一切必

要とし広い。むしろ、漠然と抱いている山理写

に対するイメージに固執せずに学んでもらいた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

特になし。



科目名 発達10，¥理掌|

単 位 2 

教員名 田多英興

〔講義目的〕

発達Jl)理掌は，本来誕生から死までの生涯にわ

たる発達的変fちを研究する領域であるが，教育
挙部の山理学ということで，主として青年期ま

での発達過程の基礎を講ずる。つまり，胎児か

ら青年までの，さまざまな10，¥的・行動的機能の

変佑過程の法則を考える。

〔講義内容〕

1 発達10，¥理掌とは伺か
1.1 発達10，¥理掌と一般10，¥理学
1.2 発達段階と発達課題
1.3 発達10，¥理学の研究方法

1.4 .::子ども研究の意義
2 発達の生物学背景
2.1 個体発生と系統発生
2.2 霊長類の行動研究

2.3 比較行動学と発達研究

2.4 行動発達の種間比較

3 胎児期の特徴
3.1 胎芽・胎児の身体発青

3.2 成熟度

3.3 運動機能と感覚機能の発達

3.4 コンビテンス
4 乳児の認知と社会化
4.1 乳児の視覚機能

4.2 奥行きの知覧

4.3 認知と思考の発達
4.4 社会的能力の発達

5 乳刻]児の家族関係
5.1 家族関係へのアプローチの仕方

5.2 母吾関係と三子どもの社会的 情緒的な

発達

5.3 親のしつけ方と吾どもの認知発達の関
係

5.4 父親ときょうだいの影響
6 ことばの発達
6.1 ことばへの聞かれた杏在

6.2 ことば発生の基盤
6.3 文法と意昧の獲得
6.4 リテラシーの世界
6.5 ことばと自我の関係

7 遊びの発達
7.1 遊びの発達傾向の特徴
7.2 遊びの機能

|開 設|半期
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7.3 遊びの概念
7.4 広い視野から見た遊び
8 友だち関係の発達
8.1 友だち田仲間とは

8.2 幼児期の中と遊び・けんか
8.3 友だち関係の展開
8.4 仲間集団と伸間文化
9 動機づけの発達
9.1 動機づけとは伺か

9.2 内発的動機づけと外発的動機づけ

9.3 動機づけ理論の色々
10 自我と自己の発達

10目1 自我・自己の発達とは

10.2 対象としての自己の知覧ー乳児期

10.3 自己主張と自己抑制一幼児期

10.4 自己意識の分化と行動ー児童期

10.5 自己認識の深まりと統合一青年期

11 吾どもの適応問題

11 . 1 吾どもの適応問題のいろいろ

11.2 そのアプローチの方法のさまざま

〔講義のすすめ方〕

パワーポイントと板書による講義が主で、ほぽ

一方的にしゃべりますが、時に写生諸君へ麗問

もします。

〔教材〕

無藤隆-高橋恵三子 田昌信元編 「発達10，¥理掌

入門| 乳児・却児-児童j 東大出版会

1990 

〔成績評価の方法・基準〕

成構は，毎回実施する小レポートの内容と出席

点による。

〔雇修のポイント・注意点〕

上級10，¥理掌コースの一つです。多少専門用語が

多くなるし，やや特殊なテーマを扱います。教

員志望の人は無論のこと，一般10，¥理学あるいは

生物科挙の墓礎教養の一つなので十分理解をし

てもらいたい。

〔科目内容の位置伺け〕

墓礎11)理掌Aや Bの上級10，¥理掌の一つです。
多少専門用語力、多くなるので、めげないように



して下さい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

基礎l山理学Aや基礎l山理掌巳を受講している
ことが前提である。
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科目名 生理11)理学

単 位 2 

教員名 田多英興

〔講義目的〕

I~\理学と生理学の中間にある研究領域で、主に
「脳とIt;りあるいは「身体とI~U の問題を取り
扱う。さらにやや詳しくいえば、主に動物を中

I~\に研究をする狭義の生理I~\理掌と人聞を対象
にして進める精柵(I~\理)生理学とがあるが、
本講は後者を講ずる。つまり、人閣の山の変化

が身体的変佑とどんな対応があるかを研究する

領域である。近代科挙の出発点の一つであった

II~\身二元論J を何とかして II~\身一元論J 仁
返そうとする試みのーっとも考えられる。

〔講義内容〕

1 生理I~\理学とは何か
1.1 生理I~\理学と精相生理学
1.2 精相I~\理掌の問題と方法
1.3 生理I~\理掌の関連領域
1.4 生体反応の概観

1.5 身体の調節に関するこつの働き

2 中枢相経系の活動
2.1 脳波とは
2.2 背景脳波と覚醒水準

2.3 臨床脳波

2.4 事象関連電位
3 自律神経活動
3.1 I~\臓血管系の活動: 1印拍と血圧
3.2 呼吸活動

3.3 皮膚電気活動

3.4 体温調節系

4 視賞運動系活動
4.1 骨格筋活動

4.2 眼球運動
4.3 i関目活動
4.4 瞳孔運動

5 免疫.内分iill'¥系活動
5.1 相経内分泌系指標

5.2 ストレス反応と免疫指標
5.3 非侵襲性指標:唾液中コルチゾール・
アミラーゼ

〔講義のすすめ方〕

教科書仁沿ってのパワーポイントと板書による

講義で、ほぼ一方的に喋べりますが、時に掌生

諸君へ質問もします。
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〔教材〕

教科書:

富田洋監修藤津・怖木山崎編集 [新生理

I~\理掌 1 巻生理I~\理学の塁礎j 北大路書

房 1998

参考書:

宮田洋監修 藤津・柿木・山崎編集 「新生理

山理学 2巻生理I~\理学の応用分野j 北大
路書房 1997 
宮田洋監修藤津田柿木山崎編集 「新生理

山理学 3巻 生理l印理学の新しい生理I~\理掌
の展望J北大路書房 1998 

〔成績評価の方法・基準〕

成績は，毎回実施する小レポートの内容と出席

点による。

〔雇修のポイント・注意点〕

上級I~\理掌コースの一つです。多少専門用語が
多くなる、特に電気などの理科の用語や解剖用

語が多くなるが、あまり気にしないで、めげな

いようにして下さい。

〔科目内容の位置伺け〕

墨礎I~\理掌 Aや B の上級l山理学のつです。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

基礎I~\理学 Aや基礎I~\理学巳を受講している

ことが前提である。



科目名 比較11)理学

単 位 2 

教員名 田多英興

〔講義目的〕

一般山理掌(基礎山理掌A目巳)では主に正常
な個人の成人を対象にした11::，¥理学体系を講ずる

ことになるが、それ以外の、異常、集団、ミ子ど

も、などの研究から人聞の本性を比較研究する

ことも可能である。その申で、特に種聞の比

較、つまりヒトと動物の比較をして、両者が同

じ基盤にあることと遣う墓盤にあることを明ら

かにして、人間の本性を考えようとするのが比

較11::，¥理掌の主な目的である。

〔講義内容〕

1 比較11::，¥理学とは
1.1 一般11::，¥理学と比較11::，¥理掌
1.2 動物11::，¥理学の歴史
1.3 進化11::，¥理学
1.4 比較認知科学

1.5 霊長類掌の誕生
2 チンパンジーの暮らしと文他
2.1 ApeとMonkey
2.2 道具を使うチンパンジー
2.3 道具に文化差がある

2.4 文化の伝承
3 親吾のきずな
3.1 アイのミ子育て訓練
3.2 3害関係による参与観察法

3.3 新生児性微小，模倣，発声

3.4 翼似て掌ぶ
4 吾育て支援

4.1 国系社会での父親の役割
4.2 長いミ子育て期間と麦援体制
4.3 伸聞の拡大
5 コミュ二ケーション
5.1 見詰め合う，微笑みあう
5.2 チンパンジーの音声とヒトの音声
5.3 指差し，視線の理解
6 ことばと数の理解

6.1 アイプロジェクト
6.2 数亨の短期記憶
6.3 力ラーストループによる漢写の理解
6.4 お絵かき
7 自己認識と他者理解

7.1 鏡映像の理解は
7.2 11::，¥の理論へ

8 知性と教育

|開
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8.1 道具使用による知性の関与

8.2 見て掌ぶ

8.3 石器使用の発達過程
8.4 知性の進化
8.5 素朴な信念から科挙的理解へ
9 内因性瞬自の系統発生的研究
9.1 動物の瞬目

9.2 霊長類の瞬自における系統差
9.3 夜行性と昼行性

9.4 樹上生活と地よ生活

〔講義のすすめ方〕

パワ ポイン卜と板書による講義以外に、チン

パンジー研究のビデオを使う。時に掌生諸君へ

畳間もします。

〔教材〕

参考書:

1 )藤田和生著 「比較認知科挙への招待j ナ

力二シヤ出版 1998 
2)松沢哲郎著 「進化の隣人 ヒトとチンパ

ンジ-J 岩波新書 2002 
3)長笛川寿一・長谷川員理喜善 [進イじと人

間行動J東大出版会 2004 
他の関連参考書はその都度示す。

〔成績評価の方法・基準〕

成鰻は，毎回実施する小レポートの内容と出席

点仁よる。

〔雇修のポイント・注意点〕

上級11::，¥理学コ スの一つです。動物に興昧のあ

る人は特に歓迎する。

〔科目内容の位置付け〕

基礎11::，¥理学Aと基礎11::，¥理学 Bの上級l印理掌の

つです。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

基礎l印理学Aや塁礎l印理学Bを受講している
ことが前提になる。



科目名 人格11)理学

単 位 2 

教員名 伊東孝郎

〔講義目的〕

人格(パーソナリティ)とは何か。持って生ま

れた気量をもとに、さまざまな経験が加わって

できあがった、その人の特徴的な行動や考えな

どを決定するものである。また外部の観察者の

視点に立つならば、その人の行動や考えに共通

するパターンであるといえる。 I性格Jという
語も、ほぽ同じような意昧で使われることが多

い。

本講義では、人格について多面的に学習し、

人格に関する墓礎的知識を身につけると同時

に、自身を重めた人聞の理解を深めることを目

的とする。

〔講義内容〕

人格について多角的仁学ぶ本講義では、過去か

ら現在に至る人格理論と研究の成果、人格理解

の方法、人格の形成過程、および人格仁関する

問題等、幅広く掌ぶこととする。

〔講義のすすめ方〕

1 .人格、性格、気質
2.人格理論いろいろ
3 人情理解の方法
4.類型論
5 特性論
6.人格の形成過程
7.人格と家族関係
8.人梧と人間関係
9.適性とは
10.人格と問題行動
11 .人格の異常と障がい
12 人格の適応的変化
13.人格と文化
14.まとめ

15.定期試験

〔教材〕

「性格11)理学への招待・改訂版j詫摩武俊・瀧

本孝雄鈴木Z史・松井豊サイエンス社
2003 
その他、参考書については講義の中で適宜紹

介する。
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〔成績評価の方法・基準〕

成績は、掌期末の試験 (50%)と出席状況
(50%)による。

〔履修のポイント・注意点〕

人格について学ぶごとは、ある意昧、人間その

ものを掌ぶことと同義であるといえる。青年期

の諸君にとってきわめて大切な体験になるであ

ろうし、当然、自己理解も深まるごとが予想さ

れる。本講義の意義を充分に理解した上で、真

警な姿勢で受講してほしい。

〔科目内容の位置柑け〕

11)理掌専攻力リキュラムの中では、専攻専門科

目として位置づけられる。

また認定/1)理士資格の選択科目GI臨床11)
理掌・人格11)理学Jの塁本主題に該当する。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

[墨礎11:，1理学AJI墨礎11:，1理学BJをすでに受
講済みのこと。したがって、実霞的には2年次
以降の受講となる。



科目名 健康ll)理学

単 位 2 

教員名 本多麻ミ子

〔講義目的〕

l)健康山理掌は、疾病の予防と、健康の維

持・増進を目指す応用1¥)理学のひとつであ

る。 I[)と身体の関連、ストレス、生活習慣

病の予防、健康行動への行動変容などを中

山として、健康l印理掌の墨礎理論と実践方

法について理解を深める。

2)健康1['，¥理アセスメントを体験することに
よって、自らの1['，¥理・行動の特徴を明らか

とする。この結果を活用し、 1['，¥身の健康増

進に関するセルフマネジメントの実践を最

終目標とする。

〔講義内容〕

主な講義内容は以下の通りである。

l)健康1['，¥理学の墨礎理論

2) 1['，¥と身体の関連

3)ストレスと健康
4) )てーソナリティと健康
5)生活習慣と健康行動
6)健康行動への行動変容

フ)健康教育

8)健康1['，¥理アセスメント

〔講義のすすめ方〕

上記の内容について講義を進める。適宜、健康

山理アセスメン卜を行う。具体的には、関連す

るl山理検査を実施し、その結果や解釈を小レ

ポートとして提出する。

〔教材〕

資料を配布する。参考文献は授業中に紹介す

る。教科書は指定しない。

〔成績評価の方法・基準〕

出席30%、レポート30%、定期試験40%とし

て評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

毎回、授業時間内に小レポ トを提出すること

によって、出席の確認とする。

〔科目内容の位置付け〕

「認定1['，¥理士J資格申請を希望する場合は受講
することが望ましい。

|開
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本講義は、ストレス、生活習慣病、健康行動

への行動変容なと心への理解を深めることによっ

て、 1['，¥と身体の健康について掌ぶ科目として位

置づけられる。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目は特にないが、 1['，¥理掌関連料目の履修

を勧める。



科目名 11:，¥身医学

単 位 2 |開 設|半期

教員名 海原純吾

〔講義目的〕

11:，¥の病に悩む人が増加している。

人の健康は11:，¥と体に分けて論じられるが実際に

は、人の11:，¥に配慮しないでは病気は治らない。

11:，¥は{本に影響し、体は11:，¥に影響する。ここで

は塁本的な11:，¥の病の概念を掌び、自己チェック

を童め日常生活や将来の仕事の現場で役立つ掌

聞としたい。

理解が深まると思われる。

〔講義内容〕

・0身医掌とは
. f本の病とl山の病
.11:，¥の病の分類

脳の変調と精梱障害

症状の捉え方

.11:，¥因反応神経症

.うつ病

・ミ子どもの精神的問題

働き盛りの精禍的問題

老年期の精神的問題

-女性の精神医挙

-災害とストレス疾患

.力ウンセリング

〔講義のすすめ方〕

講義と共にビデオなどで実践的な11:，¥身医学を学

lふ。

布コU不自物
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〔成績評価の方法・基準〕

定期試験 (70%)

出席及び授業参加の姿勢 (30%)

〔履修のポイント・注意点〕

自分でも問題意識を持って参加して欲しい。

〔科目内容の位置伺け〕

今後社会人として生きていくよの墨礎知識とし

ての医学を学んで欲しい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

医掌一般 課題研究とあわせて履修するとより
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科目名 障がい児・者It，¥理学

単 位 2 |開 設|集中

教員名 金丸隆太

〔講義目的〕

①平易な科目内容

障がいを持つというごとはどういうことなの

か。本人と家族の11)理を理解するための知識

を掌1"5¥0

②講義の目的

自分自身や身近な人が障がいを持った時に役

立つ知識を身につける。さらに将来、障がい

を持つ人の援助に携わる仕事に就く際に必要

なことを掌ぶ。

③最終到達目標

自分が障がいを持った時、他者が障がいを

持っている時、その11)理を適切に理解し、必

要な擾聞を手に入れたり提供したりするため

の墨礎知識を身につける。

〔講義内容〕

第 1回 オリエンテーション
第2回様々な障がい
第3回 障がいと福祉サービス
第4自身体障がい
第5回知的障がい
第6回精神障がい
第ア回軽度発達障がい①

第8回軽度発達障がい②
第9田中間テスト
第10回障がいと家族
第11回 自分力t障がいを持ったとき
第12回 障がい児・者の握回①

第13回障がい児者の援助②

第14回 障がい児-者の援助③

第15固 まとめとレポート課題の提示

〔講義のすすめ方〕

実際に障がいを持つ人や家族たちが登場するビ

デオやブロクなどの視聴覚教材を用いながら、

障がいを特別なことではなく、身近に感じられ
るように講義を進める。少人数での話し合いや

質問の時間もおりまぜる。

〔教材〕

教科書指定図書は無し。授業中に適宜資料を

配付する。

参考書 「発達障害白書2008年度版J日本発
達障害福祉連盟・日本文伯科学社・ 2940円

[怒りの川田さん一全盲だから見えた日本のリ

アルJ川田隆 ・オクムラ書!d.1470円
参考書は必読ではないが、当事者と家族以外

にはわかりにくい「発達障害』についての本を

一冊、障がいを持つ人自身が書いた本を 間示

した。これらを例仁、自身で色々な関連書籍を

手にとってほしい。

〔成績評価の方法・基準〕

テスト掌期1回(申閏)
レポ卜挙期1回
判定基準テスト30%、レポート50%、出席

20% 

〔雇修のポイント・注意点〕

授業中仁小人数での話し合いの時聞を取るの

で、自分の意見を積極的に他人と交換したいと

いう掌生に履修してほしい。集申請義なので予

習よりも復習を重視する。障がいについて授業

中に関心1を持った話題をインターネットで検索

し、様々なウエブ、サイトを見ることが復習の第

ーとして観められる。

〔科目内容の位置付け〕

It，¥理掌は非常に幅の広い挙聞であり、 It，¥理学全

体力、ら見ればこの科目は応用的な科目である。

しかし障がいに関するl印理掌という点では入門

編の授業なので、特に前提となる知識や科目は

ない。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目はないが、関連科目はIt，¥理学関連の科

目全てである。 l山理学を特定の狭い学問と見な

さないよう、この科目も言めた様々な山理学の

科目を履修し、 It，¥理学の全体を見渡してほし

い。そうすれば将来、障がいを持つ人に関わる

ときにこの科目で掌んだ内容をさらに効果的に

活かすことが出来る。それは障がい者を援助す

る仕事の場合もあるし、そうではない職種の場

合もあろう。
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輯目名 医療11)理学

単 位 2 
教員名 田多英興

〔講義目的〕

医療場面仁対する/1)理主学的員献には伝統的仁多

くの接近法があるが、ここでは主に行動科掌的

接近j去を中山に講義する。

〔講義内容〕

l . 医療の行動科掌とは伺か

2. こころのモデル
3. 痛みの生理学と11)理学
4. ストレスのメカニズムとコーピンク、

5. 11:，¥理掌的介入
6. 患者とのコミュ二ケーション
7. 病気と性格行動パターン
8. Quality of Life 
9 セルフケアの支援
l O. ライフスタイルと健康
l l . 障害の受容
l 2 チーム医療の展開
l 3. 21世紀における医療の行動科掌

〔講義のすすめ方〕

教科書を中山に，パワーポイン卜と板書による

概説を主体とするが，時に実習課題も課す。

〔教材〕

教科書・

山田冨美雄監修 津田彰編 「医療の行動科学

11 医療行動科掌のためのカレント目トピック

スJ北大路書房 2002 
参考書:

l)山田富美雄監修 山田冨美雄編「医療の行

動科掌| 医療行動科掌のためのミニマム

・サイコロジ-J 北大路書房 1997 
2)岡堂哲雄編 「健康11:，¥理掌J誠信書房
1991 

3) 島井哲志編 「健康11:，¥理挙J 陪風館
1997 

4)木村登紀寺著 「医療・看護の11:，¥理学

描写と家族の理解とケアJ 川島書庖
1999 

〔成績評価の方法・基準〕

成績は，毎回実施する小レポートの内容と出席

点，および実習課題の内容による。

!聞
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〔雇修のポイント・注意点〕

上級11:，¥理掌コ スの一つです。専門用語が多く

なる、特仁病気や医療関係の用語が多くなるの

で注意すること。

〔科目内容の位置伺け〕

基礎11:，¥理学Aや Bの上級11:，¥理学のつで，臨

床11:，¥理学の墨礎になる領域です。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

基礎l印理学Aや基礎11:，¥理掌Bを受講している
ことが前提になる。



科目名 力ウンセリング論

単 位 2 

教員名 伊東孝郎

〔講義目的〕

山理掌の実践というと、受講生諸君が真っ先に

思い浮かべるのは「力ウンセリングJではない
だろうか。もともとは「即言Jを意味する語で
あるが、わざわざ片仮名で表示することからも

明らかなように、それ以外の意昧を併せ持っ

た、独自の語となっている。

本講義では、カウンセリングとはどのような

理論に墨づき、どのように展開されるものであ

るかを掌ぶことを目的とする。

〔講義内容〕

わが国では I力ウンセリングJというと、力一
ル田口ジャ スの理論に墨づく実践を指すこと

が多い。そこで本講義では、前半でロジャース

の思想、理論と実践について掌ぴ、その後、他

の力ウンセリング理論や、さまざまな実践につ

いて掌ぶこととする。

〔講義のすすめ方〕

1 力ウンセリンクとは
2.ロジャースの生涯と思想
3.ロジャースのパ ソナリティ理論
4.パーソン-センタ ド目アブロチ1

5.パーソン・センタ ド・アプロチ2
6.力ウンセリングの理論? 精相分析的力
ウンセリング
7 力ウンセリングの理論?一行動療法的力
ウンセリング

8. 力ウンセリングの理論?一交流分析
(TA) 

9.家族力ウンセリング
10.ブリーフ・セラピー

11.工ンカウンター-グループ

12.スク ル・力ウンセリンクとは

13.事例研究

14. まとめ

15.定期試験

〔教材〕

「ロジャース クライ工ント中山療法j佐治守

天国飯長喜一郎編育斐闇新書 1983 

その他、参考書については講義の中で適宜紹介

する。

|開
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〔成績評価の方法・基準〕

成績は、掌期末の試験 (50%)と出席状況
(50%)による。

〔履修のポイント・注意点〕

カウンセリンクという専門的な援助方法の基礎

に当たる講義であり、本講義を受講しただけ

で、力ウンセリンクが行えるようになるわけで

はない。専門的な援闘技法は、適切なトレー二

ンクと実践を通じて身につけるものである。

ただ、墓礎とはいえ、力ウンセリングという

Iこころの深層Jに触れる領域を掌ぶこととな
る。そこではさまざまな揚面で、自己理解を求

められることになる。自らを見つめる賞悟をし

た上で、受講していただきたい。

〔科目内容の位置付け〕

力ウンセリンクは、対人揮助の/1)理掌的実践の

代表である。掌聞の分野としては、主として臨

床山理掌の領域に位置するが、精梱医掌や、発

達11)理掌等さまざまなl山理掌領域とも密接なか
かわりを持つ。

また3年次以降仁設置されている、臨床l印理挙
領域の各科目(臨床心1理挙検査実習 1 . 11、臨

床山理掌相談実習|・ 11、精神分析挙、交流分
析、臨床心1理実務倫理、芸術療法、 I~\理療法

論)の墨礎ともいえる科目である。

I~\理掌専攻力リキュラムの中では、専攻専門科
目として位置づけられる。

認定I~\理土資格の選択科目 G r臨床I~\理掌・

人格I~\理学J の塁本主題に該当する。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

「基礎I~\理掌 AJ r墨礎I~\理掌 BJ r臨床山理
学jをすでに受講済みであること。



科目名 環境11)理掌|

単 位 2 

教員名 平田乃美

〔講義目的〕

1)人間ー環境の相豆作用の視点から、人間の

知覚・認知・行動の特性と肯景を理解する

2) 1印理掌領域で発展してきた環境の測定 評

価の手法について掌ぶ

3) 1)、 2)を生活空間の改善やデザイン仁

応用するための環境山理掌的視点、について

考える

〔講義内容〕

環境11)理掌は、。理学の諸理論及び11)理掌の領

域で発展してきた測定手法を生かして、環境と

人間行動との関わりを明らかにしようとする学

際的な研究領域です。この領域では、人聞の行

動に効果をもっ「環境jについて、個々の要因

分析とともに、主体としての効果やその文脈が

検討されます。本授業では、人間一環境の相亘

作用から生じる人聞の知覚-認知 行動の特性

と肯景を掌び、それらの知見を生活空間の改善

や景観のデザインに応用するための環境1(:，¥理掌

的視点・手法について考えます。

[授業計画]

研究史

(1)人聞と環境

(2)環境1(:，¥理掌の諸相

環境の認知

(1)感覚・知覧・記憶の基礎知識

(2)視覧の特性を経験する

環境の測定-評価

(1)測定・評価のための基礎知識

(2)80 ;去による景観評価
錯視体験

(1)工イムズの部屋

環境の経験

(1)閉眼歩行

(2) /てーソナルスペス
(3)身体部位の文写認識
環境との対話

(1)場所との対話

(2)サウンドスケープ

〔講義のすすめ方〕

環境の測定、評価、記述等の技法については、

一部実習形式を取り入れて掌びます。実習課題

には数名程度のグループで取り組みますが、報

|開 設|半期

510-

告書は各自作成田提出します。

〔教材〕

授業で紹介されたテーマについて、重に関1(:，¥が

ある場合は、毎回の配付資料に掲載される「参

考文献jを参照してください。

〔成績評価の方法・基準〕

筆記試験 70% (相対評価)

課 題 30%(絶対評価)

〔雇修のポイント・注意点〕

[出席について]

出席確認は力一ド型端末機のみで行い、掌生証

不携需は欠席扱いとなります。

[課題について]

実施時間に提出した場合のみ、成績評価対象と

します。未提出への対応策はありません。

[成績について]

評価墨準の個別対応は一切ありません。

個別の結果について、成績発表前の問い合せに

は返告できません。評価内容についても、成纏

調査期間外に調べることはできません。

[資料について]

講義資料のスライド(動画、写真等)を複製し

てお譲りすることはお断りしています。再度確

認したい語料があれば、授業終3後、機器の電
源を切る前に声を掛けてください。

〔科目内容の位置伺け〕

「認定1(:，¥理士J資格申請では、「選択科目J(社
会l山理掌・産業1(:，¥理掌)に区分される科目で

す。



科目名 環境11:，¥理掌 11

単 位 2 |開 設|半期

教員名 平田乃美

〔講義目的〕

l)人間ー環境の相互作用の視点から、人間の

知覧目認知・行動の特性と背景を理解する

2) 11:，¥理学領域で発展してきた環境の測定・評

価の手法について学ぶ

3) 1)、2)を生活空間の改善やデザインに

応用するための環境11:，¥理掌的視点、について

考える

〔講義内容〕

環境11:，¥理掌は、 11:，¥理掌の諸理論及びl山理掌の領

域で発展してきた測定手法を生かして、環境と

人間行動との関わりを明らかにしようとする掌

際的な研究領域です。ごの領域では、人聞の行

動に効果をもっ[環境Jについて、個々の要因
分析とともに、全体としての効果やその文脈が

検討されます。本授業では、人間一環境の相互

作用から生じる人閣の知賞・認知回行動の特性

と背景を掌び、それらの知男を生活空間の改善

や票観のデザインに応用するための環境11:，¥理掌

的視点手法について考えます。

[授業計画]

空間山理挙

(1)空間認知

(2)認知地図

色彩。理掌

(1)色彩とはなにか

(2)色彩の知賞

(3)色彩のイメージと山理的効果

実験美学

(1)美しさの評定

(2)デザインの性質と情動的評価

環境の評価

(1)タイトスペース

(2)都市のイメージ

環境の認知

(1)認知地図

(2)距離認知

〔講義のすすめ方〕

環境の測定、評価、記述等の技法については、

一部実習形式を取り入れて学びます。実習課題

には数名程度のグループで取り組みますが、報

告書は各自作成提出します。

〔教材〕

擾業で紹介されたテーマについて、更に関心lが

ある場合は、毎回の配付資料に掲載される「参

考文献Jを参照してください。

〔成績評価の方法・基準〕

筆記試験 70% (相対評価)

課 題 30%(絶対評価)

〔履修のポイン卜・注意点〕

[出席について]

出席確認は力 ド型端末機のみで行い、掌生証

不携帯は欠席扱いとなります。

[課題について]

実施時間に提出した場合のみ、成績評価対象と

します。未提出への対応策はありません。

[成績について]

評価基準の個別対応は切ありません。

個別の結果について、成纏発表前の問い合せに

は返答できません。評価内容についても、成績

調査期間外に調べることはできません。

[資料について]

講義資料のスライド(動画、写真等)を複製し

てお譲りすることはお断りしています。再度確

認したい資料があれば、授業終3後、機器の電
源を切る前仁声を掛けてください。

〔科目内容の位置伺け〕

「認定11:，¥理士J資格申請では、{選択科目J(社
会山理掌・産業l印理掌)に区分される科目で

す。
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科目名 社会科・公民科教育法

単 位 2 l聞 設 I半期
教員名 熊田禎介

〔講義目的〕

この講義は、中学校「社会Jおよび高等学校
「公民Jの教員免許状の取得希望者のために、
開講する教職科目である(なお、高等学校[公

民jの教員免許状を取得するためには、必ず

履修しなくてはならない教職科目である)。 本

講義の目的は、中等社会科公民的分野の持つ塁

本理念や各領域回科目の目標・内容・方法につ

いて検討を加えること、そしてこれらの知識を

墨に具体的な教材研究の方法を掌ぶことを遇し

て、社会科 公民科教員として最低限必要な知

識と技能を習得してもらうことである。

〔講義内容〕

社会科・公民科教青法の講義は、以下の予定

に基づき進められる。

1 .社会科公民科教育法で伺を掌15¥の力、

(オリエンテーション)

2 中等社会科公民的分野の塁本理念
3.中掌校社会科公民的分野の目標内容方
法

4.高等掌校公民科の目標-内容方法
5.中掌校社会科公民的分野-高等学校公民科
における教材研究の方法

6.総括

〔講義のすすめ方〕

塁本的には、講義概要を示したレジュメを塁

に講義形式で進めるが、適宜資料を配付し、

教科書や参考書を参照する。また、各頂自に

ついては、実践例を参考としながら、各領域・

科目の目標・内容 方法を検討する。必要に応

じて、学習課題に基づく意見交換や活動など

も取り入れ、中等社会科公民的分野において

青成すべき社会観や価値観、並びに教職とし

ての専門性を獲得するという本講義の目的仁資

するため、将来の教職を目指す受講者自らが

抱く課題意識を橿極的に表現する機会を多く設

定したい。さらに、中掌校社会科公民的分野

および高等学校公民科の教育内容を墓仁、テ

マ 題材を設定し、グループで教材研究の方法
を具体的力、つ実践的に学ぶ活動を取り入れる。

〔教材〕

教科書文部省編「中掌校掌習指導要領(平

成10年12月)解説社会編 J
(大阪書籍、平成11年9月)
文部省編「高等掌校掌習指導要領解

説公民編J
(実教出版、平成11年12月)

参考書講義時に適宜指示する。

〔成績評価の方法・墨準〕

出席、平常点、模擬授業、試験による総合評価。

O出席について、 3分の2以上の出席を満たし
た者を評価対象とする。

0遅刻 早退は、原則として欠席と見なす。
0平常点について、講義毎に課す小課題並びに
講義中の学習課題への取り組み態度を評価対

象とする。

0試験について、掌年末に実施する。

〔履修のポイント・注意点〕

申学校社会科・高等掌校公民科教員として教職

に就くことを強く希望し、かつ近年の教員採

用試験の難化を乗り越えて教職を目指す賞悟を

育する掌生の受講を前提として講義を進める。

したがって、単に教員免許だけを取得すると

いう安易な考えで履修しないこと。

〔科目内容の位置付け〕

教職科目の中では、具体的な教科の授業に関わ

るという意昧で実践的な科目である。一方で、

他の教職科目で培った、教青という営為のあり

方や現代の教育問題など、教青の本員に関わる

掌習成果を前提として成り立つ科目でもある。

抽象から具体、そして抽象へ。本講義で掌ぶ具

体的な授業のあり方から、教育一般に通ずる問

題、人間形成に関わる問題を考えてもらいた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目他の教職科目。

関連科目 社会科教育法|、社会科教育法 11、

社会科教育法 111、公民科教育法。

なお、本科目では、教育実習を行う際の塁本

的な内容を扱っているので、教育実習に行く前

に履修すること。
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科目名 公民料教育法

単 位 2 |聞 設|半期

教員名 熊田禎介

〔講義目的〕

この講義は、高等掌校「公民Jの教員免許状を
取得するためには、必ず履修しなくてはならな

い教職科目である。本講義の目的は、高等掌校

公民科の目標・内容目方法をふまえた上で、学

習指導案作成並びに模擬授業を実施し、公民科

教員として必要な技能を実践的に習得すること

である。

〔講義内容〕

公民科教育法の講義は、以下の予定に墨づき進

められる。

1 .公民科教青法で伺を掌ぶの力、
(オリ工ンテション)

2.模擬授業の計画
3.過去の実践例の検討
4.掌習指導案作成の実際
5.模擬授業の実施と評価・検討
6.総括

〔講義のすすめ方〕

塁本的には、講義概要を示したレジュメを墓仁

講義形式で進めるが、適宜資料を配付し、教科

書や参考書を参照する。また、各頂目について

は、実践例を参考としながら、各科目の目標・

内容方法を検討する。必要に応じて、学習課

題に墨づく意見交換や活動なども取り入れ、公

民科教青が育成すべき社会観や価値観、並びに

教職としての専門性を獲得するという本講義の

目的に資するため、将来の教職を目指す受講者

自らが抱く課題意識を積極的仁表現する機会を

多く設定したい。さらに、公民科の教育内容を

墨に、各自が学習指導案作成を行い、それに墓

づき模擬授業を行う。この模擬授業またはプレ

ゼンテーションの様吾、そして学習指導案を、

生徒役である受講掌生から評価してもらう形式

をとる。

〔教材〕

教科書 文部省編「高等掌校掌習指導要領解説

公民編.1(実教出版、平成11年12月)
参考書講義時に適宜指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、平常点、模擬授業、試による総合評価。

0出席について、 3分の2以上の出席を満たし
た者を評価対象とする。

0遅刻・早退は、原則として欠席と見なす。
0平常点について、講義毎に課す小課題並びに
講義中の学習課題への取り組み態度を評価対

象とする。

0模擬授業について、掌習指導案 模擬授業の
様ミ子を評価対象とする。

0試験について、挙年末仁実施する。

〔雇修のポイント・注意点〕

高等掌校公民科教員として教職に就くことを強

く希望し、かつ近年の教員採用試験の難化を乗

り越えて教職を目指す賞悟を育する学生の受講

を前提として講義在進める。したがって、単に

教員免許だけを取得するという安易な考えで履

修しないこと。

〔科目内容の位置伺け〕

教職科目の中では、具体的な教科の授業に関わ

るという意昧で実践的な科目である。一方で、

他の教職科目で培った、教青という営為のあり

方や現代の教育問題など、教育の本質に関わる

掌習成果を前提として成り立つ科目でもある。

抽象から具体、そして抽象へ。本講義で掌ぶ具

体的な擾業のあり方から、教育一般に通ずる問

題、人間形成に関わる問題を考えてもらいた

し1。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目他の教職科目。

関連科目 社会科教育法|、社会科教育法 11、

社会科教育法 111、社会科・公民科教育法。

なお、本科目では、教青実習を行う際の基本

的な内容を扱っているので、教育実習に行く前

に履修すること。
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斡自名 保育実習の事剛事後指導(1)/保育実習の事削指導(施設)

単 位 。 i開 設 l半期
教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

保育実習 IIこId:，保育所における実習と居住
型児童福祉施設での実習の2つがある。
ごこでは、居住型児童福祉施設の実習の事前

事後指導について記載する。

居住型児童福祉施設等の生活に参加すること

により、三子ども(知的障害者)への理解を深め

るとともに、居住型児童福祉施設等の機能と保

青士の職務について事前仁掌ぶ。

また実習後に行う事後指導においては実習で

得られた知識・技術を体系伯し、保育士となる

ための自賞を深める。全体発表会(予定)で

は、それを踏まえ後輩にアドバイスすると共

に、今後より望ましい保育者像に近づくよう努

力する。

なお、保育所の実習の自薦事後指導について

は「保育実習の事前事後指導Jのシラパスも合
わせて参照のこと

〔講義内容〕

O居住型児童福祉施設等における実習の事前指
導

1.実習予定施設について理解する
2.養護の一日の流れを理解する

3.利用児者の観察やかかわり方、二一スを
把握する事について理解する-援回計画

を理解する

4.生活援助の方法、養護技術を習得する・
保護者・家庭とのコミュ二ケーションの

方法を理解する

5.地域社会とのかかわり方について理解す
る
6.記録のとり方を理解する

7.安全-及び疾病予防について理解する

8.保育士としての倫理について理解する

9.児童福祉施設の現状と課題 乳児院

10. 児童養護施設

11. 知的障害児施設

12. 知的障害者童生施設

13. 肢体不自由児施設

14 重症J~\身障害児施設
15 盲ろうわ児施設

16.まとめ

〔講義のすすめ方〕

各時間毎に講義内容で揚げた頂自について解説

を行う。又必要仁応じて実習先毎に少グルブ

での討論を行う。

〔教材〕

必要に応じて適時指示する

〔成績評価の方法・墓準〕

必要な書類 レポート等の提出状況及び受講態

度を加昧し評価を行う。

各講義については、担当教員がそれぞれ評価

し、総合評価する。単位付与は3年次以降とな
る。

なお、一度でも事前指導を欠席した学生に

は、保育実習の参加を認めない。

また、保育実習に参加しな力、った場合や事後

指導を欠席した場合、単位は付与しない。

〔雇修のポイント・注意点〕

毎回出席を原則とし、欠席・遅刻等については

事前に書面をもって連絡のこと。無断欠席が

あった揚合は不可とする。

2から3年次の2年連続での履修となる。

〔科目内容の位置付け〕

実習に参加するために必要な単位数・及び教科

目を各自確認のこと。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育土関係科目全般。
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科目名 保育実習の事別事後指導

単 位 |閲 設|半期

L教員名 (施設)川瀬善美 (保育所)高橋美保

〔講義目的〕

保育実習!と連覇しており、保青土資格在取

得する者は必ず履修しなければならない。

内容に、「居住型児童福祉施設等における実

習の事前事後指導jと「保育所における実習の

事前事後指導Jを富む。ここでは、「保育所に
おける実習の事前事後指導について述べる。

事前指導では、保育実習の意義を学び、実習

生としてのJt:，¥構えを促し、実習への意欲や意識

を高める。児童福祉施設としての保青所の目的

や機能、そこで生活する乳幼児の日常と保育士

としての役割や職業倫理、さらにはミ子どもの最

善の利益の具体{じなどについて掌ぶ。

これまでに掌習してきた教科理論を墨礎とし

て、保育現場での実践に活かす応用力を養うた

め、指導計画の立案や教材研究なども行う。

事後指導では、実習で得られた知識や技術を

体系化し、 4年制大学卒業の保育土としての自

賞を深め、ふさわしい員の高い保育者養成を目

指す。また、実習報告会(予定)などを通し、

事後指導での振り返りを踏まえ、国家資格とし

て現在求められている保育者像に近づくよう、

自己研績に努める。

〔講義内容〕

保育実習|における保育所における実習の事前

事後指導

事前指導

第 1回保育実習の意義、目的、内容を理解す
る

第 2口実習施設の概要を理解し、保育所での
一日の流れと生活の日課を知る

第 3回実習生としての山構えを培う
第 4口実習の課題を明確イじする
第 5口実習記録の意義、方法を理解し、書き
方を身に付ける

第6ロミ子どもとの関わりゃ観察を通して、乳
幼児の発達を理解する

第 7回保育計画・指導計画を理解する
第8目指導計画を立案する①
第 9目指導計画を立案する②
第10回教材を研究する遊びの展開と指導方

法

第11回施設の実際(特別講義)
第12回保育士としての職業倫理について掌ぶ

事後指導

第13回事後指導(実習の振り返り)

〔講義のすすめ方〕

講義の内容にそって進めるが、先輩 (4年生)

や卒業生の体験談在聞いたり、自分達で準備し

たり、調べたことを発表しあう機会も設ける。

〔教材〕

白鴎大挙発達科学部保育所実習ガイドブック

保育所実習ノ 卜

保育所保青指針

〔成績評価の方法・基準〕

出席状況、受講態度、授業への取り組み(提

出物等を富む)で評価する。

保育実習|における事前事後指導は、施設実

習と保育所実習の担当教員がそれぞれ評価し、

そのうえで総合評価する。単位の付与は、 3年
次以降となる。

〔雇修のポイント・注意点〕

全回出席を原則とする。

欠席や遅刻等については、事前に書面で連絡

すること。

2 . 3年次の2年連続での履修となる。

主体での講義、自己掌習、グループ掌習な

ど、状況に応じて授業の形態が変わる。

主体的に取り組み、実習にむけての自己の意

識や意欲を高めていくことが求められる。

履修にあたっての注意事頂及び一定の条件に

ついては、「教青職員免許状および資格取得の

手引きjで確認すること。

〔科目内容の位置付け〕

保育士資格取得のための重要な科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

既習の教科全ての知識や技能力T墨礎となる。
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科目名 保育実習|

単 位 4 |開

教員名 (施設)川瀬善美 (保青所)高橋美保

〔講義目的〕

保育土資格取得を志望する孝生は、必ず履修

しなければならない。

保育実習|の目的は、大掌において学んだ理

論や知識、技術を、保育現場で体験することに

ある。

理論から実践という流れを通して、体験的に

保育や養護について学び、将来の保青士として

の自覚を深め、必要な資員の向ょに努めたい。

〔講義内容〕

1 .児童福祉施設の内容や機能を理解する
2.教科全体の知識や技術を基礎にして、総
合的名応用力を養う

3 保青土としての職業倫理を構築する
4.三子どもへの理解を深める

本掌では、保育所における実習11日間、及

び居住型児童福祉施設等(以下施設という)で

の実習11日間、計22日間の実習である。実習

期間中は、保青実習先で指導を受けることが前

提となる。

授業の内容は、保育所における実習、施設に

おける実習、合せて4単位である。

〔講義のすすめ方〕

1 事前指導は講義、演習形式ですすめる。

2.実習は各施設および保育所で行う。
3.事後指導は、他者の実習体験報告を聞い
て掌JS;。

〔教材〕

教材については、実習先で指示されたものを

使用するので、実習先でのオリエンテーション

等で確認すること。

〔成績評価の方法・基準〕

保育実習先による「保青実習評価票Jでの評
価と、「保育実習ノートjの内容を、総合的に

評価する。

保育実習に参加しな力、った場合や、実習後の

「保育実習の事前事後指導jを欠席した場合

は、単位付与はない。 2から3年次の連続実習
科目となるため、単位付与は3年次以降とな
る。

-516-

設|実習

〔履修のポイント・注意点〕

「保育実習の事前指導Jを受講した蓄が履修で
きる。

〔科目内容の位置付け〕

保育士費惰取得のための重要な科目である。

学生としての自覚を持ち、貫任と情熱をもっ

た実習態度で臨むことが求められる。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

全ての教科目



科目名 保育実習 11

単 位 2 

教員名 高橋美保

〔講義目的〕

保育実習 1:をふまえ、保育所における貫任実

習を通して、乳幼児の生活と発達についてより

一層の理解を深める。また、保青者の業務や役

割を把握し、保育の展開方法や技術を実践しな

がら学ぶ。さらに、保育所の置かれている舎目

的な状況について、その社会的役割や機能仁対

する理解を深めると共に、保育実習 11では理論

と実践の統合を体験的に掌IS¥。

〔講義内容〕

l .保育所の概要や現状を理解し、取り組んで
いる課題について掌ぶ

2.ミ子ども 家庭-保青蓄の関係や、連携の図
り方についての理解を深める

3.保青の指導計画を立案し、そのいかし方や
評価についての工夫を掌ぶ

4.保育における実践記録のあり方を掌ぶ

〔講義のすすめ方〕

l .事前指導 (3回)
①保育所の社会的役割や機能などについて

(吾青て支援)

② 重任実習の指導案作成
③ 教材研究

2 実習園でのガイ夕、ンス

3.実習での受動的な理解
① 保育所の概要理解

② 吾ども・親・保育者関係の観察と理解

4 実習での能動的な理解
①集団としての保育の生活内容と生活リズ

ムの整備

② 家庭や地域社会との関係の実践的理解
③保育指導計画の理解と、計画・実践評

価の工夫

④ 実習日誌の記録

5.他者の実習体験報告を聞いて学ぶ

〔教材〕

保育所実習ガイドブック(白鴎大学発達科掌

部編)

|開
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保青所保育指針

参考書、資料などは、ガイ夕、ンス時に紹介す

る

〔成績評価の方法・基準〕

実習園からの評価表、実習日誌、出席状況か

ら総合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

繰り返しのきかない隈られた時聞を、最善の

方法で育効仁実習を行わなければならない。そ

のためには、計画を立て、実行し、可能な限り

ミ子ども理解のための観察を試みるなど、自己掌

習に努め、 2度目の実習に臨む態勢づくりをJt:，¥
がける。

健康に留意し、担当保育士の指導を素直に受

けながら、積極的に実習に望む姿勢力て求められ

る。

履修にあたっての注意事頂及び一定の条件に

ついては、「教育職員免許状および資格取得の

手引きJで確認すること。

〔科目内容の位置付け〕

実習の参加要件に必要な単位数や教科目を、

各自確認しておくこと。

〔前提・関連科目(軒目間関連の内容))

保育士関連科目全般

遊びの具体例などの情報を入手し、習熟して

おくこと。さらに、遊びと5領域の関連につい
て理解を深めておくこと。



科目名 保育実習 111

単 位 2 

教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

十児童福祉施設、その他の社会福祉施設の養

護を実践し、保育士として必要な資重-能

力・技能を修得する。

2 家庭と地域の生活実態にふれて、三子どもと
家庭福祉二一ズに対する理解力、判断力を

養うとともに、三子育て支援を行うために必

要とされている能力を養う。

〔講義内容〕

1 .養護全般に参加し、養護技術を修得する。
2.三子どもの個人差について理解し、対応方法
を修得する。特に発達の遅れや生活環境仁

伴うミ子どもの二 ズを理解し、その対応方

法について掌ぶ。

3.握回計画を立案し、実践する。

4.三子どもの家族とのコミュニケーションの方
j去を具体的に挙l-S¥o

5 地域社会に対する理解を深め、連携の方法
について掌ぶ。

6.吾どもの最善の利益を具体化する方法につ
いて学ぶ。

7 保育土としての倫理を具体的に学ぶ。
8.児童福祉施設等の保育士に求められる資

格・能力・技術に照らし合わせて、自己の

課題を明確化する。

〔講義のすすめ方〕

実習の事前指導としては各時間ごとに講義内容

に揚げた頂目について解説を行う。また必要に

応じてグループ討論や、施設見学等を行う。事

後指導としては、実習についての報告会、指導

を行う。

〔教材〕

必要に応じて指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

保育実習 111の実習施設からの実習評価、保育

実習 111の実習ノート、事前事後指導の出席状況

等を総合的に勘案し評価を行う。

〔雇修のポイント・注意点〕

保育土資椙関連科目であるので、前回出席を

求める。

l開

518-

設 I実習

〔科目内容の位置惜け〕

保育土資格関連科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育実習|



科目名 社福祉援即技術現場実習指導(1)

単 位 。
教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

日常生活を送る上で様々な困難を抱える人々を

誰が、何処で、どのように、援即すればよい

か。社会福祉の知識・理論を実習体験を通じて

検証するにあたり、まず実習の意義と目的につ

いて塁本的な理解を深め、本掌の現場実習に却

する教育理念と取り組み方法について指導す

る。現場実習である各種の社会福祉機関や、社

会福祉施設の現状と課題を掌んだ上で、社会福

祉援闘技術現場実習につなげていきたい。

〔講義内容〕

1 .機関目施設の機能と役割を理解する。
2 サービス利用者の生活とニーズについて理
解する。

3 サービス利用者の人権擁護について理解す
る。

4.ソーシャルワ一力ーの仕事と倫理について
理解する。

5目社会福祉士の法的規定について理解する。
6.自分自身の資質と課題について理解する。

〔講義のすすめ方〕

実習オリ工ンテション。

視聴質学習に関する指導。

現場体験掌習および見掌実習に関する指導。

巡回指導。

実習記録に墨づく実習総括レポ トの作成に

関する指導。

昭和62年、厚生省告示第203号仁定める各
施設についての解説。

社会福祉握田技術現場実習マ二ユアル-実習

記録ノートに基づき指導を行う。

〔教材〕

社会福祉六法2006年度版みらい

〔成績評価の方法・墓準〕

講義には毎回必ず出席のこと。

理由ない欠席は実習に参加させない。

評価についてはレポ ト提出等によって評価

を行う。

〔科目内容の位置付け〕

社会福祉援田技術現場実習を行うためには本科

|開
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目を必ず取得しなければならない。



科目名 社会福祉擦問技術現場実習指導

単 位 4 

教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

下社会福祉援闘技術現場実習の意義について

理解させる。

2.社会福祉援田技術現場実習を通じて、本掌
で学んだ知識、技術等を具体的かつ実際的

に理解できるように指導する。

3.実践的な技術等を会得できるように指導す
る。

4.福祉に関する相談援助の専門職としての白
賞を促し、専門職として求められる費質、

技能、倫理、自己に求められる課題の把握

等、総合的に対応できる能力を修得できる

よう指導する。

〔講義内容〕

1 .実習オリエンテーション
2.視聴質学習

3 現場体験学習及び見掌実習(実際の介護
サービスの理解や各種福祉サ ビスの利用

体験を富む)

4.社会福祉援助技術現場実習巡回指導

5.実習記録に墨づく実習総括レポートの作成
6.実習の評価全体総括会

〔講義のすすめ方〕

1 社会福祉援助技術現場実習への自己トレー
二ング計画の策定

2 社会福祉実践現場における実践の仕組みの
理解

3.現場実習に入っても困らない直近の社会福
祉政策の動向の理解

4.ボランティア体験の推奨
5.プレ実習
6 社会福祉実践と資格制度の理解
7 実習におけるルールと社会福祉実践の倫理
原則

〔教材〕

必要に応じて指示し、また資料を配布する。

〔成績評価の方法・基準〕

実習記録の提出状況・内容、授業の出席状況・

態度等を勘案し総合的に評価を行う。

|開
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〔履修のポイント・注意点〕

社会福祉援助技術現場実習を育効にかつ成果も

多いものにするため主体的な授業参加を望む。

〔科目内容の位置柑け〕

社会福祉士受験資格取得必修

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

社会福祉援田技術現場実習



科目名 社会福祉援問技術現場実習

単 位 4 |聞 設|実習

教員名 川瀬善美

〔講義目的〕

1)現場体験を通して社会福祉専門職(社会

福祉士)として仕事をするうえで必要な

「専門知識Jr専門援問技術j及び「関連
知識Jの内容の理解を深める。
2)よ記の「知識Jr技術jを実際に活用し、
相談握閉業務に必要な資格回能力・技術を

習得する。

3)職業倫理を身につけ、福祉専門職としての
自覚にもとづいた行動ができるようにす

る。

4)具体的体験や擾田活動を専門的援助技術と

して概念化し、理論化し体系だてていくこ

とができる能力を酒聾する。

5)関連分野の専門職との連携のあり方及びそ

の具体的内容を理解する。

〔講義内容〕

1 .実習生みずから健康管理を行う。

2 実習ノートの記載などを通し、記録の記載
について掌ぶ。

3.利用者を理解し、その二 ズを把握する能
力を高める。

4.利用者及び関係者、施設・機関・団体等の
職員やボランティアとの墓本的なコミュ二

ケ ションや人との付き合いなど円滑な人

間関係を形成する能力を高める。

5.利用者やその関係者と擾朗関係を作る能力

を強める。

6.利用者やその関係者の問題解決能力在高め
るように援即する能力を高める。

7.福祉専門職として職業倫理や職員としての
規定を学び、組織の一員として仕事を計画

し重任をはたす能力を強める。

8.地域(コミュニティ)への働きかけについ
て掌び、援助能力を強める。

9.実習生自らを客観視し、解決するべき自己
の課題を明確化し、理解を深める。

〔講義のすすめ方〕

配属された施設・機関・団体に於いて、本掌の

定める規定仁基づいて23日間の実習を行う。

〔教材〕

本挙が作成した[社会福祉援問技術現場実習の

手引きj

〔成績評価の方法・基準〕

掌内での実習への取り組む態度、実習先での評

価及び実習後の実習事後指導仁於ける実習生自

らの評価等を勘案して行う。

〔履修のポイント・注意点〕

実習生としての自覚を持ち、社会福祉援助技術

現場実習事前指導において、指導された諸注意

事項を遵守すること。

〔科目内容の位置付け〕

本実習は、社会福祉士受験資格取得のための必

須科目と位置づけられる。
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科目名 教育本語論

単 位 2 

教員名 中谷陽寺

〔講義目的〕

いま教青仁危機感を抱く人が多い。教育基本j去

をはじめ掌校教育j去の改正など、日常的に I教
青jが語られることが多い。

さらに次世代を担う:子どもや青年たちの教青

ばかりでなく、その日常の生活の中でも危機感

をつのらせているのが現状である。

本講義の目指すところは「学生諸君が教育的

な視点から身近な問題をしっ力、りとらえる力を

持ち、一市民として自分なりの意見が持てて、

必要な揚ではそれを自分のことばで語れるこ

とJである。

〔講義内容〕

① 三子どもの歴史をひも解く。

② 過去5年閣の教育資料を解く(教育の意義
と目的)

③ 現代の教育を支える歴史上の人物描写
④ 教育課程の墨準の指導のねらい (4本の
柱)を掌び、演習(以下に進める)の方針

を確認する。

豊かな人間性や社会性を青成すること

自ら掌び、自ら考える力を育成すること

基礎・基本の確実な定着を図り、個性を生か

す教育を充実すること

特色ある教育、特色ある掌校づくりをすすめ

ること

⑤④を踏まえ、演習形式で掌習を進める.

テーマを得て、グルプ活動の形式で、自

主的に生徒達の学習計画を立案する面白さ

を発見する。

⑥ 挙習指導要領の変遷を知り、現在の教育の
よりどころを確認する。

⑦ いじめ-不登校の理解

〔講義のすすめ方〕

1 上記講義内容①一④は教育の現状を根本か
ら正しく認識するために、講義形式で学

lふ。

2.講義を踏まえて、続く具体的な教青活動へ
の接近を試みる《演習形式で》。

3.教育の4本の柱を、掌部の特徴を生かしな
がら仲間と練って、教育の本質を初歩段階

ながら実感し、それを発表する。

|開 設|半期

-522-

* 時間の余裕があったらくはなのたより>を
読む。

はなのたよりとは:

青木雅夫先生による「校長通信Jであるが、便
りの行聞から、現代社会の課題を理解し、現場

からの教育への提言を読み取る。

〔教材〕

テキスト:r教育学概論J生野・中谷著
*開講後指示育。

〔成績評価の方法・墓準〕

① 出席状況

② 普段の努力(グループ形式で討議しながら
進める自由研究)

③ 掌期末の試験

〔科目内容の位置付け〕

教員採用試験(教採)を考えるとき、本講義に

は関連した内容力T連なっていることを発見する

であろう。



科目名 初等国語

単 位 2 |開 設 i半期
教員名 生野金=

〔講義目的〕

初等国語では、小掌校の国語科の指導内容

(fA 話すこと・聞くことJrB 書くことJ
rc 読むことJ)を概説し、そしてそれを踏
まえて、とりわけ rc読むことJの領域にお
ける指導のあり様を研究することを目的とす

る。具現すれば、読むこと、つまり読解と読書

と関わりに触れ、斯様なことを踏まえて指導の

方法を実践的に研究する。

〔講義内容〕

本科目では、以下の内容について研究する0

1 国語科の内容の構成
. rA 話すごと・聞くことJ
. rB 書くことJ
. rc 読むことJ
.言語事頂

2 読みの本質
3 読解と読書
4 読解指導と読書指導
5 読書の指導過程
6 読書指導の方法
0ブックトークの方法
回対象となる児童の把握

・テマの設定

紹介する図書の選択

ブックトークの流れを具体的に検討し、作

成

・練習

・実践(ブックトークの流れを再検討)

〔講義のすすめ方〕

講義、演習、グループ掌習、プレゼンテーショ

ン等を中山に授業を進めていく。本科目では、

毎回の授業が次の時間へ継続発展していくの

で、そのことを念頭においておくこと。

〔教材〕

生野金三「読書指導の方法と実践J掌教図書出
版会

生野金三「改稿新美南吉研究」掌教図書出版会

〔成績評価の方法・基準〕

出席、ポートフォリオ、ミ二課題、ミ二テスト

の四者で評価する。ポートフォリオ、ミ二課題

の提出は、予め決められた締め切り日までに生

野の研究室仁直接持参すること。

〔履修のポイン卜・注意点〕

出席をとる。授業の3分の2以上出席した受講
生を評価対象とする。

授業内容は、種み上げ方式になっているの

で、前回の授業内容を踏まえておくことが重要

である。

期末にポートフォリオ(授業で掌習した内容

を振り返り、自分の掌習の成果が分かるように

「目次Jr見出しJr全体の構成Jr後書きj等
を考えて作成した学習記録のこと。又は、ごれ

までの掌習を凝縮したオリジナルのテキストの

こと。)を作成するので、授業内容は随時メモ

しておく。

〔科目内容の位置伺け〕

教職に関する科目(f国語科教育法Jr初等教材
研究J(言語・文化系))等の墨礎科目として位
置付けられている。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

国語概説、国語科教育法、初等教材研究A(言

語・文イじ系)
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科目名 初等社会科

単 位 2 |開 設|半期

教員名 高田雄康

〔講義目的〕

模擬授業の演習を通して、小掌校社会科の授

業設計や授業実践の方法や技術の基礎を培う。

その際、常に児童の立場に立って、分かりゃす

く楽しい授業とは伺か聞い続けながら、小学校

社会科のねらいが達成できる教科指導の在り方

を求めていく。

〔講義内容〕

1 小掌校社会科年間指導計画と教科書、指導
書(小掌校掌習指導要領解説・社会編)と

の関係を調べることを通して、小掌校社会

科の目標、内容を再確認し理解を深める。

2 小掌校申掌年の模擬授業演習
0学習指導案作成
。教材作成(副読本、地図等の活用法をき

む)

0発問・板書計画
。評価計画

3 小掌校高挙年の模擬授業演習
0学習指導案作成
。教材作成(資料集、年表等の活用j去を富

む)

O発問・板書計画
。評価計画

〔講義のすすめ方〕

まず、掌習指導案や教材などの共同作成を通

して、授業設計の塁礎の理解を図り、最終的に

一人で挙習指導案作成ができるようにする。霊

に、模擬授業を通して、指導技術の墓礎を養

つ。

〔教材〕

O小学校学習指導要領解説・社会編(文部科掌
省)

O小学校社会科教科書、副読本
Oプリント等

参考書

『新掌力観に立つ社会科J北俊夫善明治
図書

〔成績評価の方法・基準〕

0出席状況、演習中の発表や態度、レポ トに

より総合的に評価する。

〔履修のポイント・注意点〕

0 社会科概説、社会科教育法を履修している
ことを前提に講義を進める。したがって、

これらの科目を履修してから受講してほし

し1。

0 掌習指導案作成や模擬揮業の演習を効果的
にするためには、課題を持って臨むことと

事前の準備が必要である。

0 自己向上のためには他から掌び取ろうとす
る真撃な態度と広いl印が大切である。

0 初等社会科を履修してから小学校の教育実
習に臨むことが望ましい。教育実習後又は

並行して受講する場合は、そこで経験した

ことを演習等に積極的に生かすこと。

〔科目内容の位置柑け〕

0 小掌校の社会科指導の実践刀を養う。
0 小掌校教員免許取得希望者は、小学校での
教育実習が必須であり、小掌校の教員は、

全教科の指導ができることを原則としてい

るので、小学校社会科指導の実践力の墨礎

を身に付けていく必要がある。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

O前提科目 社会科概説、社会科教育法
O関連科目 小学校教育実習
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科邑名 初等算数

単 位 2 

教員名 後藤達生

〔講義目的〕

算数概説と講義目的の本軍は変わりません.

小学校算数で取り上げられる教材の根底にある

ものをさらに詳しく解説します.算数概説では

中掌校数掌との関連にも触れましたが，この講

義では小掌校の教材に極力絞っています(平方

根などごくわずかの例外はありますが).算数

概説や算数科教育法で取り上げられな力、った教

材や，教材の別の捉え方などを講義します.

また実際、の授業を展開するとき，犯しがちな

過ちの具体的な例を通して授業作りの工夫の仕

方についても触れます.

算数概説，算数科教育法と初等算数で小学校算

数科の全体像が見えてくる筈です.

〔講義内容〕

第 1回計算のきまり
第 2回数掌的な考え方
第 3目立式について
第 4回平行四辺形の面積
第 5回面積公式再考
第 6回角の意昧
第 7回三角定規
第 8回 敷き詰めとタングラム
第 9回角柱と円柱
第10固体積
第11回単位量あたりの大きさ
第12回関数の考え
第13回比と比例

第14回平均

第15回テスト

〔講義のすすめ方〕

講義形式で授業を進めるが，毎時間出席をと

るかわりに問題演習の小テストをおこないま

す.出題は授業で取り上げた教材仁関連する，

過去の教員採用試験問題が中山です.

〔教材〕

「参考書j

-文部科学省小学校算数指導資料[新しい

掌力観に立つ算数科の授業の工夫J東洋館
出版社

. I間違いだらけの算数指導」片桐重男，明
治図書

|開
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. I小学校学習指導要領解説・算数編(文部
省)J東洋館出版社

〔成績評価の方法・基準〕

出席点，毎回の小テストおよび学期末試験な

どによる.

〔雇修のポイント・注意点〕

毎回の講義ではノートをきちんと取ること.

教科書がないこの講義ではノートはとくに大切

になります目

〔科目内容の位置惜け〕

教科仁関する科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提とする科目は算数概説. 関連科目は算

数科教青j去



斡目名 初等理科

単 位 2 

教員名 小原政敏

〔講義目的〕

小掌校の理科という教科について全体的・一般

的な理解を深めるとともに理料概説の基礎の上

にさらに専門的に挙ぶごとが目的である。可能

な限り、実験を中山にして実験を通して理科の

内容について理解を図ることを目指している。

〔講義内容〕

1)理科が目指すもの

.理科の目標

・各学年の目標

.各掌年の内容

2)物賓とエネルギ
光についての実験

空気の温度-圧力の実験

物量と温度による体積の変佑の実験

水溶液の実験

-酸性アル力リ性の実験

3)地球と宇宙

日陰と日なたの比較実験

月の位置と時間の関係

水と水蒸気の実験

・岩石の観察

. iじ石の観察
4)理科と総合的な時間との関連
塁本的な考え方

理科と総合的な時間の関連性

〔講義のすすめ方〕

小学校を中1['，¥にして理科全般の理解を目的とし

ているので、この講座では実験を中山に理科に

ついて幅広く知識を広め、理解を深められるよ

うにする。実験には中学校・高等学校の内容も

加えることがある。必要に応じてVTRやパソ

コンを利用する。原則として毎回実験レポート

を提出する。

〔教材〕

教科書 「新しい教育課程と掌習活動の実際理

科J角屋重樹東洋館出版社
参考書必要に応じて紹介する。

VTR . /'¥ソコンソフト

補助プリント

|開
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〔成績評価の方法・基準〕

F斗掌的思考力、自然科掌に対する興昧関山、理
科を楽しくしようとする意欲等を評価する。

筆記試験挙期末の定期試験

レポート 提出・内容について評価

(必要に応じて指示する。)

判定基準

・試験点数 60% 

出席率 20% 

レポート 20% 

〔雇修のポイント・注意点〕

小学校理科の概要について知識を広め、体系的

に原理原則力、ら理解を深める努力が必要であ

る。知識と同時に実験技術の習得や科掌的に考

えることが大切である。幼稚園-小学校の吾ど

もは日々の活動をを通して自然や物についても

純粋な疑問を発するものである。害どものその

ような質問に興味深く告えられるようになりた

いものである。

〔科目内容の位置伺け〕

科掌技術に固まれて生きる菩ども達に科学に

ついて興昧関心lを高める最初の機会となる小掌

校の理科の役割は極めて大きし1。

教師自身が科学に興昧関1['，¥を示すことによっ

てミ子ども達にも理科に関1['，¥を高めるための刺激

を与えられる知識・技能・指導力を身に付けた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目はない。

関連科目

・「理科概説J. r理科教育法jがある0
・教養科目として「生物挙Jr物理掌J
I環境科掌Jがある。



科目名 初等生活糾

単 位 2 |聞 設|半期

教員名 石井富吾

〔講義目的〕

① 「生活科概説 1/生活科概説j及び「生活
科教育法Jの講義内容を踏まえ、授業参観や
事例研究、活動案作成等を通して、生活科掌

習指導の在り方について理解する。

② 「初等生活科Jを通して、教師としての資
霞の塁礎を培う。

〔講義内容〕

第1回のイントロダクションにて各回の内容を

提示する。

0 指導の具体イじを図る立案演習
-活動や体験仁関する実態把握

.生活科学習過程と単元僑成

-掌習指導改善を図る指導計画の作成

.生活科で育成する掌力と指導-評価

・ミ子どもに即した指導と評価の一体イじ

-教材・人材の開発や活用と環境構成の工

夫

0 小山第一小掌校における生活科の授業参観
( 1、2回)

〔講義のすすめ方〕

O 実践事例の検討や活動・評価案作成を中11)
に、実際の指導を想定しての立案や関係機

関、人材等との連絡調整を体験する。

0 生活科の授業参観をし、指導の実際を理解
するとともに白菜の作成仁反映させたい。

〔教材〕

O 小掌校掌習指導要領解説生活編
(平成11年5月)(文部省)

0 自作プリントや実践事例、年間指導計画等
(随時)

0 その他は講義開始時に提示する。

〔成績評価の方法・墨準〕

0 毎回提出の小レポート・小テスト(出席状
況) (50 %)、演習等での作成物・作昂

等、ポートフォリ才・自己評価 (50%)

により総合的に評価する。

〔雇修のポイン卜・注意点〕

0 各自のテーマによる計画案作成には時閣を
要し、課題となることがある。

0 作業を実施する場合には、活動的な服装や
塁本的な用異が必要である。

(講義開始時に指示する)

0 授業参観時には、観点を設定し実証的な態
度で臨むとともに、ミ子ども理解・具体的支

援等を学ぶ。

〔科目内容の位置付け〕

01生活科概説 1/生活科概説j及び「生活
科教青法jの履修蓄を対象とする。

0 本講座は、生活科掌習指導の在り方の理解
を一層深めることをねらいとする。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

0 前提科目:生活科概説 1/生活科概説
生活科教青法

0 関連科目 教育実習(小学校)
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科目名 初等家庭科

単 位 2 

教員名 増田仁

〔講義目的〕

本講義では、まずミ子どもが家事労働を行うこと

の社会的意昧について理論的・歴史的に考えて

いきたい。そのうえで菩どもに対して行う家事

労働教青はいかにあるべきか、;子どもが自らの

生活の中力、ら課題を発見させる家庭科教育の授

業はいかにしたら可能力、考えていきたい。)欠に

戦後教育改革期に小掌校家庭科がどのような経

緯で成立したのか、その桁余曲折について解説

しながら、家庭科教育全体における小掌校家庭

科の位置を明らかにしていく。 3番目に現在、
衣・食・住それぞれの領域において小学校家庭

科がどのような授業を展開する事が望ましいと

されているか、掌習指導要領等を参考にしなが

ら考察する。後半では、現在小学校家庭科で取

り組まれている授業実践を紹介したうえで、受

講生に家庭科の掌習指導案を作成してもらい、

発表、講評を行う。

〔講義内容〕

1、オリエンテーション
2、吾どもと家事労働
3、三子どものための家事労働教青
4、戦後教育改革期の家庭科教育における初
等家庭科の位置づけ

5、1950年代における初等家庭科をめぐる議
""" E岡
6、初等家庭科と学習指導要領トー衣生活を
めぐって--

1 初等家庭科と掌習指導要領2一一食生活を
めぐって一一

8、初等家庭科と学習指導要領3-住生活を
めぐって一一

9、現在における初等家庭科の取り組み1一一
衣生活をめぐって一一

10、現在における初等家庭科の取り組み2一一

食生活をめぐって一一

11、現在における初等家庭科の取り組み3一一
住生活をめぐって一一

12、掌習指導案の作成

13、掌習指導案の発表
14，掌習指導案の講評

15、まとめ

|開 設|半期

528-

〔講義のすすめ方〕

塁本的には講義形式(授業の後半では実習形

式)であるが、授業中にリアクションペーパー

等で受講者の意見をきく機会を設ける。

〔教材〕

指定図書:

小学校学習指導要領家庭科

参考文献・

小掌校家庭科教科書

村田泰彦・団結圧順吾・福原美江共編『共挙家

庭科の実践J光生館、 1986年。
福原美江著『家庭科の理論と授業研究J光生
館、 1990年。
柳昌寺・野村康代編著[家庭科の授業と家政学

(小学校編)J北大路書房、 1989年。

〔成績評価の方法・墨準〕

平常点と作成した掌習指導案、レポートの内容

から総合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

生徒に教えるに値する家庭科とは伺か、考えな

がら聴講してほしい。

〔科目内容の位置伺け〕

選択科目 CI家庭科概説J、[家庭科教育法Jの
履修者対象)



科目名 初等教材研究AC言語・文化系)

単 位 2 

教員名 生野重=

〔講義目的〕

初等教材研究Aでは、小掌校の国語科の指導

内容ClA話すこと-聞くことJrB書くことJ
rc読むことJ)を踏まえ、国語教材研究の意
義-方法について概説し、次いで表現教材(作

文教材)、理解教材(文学的文章や説明的文

章)のそれぞれの研究を具体的な作田を通して

行う。

以上が初等教材研究Aで講義する主たる内容

であるが，これを受講することによって国語科

の掌習指導を行う際、領域の特性を踏まえた教

材研究の視点や学習指導上の要点在体得して欲

しい。

〔講義内容〕

本科目では、以下の内容について研究する。

1 単元の研究、教材の研究、指導の研究
2 学習指導案作成の手順
-教材の内容を分析する0

.指導目標を考える0

.指導事頂を考える0

.児童の実態を捉える。

-指導の手順を考え、指導過程在構成する0

.挙習指導案を作成する。

-教材、教具、発問等の準備をする。

3 学習指導案の要素
-学習指導案の種類 CI細案Jと「略案J)
〈細案の様式〉

① 単元名

② 単元について
③ 目標(単元目標・指導目標)
④ 指導計画(単元の指導計画)
⑤本時(本時の展開)

4 学習指導案の記述内容(頂目毎仁)
5 読みの掌習過程
-三読法

6 作文の学習過程
-取材構成記述推蔽

〔講義のすすめ方〕

講義、演習、グループ掌習、プレゼンテーショ

ン等を中山に授業を進めていく。本科目では、

模擬授業の実施を目指しているので、受講生は

毎回の授業が次の時間への継続発展していくこ

とを認識しておくとごと。

|開

529 

設|半期

〔教材〕

文部省 I小掌校掌習指導要領解説国語編J東洋
館出版社

生野金三「改稿新美南吉研究j掌教図書出版会

豊津弘伸 斉藤武利-斉藤一人「実習における

指導の技術j教育出版

〔成績評価の方法・基準〕

出席、ポ トフォリオ、ミ二課題、模擬授業の

四者で評価する。ポ トフォリオ、ミ二課題の

提出は、予め決められた締め切り日までに生野

の研究室に直接持参すること。

〔履修のポイント・注意点〕

出席をとる。授業の3分の2以上出席した受講
生を評価対象とする。

授業内容は、積み土げ方式になっているの

で、前回の授業内容を踏まえておくことが重要

である。

期末仁ポートフォリオ(授業で掌習した内容

を振り返り、自分の学習の成果が分かるように

「目次Jr見出しJr全体の構成Jr後書きJ等
を考えて作成した掌習記録のこと。又は、これ

までの学習を凝縮したオリジナルのテキストの

こと。)を作成するので、授業内容は随時メモ

しておく。

〔科目内容の位置付け〕

教職に関する科目として位置付けられている。

実践的指導力の墓礎を体得して欲しい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

国語概説、初等国語、国語科教育法



税目名 初等教材研究B(生活・人間系)

単 位 2 |開 設|半期

教員名 増田仁

〔講義目的〕

授業の導入部では、現代の家庭生活について概

観する。授業の半ばでは、現代の食生活や衣生

活について検討しながら、実際に数回にわたっ

て調理実習や被服製作を行い、教育現場での

実践力を養う。盟業の終盤では『家庭科ワ

クブック.1(牧野力ツコ編著)を参考にしなが

ら、教材としての育効性について再検討を行

う。具体的なトピックとして、消費者教育やメ

ディアと生活等を取り上げる。どのようにテキ

ストを用いれば生徒に説得力のある授業が展開

できるのか、また生活者としての力を身につけ

させることができるのか共に考えていきたい。

〔講義内容〕

1、オリ工ンテーション
2、家族について考える一一現代の課題一一
3、ミ子どもの発達と権利一-r~子どもの権利
条約Jを読み直す一一
4、食生活を見直す一一食の安全と健康を考
える一一

5、調理実習1
6、調理実習2
7、調理実習3

8、快適な衣生活には何が必要か一一着る
「喜びJのために一一

9、被服製作1
10、被服製作2

11、被服製作3

12、自分の住まいを再考する一一一どう[住ま
うj力」ー-

13、自律的な消費者になるために一一消費社
会を生き抜く一一一

14、生活とメディアー一一メディアとどう付き
合う力」一一

15、まとめ

〔講義のすすめ方〕

塁本的には講義形式と実習であるが、講義では

リアクションペパ一等で受講者の意見をきく

機会を設ける。

〔教材〕

参考文献.

小学校学習指導要領家庭科

小学校家庭科教科書

枚野力ツコ編著『人間と家族を挙/5¥家庭科ワー
クブックJ国土社、 2007年。
牧野力ツコ編著『自分らしい生活をつくる家庭

科ワークブック②』国土社、 2000年。
牧野力ツコ編著『家庭科ワークブック 人聞の

発達と保育J東京書籍、 2002年。

〔成績評価の方法・墓準〕

平常点とレポートの内容、提出作自の完成度か

ら総合的に評価する。

〔履修のポイント・注意点〕

自分の生活を振り返り、「よりよく生きるJ、
「よりよく生活するjことの意昧を考えながら

講義を聴いて欲しい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

「家庭科概説J、「家庭科教育法jと関連してい
る。
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科目名 初等教材研究c(表現・実技系)

単 位 2 |聞 設|半期

教員名 益田勇一

〔講義目的〕

図画工作科の学習指導案の作成、模擬授業と

それらの検討を通して実践的指導力の獲得を目

指す。

〔講義内容〕

1 .掌習指導案の作成と検討(1)
2.学習指導案の作成と検討 (2)

3.模擬授業(造形遊び1)
4.模擬授業(造形遊び2)
5.模擬授業(絵で表す1)
6.模擬授業(絵で表す2)
7 模擬授業(絵で表す3)
8.模擬授業(立体で表す1)
9.模擬授業(立体で表す2)
10.模擬授業(版で表す)

11.模擬授業(デザイン/工作1)
12.模擬授業(デザイン/工作2)
13.模擬授業(鑑葺1)

14 模擬授業(鑑葺2)

〔講義のすすめ方〕

グループ単位で掌習指導案の作成および模擬

授業を行ない、問題点を検討する。

〔教材〕

教科書は使用しない。

〔成績評価の方法・基準〕

学習指導案と模擬授業による評価。

学習指導案 50% 
模擬授業 50% 

〔雇修のポイント・注意点〕

模擬授業仁必要な材料や用具、教材等の準備

は各グループで行なうことになるので、計画を

立て、効率的仁進めること。

〔科目内容の位置惜け〕

図画工作科教育法の発展的内容となる。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

図画工作概説|

図画工作科教育法
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科目名 社会科教育法 l

単 位 2 i開 設 l半期
教員名 熊田槙介

〔講義目的〕

この講義は、社会科教育法 11および川ととも

に、中学校「社会Jの教員免許状を取得するた
めには、~\ず履修しなければならない教職科目
である。本講義の巴的は、わが国の社会科の成

立と展開について、戦前期にさかのぼる思想的

系語、戦後の教青改革における初期社会科の理

念、学習指導要領に見る社会科教育の変遷、そ

して社会科教育が抱えている諸課題を取り上

げ、社会科教青に関する基本的な理解を深める

ことである。

〔講義内容〕

社会科教育法|の講義は、以下の予定に墨づき

進められる。

l .社会科教育法で何を掌iSiの力、
(オリ工ンテション)

2.社会科はどのような教科なのか
(塁本理念、思想的系語、初期社会科)

3 社会科はどのように変わってきたの力、
(学習指導要領、教科書)

4 社会科はどのように実践されてきたのか
(力リキュラム構造、授業論)

5.社会科はどのような課題を抱えているのか
(教科書問題、総合的な掌習の時間、等)

〔講義のすすめ方〕

塁本的には、講義概要を示したレジュメを基仁

講義形式で進めるが、適宜翼料を配付し、教科

書や参考書を参照する。また必要に応じて、挙

習課題に墨づく意見交換や活動なども取り入

れ、社会科教青が育成すべき社会観や価値観、

並びに教職としての専門性を獲得するという本

講義の目的に費するため、将来の教職を目指す

受講者自らが抱く社会科教育仁関する課題意識

を積極的に表現する機会を多く設定したい。

〔教材〕

教科書文部省編『中掌校学習指導要領(平成

10年12月)解説一社会編-J
(大阪書籍、平成11年9月)

参考書講義時に適宜指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、平常点、試験による総合評価。

0出席について、 3分の2以上の出席を満たし
た者を評価対象とする。

0遅刻-早遣は、原則として欠席と見なす。
0平常点について、講義毎仁課す小課題並びに
講義中の学習課題への取り組み態度を評価対

象とする。

0試験について、学年末に実施する。

〔雇修のポイント・注意点〕

中学校社会科教員として教職に就くことを強く

希望し、かつ近年の教員採用試験の難化を乗り

越えて教職を目指す覧悟を育する学生の受講を

前提としている。したがって、単に教員免許だ

けを取得するという安易な考えで履修しないこ

と。

〔桝目内容の位置柑け〕

教職科目の中では、具体的な教科の授業仁関わ

るという意昧で実践的な科目である。一方で、

他の教職科目で培った、教青という営為のあり

方や現代の教育問題など、教育の本質に関わる

掌習成果を前提として成り立つ科目でもある。

抽象から具体、そして抽象へ。本講義で掌ぶ具

体的な授業のあり方から、教育一般に通ずる問

題、人間形成に関わる問題を考えてもらいた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目他の教職科目。

関連科目社会科教育法 11、111、社会科公民

科教育法。特に、社会科教青法 11、川の前提と

なっており、目的・内容ともに関連をはかつて

いる。
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科目名 社会料教育法 11

単 位 2 |開 設|半期

教員名 熊田禎介

〔講義目的〕

この講義は、社会科教育法|および 111ととも

に、中掌校「社会jの教員免許状を取得するた

めには、必ず履修しなければならない教職科目

である。本講義の目的は、中学校社会科を構成

する各分野の目標-内容・方法について検討

し、社会科教育を担う教員に必要力、つ基本的な

知識と技能を習得することである。

〔講義内容〕

社会科教育法 11の講義は、以下の予定仁墓づき

進められる。

1 .社会科教青法|の既習事頂確認

(オリエンテーション)

2.中学校社会科地理的分野の内容構成
(目標・内容・方法)

3.中学校社会科歴史的分野の内容構成
(目標・内容・方法)

4 中掌校社会科公民的分野の内容構成
(目標・内容・方法)

5.中掌校選択教科「社会jのあり方
6.中学校社会科と「総合的な掌習の時間Jと
の関連

7.中学校社会科が抱える課題
(評価のあり方、等)

〔講義のすすめ方〕

塁本的には、講義概要を示したレジュメを墨に

講義形式で進めるが、適宜資料を配付し、教科

書や参考書も参照する。また、各頂自について

は、実践例を参考としながら、各分野の目標目

内容方法を検討する。さらに、必要に応じ

て、実践例仁対する意見や感想を求めたり、

部分を実際に行うことで改善策を考えてもらっ

たりする。

〔教材〕

教料書文部省編『中掌校学習指導要領(平成

10年12月)解説一社会編-J
(大阪書籍、平成11年9月)

参考書講義時に適宜指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、平常点、試験による総合評価。

0出席について、 3分の2以上の出席を満たし

た蓄を評価対象とする。

0遅刻・早遣は、原則として欠席と見なす。
0平常点について、講義毎に課す小課題並びに
講義中の掌習課題への取り組み態度を評価対

象とする。

0試験について、学年末に実施する。

〔雇修のポイント・注意点〕

中学校社会科教員として教職に就くことを強く

希望し、かつ近年の教員採用試験の難化を乗り

越えて教職を目指す賞悟を育する学生の受講を

前提としている。したがって、単に教員免許だ

けを取得するという安易な考えで履修しないこ

と。

〔科目内容の位置付け〕

教職科目の中では、具体的な教科の授業に関わ

るという意昧で実践的な科目である。 方で、

他の教職科目で培った、教青という営為のあり

方や現代の教育問題など、教青の本質に関わる

学習成果を前提として成り立つ科目でもある。

抽象から具体、そして抽象へ。本講義で掌ぶ具

体的な擾業のあり方から、教育一般に通ずる問

題、人間形成仁関わる問題を考えてもらいた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目 他の教職科目、社会科教育法|。

関連科目 社会科教育 111、社会科・公民科教育

法。特に、社会料教青法 111の前提となってお

り、目的 内容ともに関連をはかつている。

なお、本科目では、教育実習を行う際の基本

的な内容を扱っているので、教育実習に行く前

仁履修すること。
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科目名 社会科教育法 111

単 位 2 |開 設|半期

教員名 熊田禎介

〔講義目的〕

この講義は、社会科教育法|および 11ととも

に、中学校[社会Jの教員免許状を取得するた
めには、必ず履修しなければならない教職科目

である。本講義の目的は、社会科教青法 11で検

討した社会科を構成する各分野の目標・内容・

方法を墨に、掌習指導案作成並びに模擬授業を

実施し、社会科教員として必要な技能を実践的

仁習得することである。

〔講義内容〕

社会科教育法 111の講義は、以下の予定に墨づき

進められる。

1 .模擬授業の計画
2 過去の実践例の検討
3 写習指導案作成の実際
4.模擬授業の実施と評価・検討
5目総括

〔講義のすすめ方〕

中掌校社会科の教育内容を墨に、各自が掌習指

導案作成を行い、それに墨づき模擬授業を行

う。受講人数が多い場合には、各自が作成した

模擬授業案に関するプレゼンテ ションを実施

することも視野に入れる。塁本的には、掌習指

導案と、これを用いた模擬授業またはプレゼン

テ ションの様菩を、生徒役である受講掌生か

ら評価してもらう形式をとる。

〔教材〕

教科書文部省編『中掌校掌習指導要領(平成

10年12月)解説一社会編-.1

(大阪書籍、平成11年9月)
参考書講義時に適目指示する。

〔成績評価の方法・基準〕

出席、平常点、模擬授業、試験による総合評

価。

0出席について、 3分の2以上の出席を満たし
た者を評価対象とする。

0遅刻 早退は、原則として欠席と見なす。
0平常点について、講義富に課す小課題並びに
講義中の学習課題への取り組み態度を評価対

象とする。

0模擬授業について、挙習指導案・模擬授業の

様吾を評価対象とする。

0試験について、学年末に実施する。

〔履修のポイント・注意点〕

中掌校社会科教員として教職に就くことを強く

希望し、かつ近年の教員採用試験の難イじを乗り

越えて教職を目指す賞悟を育する掌生の受講を

前提としている。したがって、単に教員免許だ

けを取得するという安易な考えで履修しないこ

と。

〔科目内容の位置付け〕

教職科目の中では、具体的な教科の授業仁関わ

るという意昧で実践的な科目である。一方で、

他の教職料自で培った、教育という営為のあり

方や現代の教青問題など、教青の本軍に関わる

掌習成果在前提として成り立つ科目でもある。

抽象から具体、そして抽象へ。本講義で学ぶ具

体的な授業のあり方から、教育一般に通ずる問

題、人間形成に関わる問題を考えてもらいた

い。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

前提科目 他の教職科目、社会科教育法|、社

会科教育法 11。

関連科目 社会科・公民科教育法。

なお、本科目では、教育実習を行う際の塁本

的な内容を扱っているので、教育実習に行く前

に履修すること。
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科目名 教育相談S

学枝力ウンセリングの実際

単 位 2 |開 設|半期

教員名 中谷陽吾

〔講義目的〕

① 社会の急激な価値観の変伯に起因して、掌

校教青よの諸問題や課題が、児童生徒の周

辺に急激に発生してきでいることを知るこ

と。

② 最も発達の著しい児童生徒期のミ子ども達が

背負い込む「ストレス目白身の不調・不適

応状態」を正確に、そして具体的に理解す

ること。

③ 掌校と教師は「菩ども達の苦しみを受け取

り、相談に乗り、こころの傷を癒すJ機能
を引き受けなければならない。それは時に

は家庭や地域以上に重く、教師の持つ資霞

と学校教育相談が行える教師の臨床的能力

を育てること。

以上の3点在授業のねらいとする。

〔講義内容〕

制度イじされた《掌校力ウンセリンク、の場(専門

のスクール力ウンセラーが受持つ)>>では、生
徒達がやや追い詰められないと、な力、な力、やっ

て来ない。しかし一方では、日常的仁教師が丁

寧に手聞けする機会があれば、生徒達の悩みが

深刻化するのを防ぐことができる。

講義はこの点を重視する。

〔講義のすすめ方〕

A 生徒達が抱えてくる多様な問題について対
応できることが求められる。

学業や健康上の相談

・家族、友達、いじめなど人間関係上の問題

.不登校など非社会的な問題

• J白身症的、神経症的な問題

B 問題行動に却する理解とその内容に見合つ

た聞言・相談・指導が出来ることが求めら

れる。特に反社会的な行動には、慎重に関

わることが求められる。

*授業では次のようなトレー二ングを実施す

る:

a カウンセリングマインドの理解
b ソーシャルスキルのトレ 二ング
c 教師と生徒の日常生活を再現させ、力ウン
セリン的かかわりや回言の実習を口ールブ

レイの形式で練習する。

〔教材〕

*生徒指導 11用のテキス卜は指定せずに、多く

の資料を利用する。

*指定参考書としては、

①「ミ子どもの成長 教師の成長一掌校臨床の

展開-J
近藤-岡村保坂(編)

東京大学出版会発行

.教育臨床では人気の高い書籍である。

②新訂[生徒指導J新井・住田・岡崎(編)
放送大学教育振興会発行

*教育相談には多様な生徒の状況と事例が存在

するので、その一つ一つに対応させて資料を

の形で用 意するので、学生は各自《相談の

手引き》と称して編集し、自分で使いやすい

翼料集を作成して実 際の相談に役立てる準

偏在することは、大変充実感のある勉強法と

なる。

〔成績評価の方法・墨準〕

①《相談力・理解刀》の評価は授業内実習で行

う。必ず数回は役を実演すること。

②期末にはレポ トの提出を求める。

③出席状況

〔雇修のポイント・注意点〕

. r技術を学ぶのだJと思う人が多いが、相談
はその精柿を十分に理解した上でそのための

技術やこつなどを修得することが大切であ

る。

-受講生の人数にもよるが、実習(トレ 二ン

グ)を恥iず力、しがったり、嫌がったりして体

験しない学生は、単位が取得できないことも

あるので、注意して欲しい。
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科目名 教育実習の事問事後指導(胡)(1) 

単 位 。 |開 設|半期

教員名 五十風敦吾

〔講義目的〕

幼稚園における実習の目的、内容、方法、必要

な手続き、留意事頂などを具体的に理解し、実

習日誌などの記録方法、指導計画の作成、基礎

的な保育技能を身につけるとともに、実習後の

学習の課題と進め方を各自が明確にする。

〔講義内容〕

十教育実習の目的と方法

2.幼稚園教育の理解①保育所との比較
3.却稚園教育の理解②多様な幼児教育

4.均稚園教育の理解③五領域について
5.幼稚園教育の理解④幼稚園での一日の生

活の流れ

6 ゲスト・スピーカーによる講話一実践技
術を掌iS¥
7 均児期の発達特性について
8 保育記録の方法について
9.泊稚園教育実習の理解一勤務をする際の
留意事項、実習園でのオリエンテーショ

ンなど

1 O.指導計画(指導案)の立て万①
1 1 .指導計画(指導案)の立て方②
1 2.保育者としてのマナー一保護者への対応
など

1 3.直前指導
14.実習の反省と自己評価

1 5 新しい自己課題の発見

〔講義のすすめ方〕

基本的には、講義形式であるが、課題を与える

ことが多い。

〔教材〕

テキスト:r教育実習(幼稚園)のためのガイ
ドブックJ
『幼稚園教育要領J

参考書:豊津弘伸他編『実習における指導の技

術指導案の書き方-J教育出版

〔成績評価の方法・墓準〕

真剣に誠実に取り組む決11)をして受講して欲し

い。したがって、重大な理由がない限り欠席し

ないこと。理由がある場合は必ず証明書を提出

すること。遅刻ももちろん認めない。

出席を重視し、課題への取り組み、提出物など

で総合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

履修には 定の条件があるので、「資格回免許

等の履修に関する手引きJで確認すること。

〔斡目内容の位置付け〕

教職に関する科目

〔前提・関連科目(税目間関連の内容))

保育内容研究科目及び保育内容演習科目
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科目名 教育実習の事目U事後指導(小学1)

単 位 。 |開 設|半期

教員名 生野重二、益田勇一

〔講義目的〕

この科目は、小学校において教育実習を行う蓄

が受講する。その内容は、教育実習を行うに当

たっての事前指導と教育実習終ざ時に行う事後

指導とに分けられる。前者の事前指導では、教

育実習に関する諸手続き、教育実習の意義や目

的、学習指導を行う際に必要不可欠な掌習指導

案の作成、模擬授業等の内容について触れる。

方後者の事後指導では、作成した掌習指導

案、捜業記録等を墨に掌習指導案、授業記録等

を墓に学習指導のあり様について考察を加え

る。

上記のことを踏まえ、本科目では、教師とし

ての実践的指導力の塁礎を青成することを目的

とする。

〔講義内容〕

本科目では、以下の内容について取扱う0

1 教育実習の意義や目的
2 掌習指導案の意義や形成の説明
3 学習指導案の作成
-学習指導案の書き方の説明

-学習指導案の作成(細案と略案)

4 掌習指導案の検討
5 模擬授業の準備
-教材・教具の作成

.板書計画の作成

・発問計画の作成

6 模擬授業の実施
ア 模擬授業の検討

8 教奇実習の直前指導
回事前打ち合わせ

・教育実習計画の提出

.学習指導案の確認

9 教育実習の報告と反省
回実習レポ ト提出(授業記録とその整理

〈導入、展開、終末毎(こ〉、そして授業分析)

〔講義のすすめ方〕

講義、演習、グループ掌習、ブレゼ、ンテーショ

ン等を中山に授業を進めていく。本科目では、

毎回の授業が次の授業へ継続発展していくの

で、そのごとを念頭においておくごと。

〔教材〕

文部省「小掌校掌習指導要領解説国語編j

東洋館出版社

生野金三 I改稿新美南吉研究J学教図書出版
~ 

= 
生野金三 I読書指導の方法と実践j学教図書
出版会

豊j幸弘伸・斉藤武利回斉藤 人「実習におけ

る指導の技術J教育出版

〔成績評価の方法・基準〕

出席、ポートフォリオ、ミ二課題の三者で評価

する。ポートフォリオ、ミ二課題は、予め決め

られた締め切り日までに生野の研究室に直接持

参すること。

〔雇修のポイント・活意点〕

出席をとる。授業内容は、積みよげ方式になっ

ているので、前回の授業内容を踏まえておくこ

とが重要である。

ポ トフォリオ(授業で掌習した内容を振り

返り、自分の学習の成果が分かるように「目

次JI見出しJI全体の構成JI後書きj等を考
えて、作成した掌習記録のごと。又は、これま

での掌習を凝縮したオリジナルのテキス卜のこ

と。)を作成するので、授業内容は随時メモし

ておく。

〔科目内容の位置柑け〕

教職仁関する科目に位置付けられている。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

各教科の指導j去に関する科目、教科に関する科

目。
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科目名 教育実習(胡稚園)

単 位 4 

教員名 五十嵐敦吾

〔講義目的〕

大学での理論掌習を塁礎に、教員としての実

践力を養うために、実習園での担当教員の指導

を受けつつ[部分実習Jr重任実習J等の活動
を体験する。園組織の実際、教員の職務、園児

の実態についての理解を深めるとともに、教員

としての自覚と使命感を高める。

〔成績評価の方法・基準〕

実習園の評価、[実習ノートJの内容、出席
状況、授業への取り組み姿勢などを加昧し、総

合的に評価する。

〔雇修のポイント・注意点〕

教育実習では、大掌での授業とは異なり、社

会、学校、ミ子ども(園児)を相手とする仕事で

あるので、教育実習ガイ夕、ンスへの出席、提出

物などの諸手続きの期日、時間厳守は当然のこ

とであり、受講者には強い自覚と重任感が求め

られる。

〔科目内容の位置付け〕

教職に関する科目

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

保育内容研究科目及び保育内容演習科目

|聞 設|実習
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科目名 教育実習(小学校)

単 位 4 |開 設|実習

教員名 生野重ニ・益田勇一

〔講義目的〕

教育実習の第一の目的は、現在教員に求められ

ている実践的指導力や倫理性の墨礎訓練を、挙

校現場という現実の環境で実地研究するところ

にある。換言すれば、教育実習は、体験を通し

て実感を捉えるのではなく、教職仁関する知

識、理論、技術等大挙において掌んだ内容を教

育実習の実施体験を遇して、掌校現場の曽みの

内容を捉え、実践的指導力の墓礎を形成するこ

とを目的としている。

〔講義内容〕

教育実習においては、以下の内容の研究を深め

る。

1 授業観察の着眼点
.授業過程における教師と児童の活動

・目標(課題)の設定(導入)

-課題探究(展開)

-整理評価(終末)

2 授業づくりの原則
-教材の内容分析(教材観)

・指導目標(目標)

-指導事頂

-児童の実態把握(児童観)

-指導の手順と指導過程の構成

.学習指導案の作成

-教材、教具等の準備

・発問計画、板書計画

〔教材〕

白鴎大掌発達科掌部編『教青実地研究(教育実

習)の手引きJ(小掌校)
豊j喜弘伸・酉藤武利 需藤一人『実習におけ

る指導の技術J教育出版

〔雇修のポイント・注意点〕

教青実習においては、謙虚に現実の教育を学ぶ

ように努力して欲しい。

教育実習事前事後研究(指導)と掌校教育実

習との両者が完3した段階で単位は付与され
る。

〔科目内容の位置付け〕

教職に関する科目として位置付けられている。

実践的な指導力の墓礎を体得して欲しい。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

3年次に教育実習を希望する場合、その原則、
又は必要要件は別途指示する。 4年次に教育実
習を希望する場合、「教育職員免許状および資

格取得の手引きJを参照し、その条件を充たし
ておく。

可
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科目名 教育実習(中掌校)

単 位 4 

教員名 近藤昌晴

〔講義目的〕

教職に就くことを前提として、教育現場におい

て実地体験を橿むことが本科目の目的である。

〔講義内容〕

教青実習では、主に下記の内容の指導を観察し

たり、実際に自ら教師として指導する。

l ，生徒指導
2，掌習指導
3，部活動指導

指導の時間数-内容等については実習校によっ

て異なるため、実習校の指導に従う。

〔講義のすすめ方〕

実習校の指導に従うこと。

〔教材〕

実習校力、ら指定されたものを各自準備する。

〔成績評価の方法・基準〕

教育実習校による「教育実習評価表Jr教育実
習ノートjの内容を教職等課程委員会で検討

し、総合的に評価する。教育実習期聞を満3す
ることで単位が付与されるわけではない。

〔履修のポイント・注意点〕

中学校免許のみ希望者および中高両免許希望者

は「教育実習(中)J (4単位)を履修し、中学
校での実習に参加すること。

〔科目内容の位置伺け〕

教職課程の集大成ともいうべき実習である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教職に関する科目、各教科に関する科目全眼。

|聞 設|実習
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斡目名 教育実習(高等掌校)

単 位 2 |開 設|実習

教員名 近藤智講

〔講義目的〕

教職に就くことを前提として、教育現場におい

て実地体験を積むことが本科目の目的である。

〔講義内容〕

教育実習では、主に下記の内容の指導を観察し

たり、実際に自ら教師として指導する。

1.生徒指導

2，学習指導
3，部活動指導

指導の時間数・内容等については実習校によっ

て異なるため、実習校の指導仁従う。

〔講義のすすめ方〕

教育実習校の指導仁従うこと。

〔教材〕

教育実習校力、ら指定されたものを各自準備す

る。

〔成績評価の方法・基準〕

教青実習校による「教育実習評価表Jr教育実
習ノートJの内容を教職等課程委員会で検討
し、総合的に評価する。教育実習期聞を満ざす

ることで単位が付与されるわけではない。

〔雇修のポイント・注意点〕

高等学校免許のみ希望者は「教育実習(高)J 
(2単位)を雇修し、高校での実習に参加する
こと。

〔科目内容の位置伺け〕

教職課程の集大成ともいうべき実習である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教職に関する科目、各教科に関する科目全般。

円
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科目名 学校経営と学校図書館

単 位 2 

教員名 紺野順吾

〔講義目的〕

本講は司書教諭課程の総論にあたる科目であ

る。まず、掌校図書館の学校教青における意義

と役割を明らかにし、学校図書館の理念、発展

過程、経営のあり方、今後の課題など、学校図

書館全般についての塁本的理解を目指す。

とりわけ、学校図書館の教育的意義、司書教

諭の任務と職務について体得することを到達目

標とする。

〔講義内容〕

1 学校図書館の理念と教育的意義
2 掌校図書館の発達過程と課題
3 教青行政と掌校図書館
4 掌校経曽組織と掌校図書館
5 掌校図書館経営の原理
6 学校図書館環境のあり方と整備
7 図書館ネットつーっと学校図書館
8 司書教諭の任務と職務
9 掌校内の協力体制と司書教諭
10 学校図書館メディアの教育的意義
11 挙校図書館メディアの内容と構築
12 掌校図書館メディアの管理と提供
13 掌校図書館活動の意義
14 学校図書館活動の内容と方法
15 学校図書館の課題と展望

〔講義のすすめ方〕

司書教諭は、芸どもたちに各種メディアを活用

させ、自主的に掌習する方法・態度を掌ばせる

任務をもっ教員である。したがって司書教諭資

格取得を目指す学習者は、当然、自主的 自発

的に掌ばなければならない。このことをふまえ

本講座は、一方的講義を排し、掌生自身による

調査-研究、発表、討議等可能なかぎり自主

的 自発的で参加型の学習を進める。

〔教材〕

教科書:全国学校図書館協議会編「掌校図書

館司書教諭講習資料J第6版全国学校図書館
協議会 2008年 2000円
(法規・墓準ガイドライン・学校図書館の施

設 設備・メディア・活動など、司書教諭の活

動に必要な墓本的資料を網羅した資料集であ

る。司書教諭課程5科目共通に利用できる)

|聞 設 I ;集中
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指定図書笠原良郎監修『シリーズいま、学校

図書館のやるべきごと.1(全6巻ポプラ社
2005年)
(掌校図書館の役割・資料・情報の整備目メ

ディア活用能力青成読書指導情報活用・総

合的学習を麦援する学校図書館など、現在の掌

校図書館の課題を実践的にわかりやすく解説し

たシリーズ)

〔成績評価の方法・基準〕

授業の進行に応じて提出を求める小レポート

40%、課題[私の考える理想の掌校図書館J
作成40%、出席20%

〔雇修のポイン卜・注意点〕

本講は資格科目であり、安易な掌習姿勢・態度

はゆるされない。また集中講義という隈られた

時間内での掌習なので効率的に取り組む必要が

ある。

〔科目内容の位置伺け〕

学校図書館掌は教育掌と図書館情報科学とのこ

つの領域にまたがる内容を富む。単なる知識・

技能の習得にとどまらず教育的実践をふまえた

科目内容である。とくに本科目は司書教諭課程

5~斗自の総論的な位置づけの科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

司書教諭資格取得は教職課程履修が前提であ

る。この科目を履修することによって、図書館

情報学の専門家としてのあり方および教師とし

ての教育課題がより明確になる。ほかの4科目
修得の墨礎科目である。



科目名 学校図書館メずィアの構成

単 位 2 |開 設|集中

教員名 早野喜久江

〔講義目的〕

各種メディアは、掌校図書館の生命である。

そのメディアを児童・生徒が活用するために、

どう構成する力、lま司書教諭の重要な任務であ
る。本講では、メディアの構成仁関する理論的

理解と、その実務能力の育成を図ることを目的

とする。

〔講義内容〕

1 学校図書館メディアの意義とその教育的
な役割

2 学校図書館の各種メディアとその特性
3 掌校図書館メディア構築の基本
4 学校図書館メディアの収書方針と選択
5 掌校図書館メディアの組織化の意義とブ
ロセス
6 学校図書館メディアの分類の意義と機能
7 日本十進分類j去の理解と利用
8 分類作業の実際(1)
9 分類作業の実際 (2)
10 主題検索の意義と機能
11 件名目録作成の実際
12 目録の意義と機能、目録の種類と構成
13 目録規則と目録作業の実際(1)
14 目録作業の実際 (2)
15 図書の配架と図書以外のメディアの組織

イじ

〔講義のすすめ方〕

掌校図書館の各種メディアの組織伯について

理論的に理解することも重要であるが、具体

的 実際的な実務能力の体得が一層重要であ

る。した力Tって本講では、可能な限り実践的な

方法で学習をすすめる。

〔教柑〕

教科書:笠原良郎・細野順吾著『シリ ズい

ま、掌校図書館のやるべきこと 2.資料・情
報を整備しよう 掌校図書館メディアの選択と

組織イじJポプラ社 2005年 1575円
指定図書:全国学校図書館協議会編『掌校図書

館・司書教諭講習資料J第5版全国掌校図書
館協議会 2006年 2000円

〔成績評価の方法・基準〕

講義の進行に応じて行う小レポート

(40%)、分類目録演習 (30%)、理解度確

認の最終試験 (30%)で総合的に評価する。

〔履修のポイント・注意点〕

本講は資格科目であり、掌校図書館のメディ

ア組織伯の実務能力は司書教諭に欠くことので

きない課題である。理論と実務の習得をめざす

ものであり、特に実務の演習を中山にすすめ

る。集中講義という隈られた時間内での学習で

あるが積極的に取り組む必要がある。

〔科目内容の位置伺け〕

司書教諭科目5科目のうち「学校図書館メ
ディアの構成Jは、最も具体的であり、かつ実
務的な科目である。図書館情報掌におけるメ

ディア組織論を踏まえ、学校図書館独自の観点

と方法を追求する。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

ミ学校経営と掌校図書館で掌んだ意義、機能を

踏まえ学校図書館メディアに関し、その理念の

具現fむを図る科目である。
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税目名 学習指導と掌校図書館

単 位 2 

教員名 紺野 '111真吾

〔講義目的〕

児童生徒が自主的・主体的に学習を進めるため

には、図書館及び、各種メディアを活用する能

力が必須であり、その育成は教員としての司書

教諭の重要な使命である。本講では、まず「メ

ディア活用能力J育成の意義・理念を明確に
し、指導内容、指導計画については課題演習・

発表を通して究明していく。ついで、具体的な

指導方法についての理解を図ったうえで「指導

案jの作成を課す。できるだけ実践的仁掌習を

進める。

〔講義内容〕

1 教育課程の展開と学校図書館の役割
2 主体的学習とメディア活用能力
3 メディア活用能力青成指導の内容と指導計
画

4 指導内容の具体的検討(課題調査および発
表)

5 指導内容の具体的検討(課題調査および発
表)

6 指導内容の調査結果の発表目討議
7 指導計画作成のための原理
8 指導内容の体系化(グルブ討議)
9 指導内容の体系化(グループ討議)
10メディア活用能力育成指導の年間計画作成
11 メディア活用能力育成指導の方法
12特定掌年の単位時間内での指導案作成
13集団指導個別指導の意義とその展開
14メディア活用能力育成と情報サービス
15教員に対する支援と働きかけ

〔講義のすすめ方〕

;子どもたちに各種メディアを育効に活用する万

法を挙ばせるためには、その指導者である司書

教諭が自ら奇効適切なメディア活用方法を体得

しているごとが前提である。このことを踏ま

え、本講座では掌生自身による調査研究発表・

討議等、可能なかぎり自主的かつ実践的方法で

掌習をすすめる。

〔教材〕

教科書:全国掌枝図書館協議会『学校図書館-

司書教諭講習資料J第6版全国掌校図書館協
議会 2008年2000円

|開 設|集中
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cr学校経曽と掌校図書館Jと共用)
指定図書:笠原良郎監修『シリーズいま、学校

図書館のやるべきことJC全6巻ポプラ社
2005年)
Cf学校経営と学校図書館jと共用)

〔成績評価の方法・基準〕

課題についての調査および発表30%、メ
ディア活用能力育成のための I指導案」作成
30%、理解度確認のための論述レポート
40% 

〔雇修のポイン卜・注意点〕

本講は、教師による一方的な[教え込む教育j

を排し、ミ子ども自らが自主的・自発的に掌/5¥
I学び方J指導の方法を挙/5¥科目である。した
がって、その方法を学ぶ掌生自身が[自ら考え

るj自主的 自発的学習姿勢力て必要である。ま

た、集中講義という隈られた時間内での掌習な

ので効率的に取り組むことが求められる。

〔科目内容の位置伺け〕

学校図書館は日々の掌習指導の中で活用される

ごとが塁本的な機能である。その具体的な方法

を掌ぶ本科目は、こうした掌校図書館の目的

課題からみて司書教諭課程5科目のうち、最も
切実力、つ重要な科目である。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教職課程の社会科教育法、理科教育法など、各

教科教育法と密接な関係を持つ。



科目名 読書と豊かな人間性

単 位 2 

教員名 後路括章

〔講義目的〕

読書が招きですか?あなたは、読書でどんな喜

びを得てきましたか?

本講座では、読書の楽しさを改めて考え直

し、まずあなた自身が、「読書大沼き人間jに

なるごとが大前提です。

次に、児童・生徒が利用する多様な読書資料

の分析です。資料には、その資料独自の役割が

あることを理解していきます。

3番目には、その資料をどうやって児童・生
徒に手渡し、読書の喜びを感得させていったら

いいのか、読書指導の具体策を学習します。

最終的には、教員としての司書教諭の役割を

理解することです。家庭・地域までも言めた全

校の読書計画を立案・実行していくのが司書教

諭の大事な役割です。学校司書との遣いをしっ

かり認識し、司書教諭の役割を具体的にイメー

ジできるよう掌習していきます。

〔講義内容〕

① IわたしJの読書体験
②児童・生徒の読書状況

③読書の意義と学校教青における読書の位置づ

It 
④読書資料の種類と特性

⑤発達段階に応じた読書指導

*読みのレディネスの促進

*読書資料の選択と評価

*調べ学習と読書資料の分析

*ヤンクア夕、ルトの読書活動の支援

⑥読書指導の実践

牢読み語り(読み聞かせ)

*ブックトーク

*ブックリストの作成

*読書相談

*読書感想文

*読書感想画

*読書ゅうびん

*読書会

*その他の実践

⑦読書推進活動と司書教諭の役割

*家庭・地域を重めた全校の読書推進活動

*関連施設との連携

*読書翼料の整備充実

*国の読書推進策

|開
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設|集中

〔講義のすすめ方〕

講義と実習・発表を織り交ぜながら進めていき

ます。

毎日、数人の履修者に[わたしのおすすめ

本Jを紹介してもらいます。
毎日、講義終3時、履修者全員に[きょうの
感想Jを200写以内で書いてもらいます。
わたしの講義は「むつかしいことをやさし

く、やさしいことをおもしろくjがモットーで

す。遠慮せずに、どんどん注文をつけてくださ

し1。

〔教材〕

『読書の楽しさを伝えようJ知と/1)を青てる読
書の教育笠原良郎編著ポプラ社

〔成績評価の方法・基準〕

出席率 40% 
授業態度 30% 

レポート 30% 

〔雇修のポイント・注意点〕

積極的に発言する。

発言する際、履修者全員に伝わるように明暗

に話す

履修者の疑問や問題解決を、みんなで分かち

合いたいと思っています。そのために、楽しく

学び合う空間を履修者全員に工夫してもらいま

す。

〔輔自内容の位置伺け〕

読書はすべての教科の墓礎になる、きわめて大

事な行為です。豊かな人間性を作る塁本となり

ます。[読書しない固に未来はないjというこ

とばがあります。「招きこそものの上手なれj

です。 5日間の履修で、自己変革できるよう努
力してください。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

教育課程の履修が前提であり、司書教諭資格の

ための以下の4科目と関連します。
「掌校経営と掌校図書館Jr学校図書館メディ
アの構成Jr学習指導と学校図書館Jr情報メ
ディアの活用」



科目名 情報メTイアの活用

単 位 2 

教員名 石川員一

〔講義目的〕

この科目の目的は、掌校図書館における多様な

情報メディアの特性と活用方法の理解を図る。

〔講義内容〕

講義と演習の組み合わせ。

主な内容

1 .高度情報社会と人間
2.情報メディアの特性と選択
3.視聴賞メディアの活用
4 コンビュ タの活用
.教育用ソフトウ工アの活用

・データベスと情報検索

-インターネットによる情報検索と発信

5.掌校図書館メディアと著作権

〔講義のすすめ方〕

第1回:科目ガイ夕、ンス、高度情報社会と人間
①(情報メディアの発達と社会、情報

リテラシー)

第2口:高度情報社会と人間②(高度情報社会
における掌校、図書館について)

第3回:情報メディアの特性と選択①(各情報
メディアの特性と選択について)

第4回:情報メディアの特性と選択②(情報メ
ディアの収集、擾合的な活用につい

て)

第5回:視聴寛メディアの活用
第6回:コンビュータの導入の意義、掌校図書
館とコンビュータについて

第フ回:教育用ソフトウェアの意義、教育用ソ

フトウェアの選択と活用について

第8回.データベースと情報検索(データべ一
スの墨礎知識、検索プロセス、技法、

評価)

第9回:インターネットのしくみ、インター
ネットの光と影

第10回:インタ ネットを活用した情報検索

①(サーチエンジンによる情報検索演

習)

第11回:インタ ネットを活用した情報検索
②(オンラインデータベースからの情

報検索演習)

第12回・学校図書館とホームページ、掌習に
役立つリンク集作成演習①

|開 設 l集中

-548-

第13回:掌習に役立つリンク集作成演習②
第14回:学校図書起案メディアと著作権

第15回:テスト

〔教材〕

教科書:r情報メディアの活用(古費節吾監修
司書教諭テキストシリーズ05)J井口磯夫編
樹村房

参考図書は、講義の中で適宜紹介します。

講義内で関連資料を配付します。

その他用意するもの:記録媒体

(フロッピーディスクやUSBフラッシュメモ
リなど)

〔成績評価の方法・墓準〕

演習課題:掌期2-3回
テスト:掌期1回
判定基準.演習課題とテストを総合的に評価す

る。演習課題 (50%)、テスト (50%)

〔雇修のポイント・注意点〕

各自が目指している教員の校種や科目の知識だ

けでなく、日常生活の出来事や時事問題にも関

心1をもって取り組んでください。
※履修の注意点

集中講義のため、欠席は通常期の講義以上に

学習の欠落を伴います。呉々も気をけること。

〔科目内容の位置付け〕

「情報メディアの活用jは、学校図書館司書教

諭5科目のひとつです。位置づけはデジタルメ
ディア、ネットワークメディアを甲山とした情

報メディアの運用管理とアクセス提供論につい

て学ぶ科目です。

〔前提・関連科目(科目間関連の内容))

これまで学習した科目について一定の理解があ

るという前提で講義をおこなう。

児童生徒の挙習段階-発達段階に着目した

「学習指導と学校図書館Jや「読書と豊かな人
間性Jとの関連にも注目する。また、「掌校図
書館メディアの構成jで掌んだ図書館にコレク

ションできる物理的実態があるメディアとの関

連と差遣についても考える。
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